
― 396 ―

 

第280図　住居跡出土土器（90）
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第281図　住居跡出土土器（91）
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第282図　住居跡出土土器（92）
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第283図　住居跡出土土器（93）
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第284図　住居跡出土土器（94）
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第285図　住居跡出土土器（95）
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第286図　住居跡出土土器（96）
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第287図　住居跡出土土器（97）
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第288図　住居跡出土土器（98）
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第289図　住居跡出土土器（99）
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第290図　住居跡出土土器（100）



― 407 ―

 

第291図　住居跡出土土器（101）
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第292図　住居跡出土土器（102）
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第293図　住居跡出土土器（103）
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第294図　住居跡出土土器（104）
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第295図　住居跡出土土器（105）
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第296図　住居跡出土土器（106）
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第297図　住居跡出土土器（107）
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第298図　住居跡出土土器（108）
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第299図　住居跡出土土器（109）
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第300図　住居跡出土土器（110）
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第301図　住居跡出土土器（111）
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第302図　住居跡出土土器（112）
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（２）土壙出土土器

第45号土壙出土土器（第308図）
　１は紐線文の土器で、曽谷式の粗製深鉢である。
２は安行３ｂ式の大波状口縁深鉢である。波頂部
は逆台形の突起に大小の豚鼻突起を重畳させ、帯
縄文で三角形区画文を構成する。
　３は水平口縁の深鉢で、口縁外面に縄文を施文
して頚部に無文帯を持つ。晩期安行式の土器であ
る。４は安行３ｂ式で、注口土器の胴上半部であ
る。
　５・６は安行式の粗製土器で、後期末葉～晩期
前葉の土器である。５は口縁外面に段を持って刻
みを巡らせ、胴部は条線上に縦位の平行沈線文を
描く。６は口縁に刻み隆帯を巡らせ、縦位の紡錘
文を描いて列点文を充填する。７・８は無文の内
湾口縁である。
第46号土壙出土土器（第308図）
　１は砲弾形の深鉢で、安行３ａ式である。口縁
外面に帯縄文で弧状の区画を巡らせ、刻みを持つ
横瘤を配する。２・３は水平口縁で、安行３ａ式
であろう。４は浅鉢で、入り組み三叉文を描くも
のとみられる。安行３ａ～３ｂ式である。５は砲
弾形の粗製深鉢で、口縁外面に刻み隆帯を巡らせ、
胴部は無文地に弧線文を描く。晩期安行式に伴う
土器であろう。
第47号土壙出土土器（第303図１、第308図）
　第303図１は注口土器と思われる。口縁部～胴
上半部まで残存する。口縁部には隆帯を巡らせて、
突起を配する。頚部と胴部との境には眼鏡状隆帯
を巡らせている。安行３ａ～３ｂ式であろう。
　第308図は破片資料である。
　１は堀之内２式である。３単位波状口縁の深鉢
口縁部で、刻み隆帯を巡らせ、波頂部にドーム状
の突起を配する。２・３は安行１式で、２は大波
状口縁深鉢、３は水平口縁深鉢である。４は砲弾
形の深鉢で、口縁外面に帯縄文を巡らせて、胴上
半部は無文地に弧線文を描く。晩期安行式であろ

う。７も砲弾形の深鉢胴上半部であろう。上に帯
縄文、下に押し引き文の区画を巡らせ、半円形の
擦り消しモチーフを上下対向させている。後期末
葉～晩期初頭の土器である。
　５は水平口縁の深鉢で、姥山系の文様を描く安
行３ｂ式である。６は浅鉢で、安行３ａ～３ｂ式
であろう。７は台付き鉢の脚台部で、後期安行式
である。
　８～18は安行式の粗製深鉢である。８は口縁部
に装飾を持たず、９・10は口縁に押し引き文を巡
らせる土器で、いずれも安行１式であろう。
　11は押し引き文＋沈線、12・13は刻み目文＋沈
線の区画を配する。後期安行式に伴うものか。14
は口端に押圧を施し、器面に条痕を施す。15・17
は半裁竹管状工具の刻みを施した隆帯、16は押圧
隆帯を巡らせる。いずれも晩期前葉の土器であろ
う。18は擦り消し文様を描く安行３ｂ式である。
　19は台付き鉢の脚台部で、下端に凹線を巡らせ
る。晩期安行式であろう。20は無文の底部で、後
期前葉～中葉の土器であろう。
第277号土壙出土土器（第303図２、第308図）
　第303図２は完形の注口土器である。扁平な円
盤状の胴部から、内傾する頚部～口縁部が立ち上
がる。口縁直下に多段の沈線を巡らせて刻みを施
す。頚部には縄文を施文し、胴部は無文である。
大洞Ｃ１式であろう。第308図は破片資料で、称
名寺式であろう。
第280号土壙出土土器（第303図３、第309図）
　第303図３は無文の深鉢で、口縁部～胴部中段
まで残存する。口縁直下に段を持ち、口唇断面先
細りとなる。胴上半部に粗いナデ調整を残す。
　第309図は破片資料である。
　１は堀之内1式、２は加曾利Ｂ２式である。３
～８は安行３ｄ式である。３は水平口縁上に小突
起を持って、上面に短沈線を配する。胴部には入
り組み文を中心とした文様を描く。４は波状口縁
で、やはり入り組み文を描くものとみられる。
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　５は水平口縁で、口端上に沈線を巡らせる。胴
部には鉤状のモチーフを描いている。６は浅鉢と
みられ、胴部に５に類似の鉤状モチーフを描いて
いる。７は扁平な三叉文を描く胴部である。８は
台付き鉢で、同心円文を描く脚台部である。
　９・10はいずれも細密沈線を地文とする。９は
前浦系の文様を描く広口壺の肩部で、楕円形の区
画内部に「の」の字文を描く。区画の接点には肉
彫り風の三叉文を充填している。10は台付き鉢の
脚台部である。球胴状で、下端が外に張り出すも
のとみられる。平行沈線の曲線的なモチーフを細
密沈線で埋める。安行３ｃ～３ｄ式であろう。
　11は浅鉢ないし台付き鉢であろう。口端上面及
び内面に沈線を巡らせ、小突起を等間隔に配する。
胴部には直線化した雲形文を描く。胴部内面にも
１条の沈線を巡らせる。大洞Ｃ２式であろう。
　12は折り返し口縁の深鉢である。口唇断面は先
細りで、外面に指頭圧痕、内面に輪積み痕を残す。
胴部には箆状工具先端を用いた粗い縦方向の調整
痕を残す。13は口縁内湾する無文深鉢で、いずれ
も晩期安行式期の土器である。
第282号土壙出土土器（第309図）
　１は紐線文の深鉢で、胴部にはごくまばらな縄
文を施文して横位の条線を施文する。加曾利Ｂ３
～曽谷式に伴うものであろう。２は安行３ａ～３
ｂ式である。口縁下に弧線文を巡らせる。３は安
行３ｂ式で、上下に対向する弧状モチーフの間隙
に対向三叉文を描いて、縄文を充填する。４は後
期安行式の粗製深鉢で、口縁やや内湾して刻み目
文を巡らせ、胴部に斜位の条線を施文する。
　５・６は折り返し口縁の深鉢で、晩期安行式に
伴う土器である。５は外面に指頭圧痕を残してお
り、折り返し部分の末端が外に反り返っている。
６は丸みを帯びた折り返し口縁である。
　７～９は無文土器である。７は頚部がくびれて
口縁外屈し、輪積み痕を残す。８は浅鉢で、外面
平滑に研磨する。９は砲弾形の深鉢で、比較的薄

手の器壁に箆による粗い調整痕を残す。
第283号土壙出土土器（第309図）
　１は口端部を欠失するが、キャリパー形の深鉢
である。口縁外面に軽微な段を形成し、平滑に研
磨している。胴上半部は無文地に浅い格子目文を
描いている。曽谷式であろう。２は前浦式の祖型
的な文様を描く安行３ｃ式期の土器であろう。３
は姥山系の深鉢で、安行３ｂ式である。
　４は安行式の粗製深鉢で、口縁外面に三角形の
列点文を巡らせる。安行３ｃ式に伴う土器か。
第285号土壙出土土器（第309図）
　遠部第一類で、曽谷～安行１式であろう。半裁
竹管状工具の刻みを伴う隆帯を巡らせ、無文地に
密な条線を施文する。
第287号土壙出土土器（第303図４～第305図17、
第309～310図）
　第303図４は精製深鉢で、口縁部～胴下半部に
かけて残存する。口唇断面肥厚して、口端上面は
平坦に整形し扁平な一対の瘤を貼り付ける。頚部
は縄文帯、胴上半部に幅の狭い文様帯を持って、
単沈線の波頭文を描く。文様帯下端は帯縄文で区
画する。安行３ｂ式である。
　５は細密沈線文の土器で、口縁部～胴部中段ま
で残存する。砲弾形の器形で、口端上の一部に刻
みを持つ。胴上半部に幾何文を描き、綾杉状の細
密沈線を施文する。安行３ｂ式である。
　６は砲弾形の深鉢で、口縁部～胴下半部まで残
存する。口縁直下に文様帯を持ち、上端を単沈
線、下端を平行沈線で区画する。斜行する平行沈
線文を巡らせて内部に米粒上の列点を描く。上下
の区画に沿って弧状文を巡らせて内部に縄文を施
文し、半円形の擦り消しモチーフを構成している。
安行３ｃ式であろう。
　７は台付き鉢である。胴部中段～脚台との接続
部分にかけて残存する。胴部中段には入り組み三
叉文を描いて縄文を施文し、胴下半部は縄文帯と
なる。８・９は浅鉢である。８は口縁部～頚部に
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かけて残存する。やや内湾しつつ開く口縁で、口
端上に２～３個１単位の小突起を配する。無文で、
胴部との境に沈線を巡らせる。
　９は胴上半部～底部にかけて残存する。無文扁
平の胴部で、頚部との境に沈線を巡らせる。
　10～12は折り返し口縁の無文深鉢である。いず
れも胴上半部に最大径を持つ砲弾形の器形で、口
縁部～胴下半部にかけて残存する。10は口唇断面
著しく肥厚し、口縁直下に丸みを帯びた段を持つ。
箆状工具のナデ調整を施している。11は口唇断面
角頭棒状で、外面に段を持つ。12は頚部がわずか
に屈曲して口縁直立し、口唇断面先細りで、外面
に段を持つ。
　17は無文の深鉢で、口縁部～底部まで残存する。
胴上半部に最大径を持ち、頚部が屈曲して、口縁
は直立する。口端上に円形の貼り瘤を２個一対、
４単位配している。13は無文深鉢胴部である。14
～16は無文の深鉢底部である。
　第309～310図は破片資料である。
　１は加曾利Ｂ３式の浅鉢である。胴上半部が丸
く張り、口縁内湾して、外面に縄文帯を持つ。２
は同時期の波状口縁深鉢である。口縁外面に２段
の刻み目文を巡らせる。３は曽谷式の瓢形深鉢で
ある。口縁外面に平行沈線文を巡らせて矮小な縦
瘤を配する。
　４は水平口縁深鉢で、安行３ｂ式である。水平
口縁で、２個１単位の小突起を配し、口縁外面に
縄文帯を持つ。胴部には単沈線で波頭文ないし入
り組み文を描く。５・６もこれと類似の土器で、
同一個体の可能性がある。
　７は細密沈線の土器で、砲弾形の深鉢である。
窓枠状の区画内部に弧線文を描く特有の幾何文を
描き、細密沈線文を充填する。安行３ｂ式であろ
う。８も砲弾形の深鉢で、安行３ｃ式である。斜
行文内部に列点文を描き、間隙を上下対向する弧
線文で埋めて縄文を施文する。
　９は折り返し口縁の深鉢で、晩期安行式に伴う

土器である。粘土紐を貼り付けて、そのまま内面
のみ圧着したような粗雑なつくりで、強く外面に
張り出している。10は無文の底部で、後期前葉～
中葉の土器であろう。
　11～13は製塩土器である。11・12は口縁部で、
いずれも指頭で摘み出したような断面先細りの
口唇である。11は箆状工具のナデ調整を施すが、
12・13は輪積み痕を残している。
第288号土壙出土土器（第305図18、第310図）
　第305図18は無文深鉢胴部である。箆状工具の
ナデ調整を、横～斜め方向に施している。
　第310図は破片資料である。１は称名寺式であ
る。２は疎らな地文縄文上に横帯文を描き、半裁
竹管状工具の波状文を垂下させる土器で、加曾利
Ｂ２式の遠部第三類である。３は加曾利Ｂ２式の
浅鉢であろう。盲孔と短沈線を持つ突起を配し、
口縁外面に帯縄文、内面に凹線を巡らせる。４は
後期安行式の砲弾形深鉢である。
　５～10は晩期安行式である。５・６は外屈する
深鉢口縁部で、５は縄文を持たず、口端上に小突
起を配する。安行３ｂ～３ｃ式か。６は口縁外面
に縄文を施文する。安行３ｂ～３ｃ式であろう。
　７は安行３ｂ式である。波状口縁で、口縁に沿っ
て平行沈線を巡らせ、鋭利な工具の刺突文を充填
する。８も波状口縁深鉢で、帯縄文で三角形区画
文を描く安行３ｂ式であろう。
　９は円孔を中心に玉抱き三叉文を描く台付き鉢
の脚台部で、安行３ａ式である。10は擦り消し文
様を描く砲弾形深鉢で、安行３ｂ式であろう。
　11・12は安行式の粗製深鉢で、11は折り返し口
縁上に列点文を巡らせ、12は押圧隆帯を巡らせる。
いずれも後期末～晩期前葉の土器であろう。13・
14は無文土器である。13は砲弾形深鉢で、外面に
輪積み痕を残した粗雑な折り返し口縁である。14
は口端部に棒状工具の押圧を巡らせる。
第288・289号土壙出土土器（第310～311図）
　１は安行１式の瓢形深鉢である。２は安行３ｂ
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式の大波状口縁深鉢で、逆台形の突起前面に２段
の豚鼻突起を配する。３・４は砲弾形深鉢で、３
は無文地に刻みを持つ横瘤を配する安行３ｂ～３
ｃ式、４は口縁外面に帯縄文の区画を巡らせて刻
みを持つ横瘤を配する安行２～３ａ式である。
　５は頚部で屈曲して外屈する口縁で、口端上に
突起が存在したものとみられる。安行３ａ～３ｂ
式である。６は安行３ｃ式で、山形波状口縁に平
行沈線の弧状モチーフを描いて米粒状の列点文を
充填する。７は帯縄文と弧状の沈線を巡らせる薄
手の胴部で、安行３ａ～３ｂ式であろう。
　８～11は安行式の粗製深鉢である。８は折り返
し口縁に三角形の列点文を巡らせる。９・10は口
縁外面に押圧隆帯を巡らせる。11は口縁外面に段
を持って、刻み目文を巡らせる。
　12は無文の砲弾形深鉢で、口縁外面に段を持つ。
13は東北系の土器で、大洞ＢＣ式か。
第289号土壙出土土器（第305図19・第306図20、
第311図）
　第305図19は大洞系の深鉢である。口縁部～胴
部中段まで残存する。胴部が張り出して頚部で屈
曲し、口縁は直線的に外反する。水平口縁で粒状
の小突起が並び、口縁直下に平行沈線を巡らせて
いる。胴上半部には多段の平行沈線を巡らせ、中
段に刻みを施している。頚部と胴部中段以下に縄
文を施文する。一部に綾繰文がみられる。大洞Ｃ
１式であろう。
　20は台付き鉢で、胴下半部～脚台との接合部ま
でが残存する。縄文を施文し、脚台との接点に平
行沈線を巡らせている。安行３ａ～３ｂ式であろ
う。
　第311図は破片資料である。
　１は曲線的な擦り消しモチーフで、粗大な無節
縄文を施文する。前浦系の土器か。２は大波状口
縁深鉢で、胴部中段に楕円形の区画文を巡らせて、
刻みを持つ横瘤を配する。安行３ａ～３ｂ式であ
ろう。

　３は無文地に単沈線の入り組み文を描く土器
で、安行３ｂ～３ｃ式である。４は浅鉢で、沈線
間に単列・複列の列点文を充填する安行３ｃ式で
ある。５は安行３ｂ式の細密沈線文土器で、小波
状口縁の波頂部に押圧を施す。６は安行式の粗製
深鉢で、口縁外面に連続押圧を伴う隆帯を巡らせ
る。
　７は東北系の浅鉢口縁部で、大洞ＢＣ式であろ
う。８・９は地文縄文のみの深鉢胴部で、綾繰文
を重畳させており、やはり大洞系の土器であろう。
　10・11は無文土器である。10は胴張りで頚部屈
曲し、口縁が短く外反する。11は薄手の器壁で、
口端外屈する。
第290号土壙出土土器（第306図21）
　第306図21は無文の深鉢である。口縁部～胴部
中段まで残存する。胴上半部に最大径を持ち、口
縁内湾する。折り返し口縁で、口唇断面先細りと
なる。
第291号土壙出土土器（第311図）
　加曾利Ｂ３式の浅鉢である。口縁外面に平行沈
線を巡らせ、胴上半部を縄文帯とする。
第292号土壙出土土器（第311図）
　１は安行式の大波状口縁深鉢で、波頂部に刻み
を持つ縦瘤を配し、口縁外面に帯縄文の区画を巡
らせる安行３ａ式である。２は擦り消し文様を描
く土器で、安行３ａ～３ｂ式であろう。
　３は安行式の粗製深鉢である。口縁外面に押圧
隆帯を巡らせ、胴上半部に平行沈線文を描いて、
列点文を充填する。安行３ｂ式か。４は砲弾形の
深鉢で、口縁部に装飾を持たず、横位の条線を施
文する。安行３ｂ式以降の粗製土器であろう。
第293号土壙出土土器（第311図）
　１～３は安行式の砲弾形深鉢である。口縁外面
に帯縄文の区画を巡らせ、１・２は刻みを持つ縦
瘤を配する。安行２～３ａ式であろう。
　４は安行３ｃ式である。平行沈線の曲線的なモ
チーフで、内部に三角形の刺突文を充填する。５
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は無文地に浅い沈線で粗雑な三叉文を描く。やは
り安行３ｃ式か。６は無文の浅鉢で、晩期前葉～
中葉の土器であろう。
第294号土壙出土土器（第311図）
　１～４は加曾利Ｂ２式である。１は精製深鉢で、
横帯文に括弧状のモチーフを配する。２は無文地
に格子目文を描く口縁部で遠部第四類である。３
は粗雑な地文縄文上に条線を描く遠部第一類、４
は紐線文の口縁部で、疎らな縄文を施文し、内面
に２条の沈線を巡らせる。
第296号土壙出土土器（第311図）
　１は半円形の擦り消しモチーフを巡らせる土器
で、安行３ａ～３ｂ式か。２は安行３ｃ～３ｄ式
であろう。
第297号土壙出土土器（第311図）
　無文折り返し口縁の深鉢で、晩期の粗製土器で
あろう。
第298号土壙出土土器（第311図）
　１は曽谷式の浅鉢であろう。内湾口縁で、外面
に縄文を施文し、平行沈線を巡らせる。２は加曾
利Ｂ３式の浅鉢胴部中段に帯縄文を巡らせ、若干
の無文部を挟んで丸底の底面も縄文帯となる。
第299号土壙出土土器（第312図）
　いずれも紐線文の土器で、加曾利Ｂ式の粗製土
器である。１は口縁部で粗い縄文を施文する。２
は胴部中段のくびれ部分で押圧隆帯を巡らせ、粗
い地文縄文上に斜位の条線を施文する。
第300号土壙出土土器（第312図）
　後期安行式の粗製深鉢である。口縁に押し引き
文＋沈線の区画を描き、斜位の条線を施文する。
第301号土壙出土土器（第312図）
　１・２は安行１式である。１は山形波状口縁で、
縦瘤と帯縄文の区画を重畳させる。２は瓢形深鉢
で、帯縄文＋押し引き文の区画に円形の貼り瘤を
配する。
　３～５は安行３ｂ式の台付き鉢であろう。３は
波状口縁で、口縁部と胴下半部に縄文帯を持って、

間隙に入り組み三叉文を描く。４はこれと同一個
体とみられる胴下半部である。５も山形波状口縁
で、波頂部に双頭状の突起を配する。口縁外面に
はステッキ状のモチーフを巡らせて、頚部の区画
線との間に縄文を施文する。
　６は安行３ｃ式の深鉢で、胴上半部に最大径を
持ち、頚部屈曲して口縁直立する。口縁外面には
多段の列点文を巡らせ、胴部にも平行沈線＋列点
文の区画を巡らせる。
　７は安行１式の粗製深鉢であろう。口縁外傾し
て外面に刻み目文を巡らせ、胴部は無文地に斜位
の条線を施文する。８は無文土器で、縦位のケズ
リ調整の後、平滑に研磨している。
第304号土壙出土土器（第312図）
　１は後期安行式の精製深鉢胴部で、複列の押し
引き文を巡らせている。２は同時期の粗製深鉢
で、押し引き文＋沈線の区画を巡らせる口縁部で
ある。３は加曾利Ｂ３～曽谷式の口縁部で、外面
に３条の沈線を巡らせる。
第305号土壙出土土器（第312図）
　１は早期末葉の土器であろう。０段多条の原体
で急角度の羽状縄文を構成する。２は諸磯ａ式で、
半裁竹管状工具の平行沈線文を重畳させる。
第306号土壙出土土器（第306図22、第312図）
　第306図22は堀之内２式の精製深鉢で、口縁部
～胴部中段まで残存する。胴部～口縁にかけて外
反しつつ開く朝顔形の深鉢である。３単位の波状
口縁で、口縁外面に隆帯や突起を持たず、胴上半
部にパネル文を描く。
　第312図は破片資料である。
　１は加曾利ＥⅢ式、２は称名寺～堀之内１式で
ある。３・４は堀之内２式である。平行沈線でパ
ネル文を描いて縄文を充填する。３は口縁部で、
口端部内屈し、刻み隆帯の区画は省略している。
　５・６は擦り消し縄文の胴部で、後期の土器で
あろう。７は加曾利Ｂ式の粗製土器である。
第308号土壙出土土器（第312図）
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　１は加曾利ＥⅢ～Ⅳ式、２は堀之内２式である。
３は後期安行式の粗製深鉢で、押し引き文＋沈線
の区画を巡らせる口縁部である。
第310号土壙出土土器（第306図23）
　大洞系の注口土器で、底部を欠失する。胴部は
扁平円盤状で、中段が屈曲してＢ突起を巡らせる。
頚部は内傾しつつ立ち上がって、扁平化した羊歯
状文を描く。口縁上の注口部に対応する部分のみ
Ｂ突起を配している。大洞Ｃ１式か。
第312号土壙出土土器（第312図）
　１は安行３ｃ式で、波状口縁の深鉢である。複
列の列点文を伴う平行沈線で三角形の区画を構成
し、大柄の三叉文を配するものとみられる。
　２・３は安行３ｃ～３ｄ式である。４は２個一
対の突起を配する無文の口縁部で、晩期安行式に
伴う土器であろう。
第314号土壙出土土器（第313図）
　２・３は堀之内２式の精製深鉢胴部、１は縄文
のみの深鉢胴部で、同時期のものであろう。
第315号土壙出土土器（第313図）
　１は安行式の砲弾形深鉢口縁部であろう。２は
加曾利Ｂ２式の鉢で、口縁直下に縄文を施文して
いる。３は加曾利Ｂ３式の瓢形深鉢であろう。口
縁に刻み目文を巡らせ、胴上半部に対向弧線文を
描いて縄文を施文する。４は無文の深鉢口縁部で
後～晩期の土器である。
第318号土壙出土土器（第306図24・25、第313図）
　第306図24は浅鉢で、口縁部～胴下半部まで残
存する。胴上半部が「く」の字に張り出し、平
行沈線＋列点文を巡らせる。胴上半部に粗放な弧
線文を巡らせて縄文を施文し、交点に括弧状のモ
チーフを配している。加曾利Ｂ２式である。
　25は深鉢で、胴部中段のみ残存する。破片上方
に平行沈線＋列点の区画が巡る。全面に縦位の研
磨を施すが、区画に接する部分のみさらに横位の
研磨を重ねている。加曾利Ｂ２式であろう。
　第313図は破片資料である。

　１～６は加曾利Ｂ２式の精製深鉢である。胴上
半部に横帯文や弧線文を巡らせて、括弧状のモ
チーフを重畳させる。
　７・８は水平口縁の深鉢で、胴上半部に横帯文
を描いて、７は平行沈線の斜行文、３は弧線文を
巡らせている。加曾利Ｂ２式か。
　９は加曾利Ｂ２式で遠部第一類である。粗雑な
縄文を施文する。胴部中段に押圧隆帯の区画を巡
らせて、区画から上のみ半裁竹管状工具の短沈線
を重畳させる。
　10は地文縄文のみの深鉢口縁部で、後期前葉～
中葉の土器であろう。11・12は無文の底部である。
いずれも後期前葉～中葉の土器とみられ、11は裾
張りの深鉢、12は浅鉢の可能性がある。
第319号土壙出土土器（第313図）
　１は安行１式の粗製深鉢であろう。外反口縁で、
無文地に斜位の条線を施文する。２は瓢形深鉢で、
口縁外面に刻み目文を巡らせる。加曾利Ｂ３～曽
谷式である。３は横位の沈線文を巡らせる胴部で、
加曾利Ｂ式であろう。
第326号土壙出土土器（第313～314図）
　１は称名寺式、２～６は堀之内１式であろう。
７～11は堀之内２式である。７・８は外反口縁で、
朝顔形の精製深鉢である。胴上半部に三角形のパ
ネル文を描く。口縁に隆帯の区画はみられない。
９はパネル文の一部、10は入り組み文であろう。
11は集合沈線により粗雑なパネル文を描く。
　12は表裏に条痕文を施文する口縁部で、早期後
半の土器であろう。
第327号土壙出土土器（第306図26、第314図）
　第306図26は水平口縁の深鉢で、口縁部～胴下
半部まで残存する。胴部中段にくびれを持ち、口
縁外反する。口唇断面肥厚して、内面に稜を形成
する。
　口縁外面に箆状工具の刻みを巡らせ、胴部中段
には同一工具の平行沈線＋刻みの区画を巡らせ
る。区画の上下に方向を変えた条線を施文するが、
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条線の間隙にごくまばらな縄文が観察される。加
曾利Ｂ３～曽谷式に伴う粗製土器であろう。
　第314図は破片資料である。
　１・２は堀之内１式、３は堀之内２式である。　
４は加曾利Ｂ１式で、横帯文と口縁外面の区画と
の間に「の」の字状の単位文を配する。５～７は
加曾利Ｂ２式である。５は水平口縁の浅鉢、６は
胴部が「く」の字に張り出す鉢、７は胴部に斜行
沈線文が巡る遠部第二類である。
　８は曽谷式である。キャリパー形の深鉢で、胴
上半部と下半部にそれぞれ斜行沈線文を巡らせ
る。器面は平滑に調整している。
　９・10は紐線文の土器で、加曾利Ｂ３～安行１
式であろう。疎らな縄文を施文した上に密な横位
の条線を施文している。11は安行１式の粗製深鉢
であろう。口縁やや外傾して口唇断面肥厚し、外
面に１条の沈線を巡らせている。地文は縦位の条
線である。
第328号土壙出土土器（第307図27、第314図）
　第307図27は水平口縁の深鉢である。口縁部～
胴部中段にかけて残存する。胴上半部に最大径を
持ち、口縁強く内湾する。口唇断面肥厚し、外面
に段を形成する。横楕円の区画を２段に巡らせて、
接点には蛇行沈線文と括弧状のモチーフを交互配
置する。前浦式ないしこれに先行する時期の土器
であろう。
　第314図は破片資料である。
　１は諸磯ａ式である。横位の平行沈線と小波状
文を交互施文する。２は曽谷式である。胴部中段
のくびれを挟んで、上下に鋭利な工具の斜行沈線
文を対置する。
　３は水平口縁の深鉢で、安行１式であろう。口
縁外面に帯縄文と幅広の凹線の区画を巡らせてい
る。
　４は無文の深鉢口縁部で、口端に小突起を配す
る。晩期安行式に伴うものであろう。
　５は安行１式の瓢形深鉢で、帯縄文と押し引き 

文の区画を巡らせ、胴上半部に対向弧線文を描い
て縄文を施文する。６は精製深鉢の胴部中段で、
後期安行式に伴うものであろう。
第329号土壙出土土器（第314図）
　安行１式の瓢形深鉢である。口縁外面に帯縄文
と押し引き文の区画を巡らせる。
第331号土壙出土土器（第307図28、第314図）
　第307図28は楕円形の浅鉢で、口縁部～底部ま
で残存する。緩やかな４単位の波状口縁で、波頂
部に対をなす鰭状突起を配する。胴部には２段の
紡錘文と鋸歯文を交互配置する。安行２式である。
　第314図は破片資料である。
　１は精製深鉢の胴部で、後期安行式である。多
段の帯縄文を巡らせ、胴上半部に斜行沈線文を施
文する。
　２は安行２式の台付き鉢胴下半部で、横位の弧
状沈線を施文し、上端を帯縄文で区画して豚鼻突
起を配する。
　３は砲弾形深鉢である。折り返し口縁直下に鋭
利な工具の平行沈線を巡らせ、胴上半部には条線
を施文する。後期末～晩期前葉の土器であろう。
第338号土壙出土土器（第314図）
　１は砲弾形深鉢ないし注口土器で、安行３ａ式
である。水平口縁上に刻みを持つ縦瘤と突起を重
畳させる。胴上半部には擦り消し縄文による対向
三叉文を描くものと思われる。２は砲弾形の深鉢
で、安行３ａ～３ｂ式であろう。
　３・４は安行式の粗製土器である。砲弾形の深
鉢で、後期末～晩期前葉の土器であろう。３は口
縁外面に押し引き文＋沈線の区画を巡らせる。４
は口縁部に装飾を持たない土器で、胴部に斜位の
条線を施文する。
　５は砲弾形の精製深鉢胴部である。胴部中段に
対向弧線文を巡らせて縄文を充填し、上は半裁竹
管状工具の刻みを持つ隆帯、下を横位の沈線で区
画する。胴下半部には粗雑な斜位の条線を施文す
る。晩期前葉の土器であろう。
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第43号住居跡内第５号土壙出土土器（第307図29）
　第307図29は安行式の精製深鉢で、胴下半部～
底部まで残存する。胴下半部には対向弧線文を描

いて縄文を充填する。底部付近は縄文帯となって、
上端を横位の沈線で区画する。

第303図　土壙出土土器（１）
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第304図　土壙出土土器（２）
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第305図　土壙出土土器（３）
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第306図　土壙出土土器（４）
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第307図　土壙出土土器（５）
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第308図　土壙出土土器（６）
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第309図　土壙出土土器（７）
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第310図　土壙出土土器（８）
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第311図　土壙出土土器（９）
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第312図　土壙出土土器（10）
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第313図　土壙出土土器（11）
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第314図　土壙出土土器（12）
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（３）遺物集中出土土器

遺物集中９出土土器（第315図１～第316図４、第
319図）
　１～４は無文の深鉢である。１は胴部中段を欠
失する。胴上半部に最大径を持ち、頚部はくびれ
て口縁短く外屈する。水平口縁で、口端に５個１
単位の押圧を配する。
　２は胴部中段以下を欠失する。胴上半部に最大
径を持ち、頚部はくびれて、口縁は内湾しつつ立
ち上がる。３は口縁～胴部中段まで残存する。緩
やかに内湾しつつ立ち上がり、頚部は屈曲して、
口縁短く外反する。
　４は砲弾形の深鉢である。口縁部～胴部中段に
かけて残存する。胴上半部に最大径を持ち、口縁
内湾する。口端上面は平坦に整形している。
　第319図は破片資料である。１は大波状口縁深
鉢で、安行３ｂ式である。幅広の帯縄文で三角形
区画文を描く。２は同心円文を中心に三叉文を描
く。安行３ａ～３ｂ式の鉢ないし注口土器か。
　３は細密沈線文の土器で、安行３ｂ式であろう。
４・５は安行式の粗製深鉢である。４は平行沈線
間に列点文を充填し、５は擦り消し文様を描く。
いずれも安行３ｂ式であろう。
遺物集中10出土土器（第316図５～第317図９、第
319図）
　第316図５～８は無文の深鉢である。５は胴下
半部を欠失する。胴上半部に最大径を持ち、頚部
は「く」の字にくびれて、口縁は短く内湾する。
水平口縁で、２個１単位の山形突起を配する。
　６は折り返し口縁の深鉢である。胴下半部を欠
失する。胴上半部に最大径を持ち、口縁は軽微に
屈曲して直立する。口端上面を平坦に整形してい
る。７は底部を欠失する。砲弾形の深鉢で、胴上
半部に最大径を持ち、口縁内湾して、口端上面を
平坦に整形している。８は無文の深鉢底部である。
９は台付き鉢の脚台部で、安行３ｂ式である。中
段がやや膨れる円筒形で、下端部は屈曲して直線

的に開く。三角形の透かしによる入り組み三叉文
を描いて縄文を充填し、中央に円孔を穿つ。
　第319図は破片資料である。
　１は安行３ｂ式の大波状口縁深鉢である。波頂
部に豚鼻突起を重畳させ、胴部に帯縄文で三角形
区画文を描く。２は同心円文と菱形の区画文を描
く姥山系の土器で、やはり安行３ｂ式であろう。
　３は晩期安行式の粗製土器で、口縁に押し引き
文と沈線文を巡らせる。地文条線は持たない。４
は無文の砲弾形深鉢で、晩期の土器であろう。
遺物集中12出土土器（第317図９～15、第319～
320図）
　第317図10は砲弾形深鉢ないし注口土器で、安
行３ａ式であろう。口縁部～胴部中段にかけて残
存する。胴上半部に最大径を持ち、口縁は内湾す
る。水平口縁で、刻みを伴う縦瘤を配して円孔を
穿つ。胴上半部に縦瘤を配して入り組み文で連繋
し、余白を三叉文で埋めている。
　11は精製深鉢で、口縁部と底部を欠失する。胴
部中段に軽微な屈曲を持つほかは変化に乏しい単
調な器形で、幅広の帯縄文を多段に巡らせている。
安行３ａ～３ｂ式であろう。
　12～14は安行式の粗製土器である。胴上半部に
最大径を持って口縁内湾する砲弾形深鉢である。
いずれも晩期前葉の土器とみられる。12は口縁部
～底部まで残存する。口縁部と胴上半部に刻み隆
帯を巡らせ、間に弧線文を描いている。
　13は口縁部～胴部中段まで残存する。口縁部と
胴上半部に刻み隆帯を巡らせ、縦位の蛇行沈線を
挟んで対弧文を描く。14は口縁部～胴上半部まで
残存する。縦位の蛇行沈線文を挟んで括弧状のモ
チーフを描く。地文条線を持たない。
　15は無文の深鉢胴下半部で、晩期の土器であろ
う。
　第319～320図は破片資料である。
　１・２は紐線文の土器で、加曾利Ｂ～曽谷式で
あろう。口縁外面に押圧隆帯を巡らせ、ごく浅い
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地文縄文の上に密な条線を施文する。１は遠部第
一類、２は遠部第三類である。
　３～６は大波状口縁深鉢で、安行3ａ式である。
胴上半部は帯縄文で三角形区画文を描いて交点に
豚鼻突起を配し、胴部中段には帯縄文の区画を多
段に巡らせて豚鼻突起を配する。７は水平口縁深
鉢で、やはり安行３ａ式であろう。口縁に縦瘤と
豚鼻突起を重畳させて、帯縄文を巡らせる。
　８は小型の浅鉢で、安行３ａ式であろう。双頭
状の波状口縁で外面に弧状の区画を巡らせ、直線
的な玉抱き三叉文を描く。９・10・12は台付き鉢
で、安行３ａ～３ｂ式であろう。９は帯縄文の区
画を多段に巡らせて豚鼻突起を配する。10は胴下
半部に縄文帯を持ち、上下を沈線で区画する。12
は口縁外面に帯縄文の区画を巡らせ、胴部中段に
横瘤を配して入り組み文と三叉文を描く。
　13～19は晩期安行式に伴う粗製土器である。砲
弾形の深鉢で、口縁内湾し口唇断面肥厚する。13
は口縁外面に列点文と沈線を巡らせる。14～17は
刻み隆帯や押圧隆帯を巡らせて、胴上半部に文様
帯を持つ。18は胴部破片で、胴上半部に押圧隆帯
を巡らせて、上下に方向の異なる条線を施文する。
19は条線施文の底部で、底面の網代痕を搔き消し
たものとみられる。
遺物集中16出土土器（第318図16～20、第320図）
　第318図16は水平口縁の精製深鉢で、口縁部～
胴部中段にかけて残存する。胴部中段に最大径を
持って、胴上半部はほぼ直立し、口縁外反する。
水平口縁上に２個一対の縦瘤を配し、鰭状の突起
で連結する。口縁外面に帯縄文の区画を巡らせ、
胴上半部は縦Ｓ字の沈線文を斜行沈線で連繋し、
余白に三叉文を配する。安行3ａ式である。
　17は砲弾形の深鉢である。口縁部～胴部中段ま
で残存する。口縁著しく肥厚して、外面に刻み隆
帯を巡らせる。胴上半部には縦位の蛇行沈線文を
上下対向する弧線文で連繋して縄文を充填し、刻
み隆帯を挟んで胴部中段にも対向弧線文を巡らせ

る。胴下半部には斜位の条線を施文する。安行３
ａ～３ｂ式か。
　18は台付き鉢で、体部のみ残存する。緩やかに
内湾しつつ開く単調な器形で、口縁に縄文帯を持
ち、胴上半部には入り組み文を描いて、余白に三
叉文を配する。安行３ａ式であろう。
　19は浅鉢である。緩やかな波状口縁で、波頂部
に矮小化した豚鼻突起を配し、これを起点に左右
に弧線文を巡らせる。胴部には曲線的な擦り消し
文様を描いている。安行３ｂ式か。
　第320図は破片資料である。
　１は精製深鉢胴部で、安行3ａ式である。胴上
半部には東北地方の新地式の流れをくむ入り組み
文を描くものとみられ、文様帯下端は帯縄文で閉
塞して、胴下半部には条線を施文する。２は台付
き鉢の体部である。入り組み文を描いて余白を三
叉文で埋め、縄文を充填する。３・４は安行式の
粗製深鉢で、内湾口縁の外面に押圧隆帯を巡らせ、
３は胴上半部に平行沈線文を描いている。
　５は内湾口縁の無文深鉢である。６～９は製塩
土器で、口唇断面は、６・７が水平に切り離した
ような角頭棒状、８は鋭角な外削ぎ状、９は指頭
で摘み出したような先細りとなっている。
遺物集中18出土土器（第320図）
　１・２は安行３ｃ式である。胴部中段に１は平
行沈線＋列点文、２は平行沈線の区画を巡らせ、
胴下半部には連続弧線文を巡らせる。３は無文の
深鉢口縁部で、晩期の土器であろう。
遺物集中19出土土器（第318図20・第320図）
　第318図20は扁平な椀型の浅鉢である。口縁外
面に平行沈線を巡らせ、底面には大柄の巴文を描
き、縄文を施文する。口縁外面と内面を赤彩して
いる。
　第320図は破片資料である。
　１・２は加曾利Ｂ２式の粗製土器である。いず
れも粗い縄文を地文とする。１は外反口縁で、外
面に押圧隆帯と半裁竹管状工具の沈線を巡らせる
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遠部第一類、２は胴上半部に横帯文を巡らせる広
口壺形の土器で遠部第三類であろう。
　３は加曾利Ｂ３式である。口縁外面に刻み目文
を巡らせて、胴上半部に曲線的な磨り消し文様を

第315図　遺物集中出土土器（１）

描く。４は精製深鉢の胴部で、中段に平行沈線＋
刻み目文の区画を巡らせ、弧線文を巡らせて縄文
を充填する。加曾利Ｂ３～曽谷式であろう。
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第316図　遺物集中出土土器（２）
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第317図　遺物集中出土土器（３）



― 443 ―

 

第318図　遺物集中出土土器（４）
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第319図　遺物集中出土土器（５）
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第320図　遺物集中出土土器（６）
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（４）埋甕出土土器

第１号埋甕出土土器（第321図１）
　１は無文の深鉢である。やや丸底気味で、胴上
半部に最大径を持ち、全体に丸みを帯びた倒卵状
のプロポーションである。口縁は内湾して口唇断
面著しく肥厚し、分厚い折り返し口縁となる。
　胴上半部には横方向、胴部中段以下では縦方向
の箆撫でを加えている。胎土には多量の礫と赤褐
色のシャモットを混入している。
　晩期安行式に伴う粗製土器と考えられる。
第２号埋甕出土土器（第321図２・３）
　２は後期安行式の粗製深鉢である。胴部中段に
最大径を持ち、頚部が若干くびれて、口縁は軽微
に外反する。口唇断面は肥厚して、内面に稜を形
成している。
　口縁外面と胴部中段に押し引き文の区画を巡ら
せる。地文条線は縦位方向に施文する。底部は削
り込まれ、やや上げ底状となっている。
　３は壺ないし注口土器の口縁部～頚部とみられ
る。直線的に開く逆円錐形のプロポーションで、
口唇断面は肥厚し、口端上面を平坦に整形してい
る。口縁外面には横方向の入念な研磨を施してい
る。
　胴部との境には帯縄文の区画を巡らせて、楕円
形の貼り瘤を配する。部分的に赤色顔料の付着が
みとめられ、本来は赤彩されていたものと考えら

れる。
　東北地方の後期後葉の新地式の影響下にある土
器であろう。
第３号埋甕出土土器（第321図４・５）
　４は安行式の粗製深鉢である。底部を欠失する。
胴下半部が丸く張り、中段から口縁にかけてほぼ
直立する。口唇断面は肥厚して、内面に稜を形成
する。
　口縁外面と胴部中段に押圧隆帯の区画を巡らせ
ている。胴上半部には縦位の押圧隆帯を等間隔に
配して、上下の区画の間を連繋している。地文条
線は口縁～胴部中段までは縦位方向、それ以下で
は斜位に施文している。
　胴下半部を中心に二次焼成の風化が甚だしい。
内面には胴下半部には黒色、胴部中段から上には
白色の物質が付着している。
　後期末葉～晩期初頭の土器であろう。
　５は高井東式の大波状口縁深鉢口縁部である。
波底部に横位の貫通孔を持つ橋梁状の把手を配
し、波頂部にも大型の突起・把手を持つものとみ
られる。
　口縁外面に隆帯による楕円形区画文を巡らせて
斜位の刻みを施す。区画内部には沈線を巡らせる。
胴上半部は横位の沈線で多段に分帯しており、内
部には平行沈線で樹枝状のモチーフを描くものと
みられる。 
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第321図　埋甕出土土器
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（５）掘立柱建物跡出土土器

第２号掘立柱建物跡出土土器（第323図）
　１～３はＰ２から出土した土器である。１は称
名寺式の深鉢胴部で、Ｊ字文の一部である。２・
３は加曾利Ｂ２式で、２は精製深鉢、３は粗雑な
地文縄文上に横帯文を描く遠部第三類であろう。
　４・５はＰ３から出土した土器で、いずれも加
曾利Ｂ２式である。４は３単位波状口縁の精製深
鉢で、頚部が「く」の字に内屈し、帯縄文を巡ら
せる。５は紐線文を巡らせる遠部第一類である。
　６～11はＰ４から出土した。６・７は安行１式
の精製土器で、６は水平口縁深鉢、７は砲弾形深
鉢である。
　８は安行３ａ式の砲弾形深鉢で、刻みを持つ横
瘤を起点として帯縄文の区画を巡らせる。９は襷
状入り組み文を描く胴下半部で、後期安行式の瓢
形深鉢であろう。
　10は縄文施文の外反口縁で、安行３ａ～３ｂ式
であろう。11は水平口縁に沿って弧状の区画を巡
らせ、間隙に三叉文を配する土器で、安行3ａ式
である。
第３号掘立柱建物跡出土土器（第322図・第323図）
　第322図１はＰ４から出土した曽谷式の浅鉢で
ある。口縁直下に１条の沈線を巡らせ、Ｕ字状の
貼り付け文を配する。胴上半部に縄文帯を持って、
下端を１条の沈線で区画する。
　第323図は破片資料である。

　１～９はＰ３から出土した土器である。１は帯
縄文で三角形の区画を構成する土器で、安行３ａ
～３ｂ式であろう。２は安行１式の水平口縁深鉢
で、帯縄文の区画に縦瘤を配する。３は細密沈線
文を描く砲弾形深鉢で安行３ｂ式である。
　４・５は条線のみの口縁部で、曽谷～安行１式
である。６・７は粗雑な地文縄文を施文する口縁
部で加曾利Ｂ式の粗製土器であろう。
　８・９は無文の深鉢で、晩期前葉の土器であろ
う。８は折り返し口縁、９は表裏に輪積み痕を残
す。
　10～12はＰ４から出土した。10は内湾口縁で、
外面に段を持って縄文を施文する。安行３ａ～３
ｂ式であろう。11は安行１式の瓢形深鉢で、帯縄
文と押し引き文の区画を巡らせる。12は晩期安行
式の粗製土器で、地文条線を持たず、内湾口縁の
外面に押し引き文と沈線を巡らせる。
第４号掘立柱建物跡出土土器（第323図）
　１はＰ１から出土した。安行３ｄ式の波状口縁
深鉢で、粗雑な沈線文を描く。
　２～４はＰ３から出土した。２は水平口縁上に
２個１単位の小突起を配し、口縁外面に平行沈線
文を巡らせる。安行３ｃ～３ｄ式であろう。
　３はくびれを持つ胴部中段で、粗雑な沈線文を
描き、連続弧線文を巡らせる。安行３ｄ式であろ
う。４は折り返し口縁の深鉢で、晩期前葉の土器
であろう。
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第322図　掘立柱建物跡出土土器（１）

第323図　掘立柱建物跡出土土器（２）
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（６）柱穴列出土土器

第４号柱穴列出土土器（第324図）
　１～３はＰ１から出土した。１は矢羽沈線を描
く胴部で、加曾利Ｂ２～曽谷式である。２は横位
の区画内部に格子目文を描く土器で、加曾利Ｂ式
に伴う粗製土器である。３は粗い地文縄文上に横
位の条線を描く粗製土器で、加曾利Ｂ３～曽谷式
であろう。
　４はＰ８から出土した。「く」の字に内屈する
口縁で、外面に平行沈線文を巡らせる。曽谷式で
あろう。
　５～９はＰ23から出土した。６・７は同一個体
で、安行１式の砲弾形深鉢である。８は大波状口
縁深鉢で、安行３ｂ式であろう。５・９は無文の
深鉢で、晩期の土器であろう。
　10～12はＰ27から出土した。10は加曾利Ｂ式の
粗製土器で、粗い縄文を施文して口縁内面に沈線
を巡らせる。11は安行式の粗製土器で、口縁内湾
して口唇断面著しく肥厚し、外面に押し引き文＋
沈線文の区画を巡らせる。12は折り返し口縁の無
文深鉢で、晩期前葉の土器である。
　13～16はＰ35から出土した。13は外反口縁で、
口端上に沈線を巡らせる。口縁外面に縄文を施文
して、頚部との境を沈線で区画する。安行３ａ～
３ｂ式であろう。
　14は無文地に姥山系の文様を描く土器で、安行
３ｃ式である。15は平行沈線＋列点文の区画と連
続弧線文を巡らせる胴部中段で、安行３ｃ式であ 

ろう。16は折り返し口縁に指頭押圧を加える無文
土器で、晩期前葉の粗製土器であろう。
　17～24はＰ36から出土した。17は矢羽沈線を巡
らせて、下端を平行沈線＋刺突文で区画する。加
曾利Ｂ２式である。18は対向弧線文を描く胴下半
部で、後期安行式の精製深鉢とみられる。
　19は安行式の大波状口縁深鉢だが、地文縄文を
矢羽状の細密沈線に代替する安行３ｂ式である。
20は大波状口縁深鉢で、帯縄文で三角形の区画を
構成し、余白を米粒状の列点で埋めている。安行
３ｃ式であろう。21は安行３ｃ式の水平口縁深鉢
で、平行沈線間を米粒状の列点文で埋めている。
22は安行３ｄ式の大波状口縁深鉢で、対向三叉文
を描く。23・24は指頭押圧を伴う折り返し口縁の
深鉢で、晩期前葉の土器であろう。
第５号柱穴列出土土器（第324図）
　すべてＰ14から出土した。１は加曾利Ｂ２式で、
外反口縁に押圧隆帯を巡らせ、地文縄文上に疎ら
な条線を描く遠部第一類である。２は曽谷式で、
内屈する口縁外面に縄文を施文して頚部は無文帯
とする。
　３は安行３ａ式である。玉抱き三叉文を描く口
縁部である。４は大波状口縁深鉢で、口縁に沿っ
て弧状の区画を巡らせ、刺突文を充填する。安行
３ｂ式であろう。５は縄文を施文する外反口縁で、
安行３ａ～３ｂ式である。６は壺の頚部とみられ
る。東北系の土器で、Ｋ字文を描く大洞ＢＣ式期
の土器であろう。
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第324図　柱穴列出土土器
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（７）焼土跡出土土器

焼土跡３出土土器（第325図１、第327図）
　第325図１は無文の深鉢である。口縁部～底部
まで残存する。単調に内湾しつつ立ち上がる紡錘
形の胴部で、口縁内湾して口唇断面肥厚し、内面
に軽微な段を形成する。底面も曲面となっており
不安定である。
　第327図は破片資料である。
　１は安行３ａ式の水平口縁深鉢である。帯縄文
の区画を巡らせ、刻みを伴う縦瘤を配する。２は
砲弾形深鉢で、安行３ａ式であろう。口縁部と胴
部中段に押し引き文を巡らせる。胴上半部は上下
の弧線文を入り組ませて縄文を充填する。３は砲
弾形の粗製深鉢で、口縁外面に段を持ち、斜位の
条線を施文する。晩期前葉の土器であろう。
焼土跡５出土土器（第327図）
　１は安行式の粗製深鉢である。口縁内湾して、
押引き文＋沈線の区画を巡らせる。器面は著しく
被熱し、還元状態となっている。
焼土跡７出土土器（第325図２・３、第327図）
　第325図２は後期安行式の粗製深鉢で、胴下半
部を欠失する。緩やかに内湾しつつ立ち上がって
口縁直立し、口唇断面肥厚する。口縁外面に単沈
線、胴部中段に平行沈線文を巡らせ、全面に縦位
の条線を施文している。
　３は精製深鉢の胴下半部と考えたが、瓢形土器
や注口土器の可能性もある。全面に縄文を施文し、
底部周辺のみ縦位の研磨を施している。
　第327図は破片資料である。
　１は称名寺式である。内屈する波状口縁で、胴
部に直線的な擦り消し文様を描いている。２は後
期初頭の加曾利Ｅ系の土器で、胴部の擦り消し文
様が口縁部に貫入している。
焼土跡８出土土器（第327図）
　１は堀之内２式である。波状口縁の精製深鉢で、
口端上に内文を持つ小突起を配し、４条の刻み隆
帯と２段の８の字状貼り付け文が重畳している。

２は刻み隆帯の区画を持つ安行２式で、注口土器
とみられる。
　３は安行３ｂ式であろう。刻みを持つ２個の縦
瘤の間の区画に細密沈線文を地文として刺突文を
充填している。４～６は安行３ａ式で、いずれも
大波状口縁深鉢の口縁部である。４は波頂部に縦
長の豚鼻突起を重畳させ、口縁外面に帯縄文の区
画を巡らせる。５・６は上面に小渦文を描く突起
を配する。胴上半部にはいずれも対向三叉文を配
する。
　７は晩期安行式の粗製土器で、口縁と胴部中段
に刻み隆帯を巡らせて、胴上半部に平行沈線の弧
状モチーフを描いている。
焼土跡９出土土器（第325図４、第327図）
　第325図４は砲弾形の深鉢で、口縁部～胴部中
段まで残存する。口縁外面に刻みを持つ横瘤を配
し、平行沈線で区画を構成して、対弧状の沈線の
区切りを設ける。縄文は施文しない。安行２～３
ａ式であろう。
　第327図は破片資料である。
　１・２は安行３ｂ式の大波状口縁深鉢である。
１は波頂部に矮小化した豚鼻突起を配し、これを
起点に蛇行沈線文を垂下させている。２は帯縄文
により三角形区画文を構成する。
　３は安行３ａ式で、台付き鉢の口縁部とみられ
る。押圧を伴う縦瘤を起点に弧状の区画を巡らせ
て縄文を充填し、間隙に三叉文を配する。４は水
平口縁の深鉢で、安行３ａ～３ｂ式であろう。口
縁直下に縄文帯を持ち、胴上半部に擦り消し文様
が展開する。
　５は安行３ａ式で、台付き鉢の胴部であろう。
円形刺突文を中心として単沈線の入り組み文を描
き、余白を三叉文で埋めている。６は砲弾形の深
鉢で、折り返し口縁上に斜位の刻み目文を巡らせ、
地文条線を持たない。晩期安行式に伴うものであ
ろう。
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焼土跡13出土土器（第327図）
　１は紐線文の土器で、遠部第二類である。外反
口縁で、刻み隆帯を巡らせ、ごく浅い地文に、半
裁竹管状工具の条線を施文している。加曾利Ｂ３
～曽谷式期の土器であろう。
　２は安行１式の砲弾形深鉢である。口縁外面に
帯縄文の区画を巡らせ、扁平な縦瘤を配する。３
は安行３ａ～３ｂ式の水平口縁深鉢である。口縁
外面に帯縄文の区画を巡らせ、口端上には上面に
巴文を描く小突起を配する。
　４は晩期安行式の粗製深鉢である。内湾口縁で、
外面に押圧隆帯を巡らせ、胴上半部に平行沈線文
を描く。条線は施文しない。５は無文の深鉢で、
やはり晩期の土器であろう。内湾口縁で、口唇断
面肥厚し外面に段を持つ。
焼土跡14出土土器（第325図５・６、第328図）
　第325図５は晩期安行式の粗製土器である。口
縁部～胴部中段にかけて残存する。内湾口縁で、
口唇断面肥厚して内面に段を持つ。浅い横位の条
線を施文する。６は無文の深鉢胴下半部で、やは
り晩期安行式に伴うものであろう。
　第328図は破片資料である。
　１は安行１式の砲弾形深鉢である。口縁外面に
帯縄文の区画を重畳させ、上下２段の縦瘤を配す
る。２は大波状口縁深鉢で、安行３ｂ式であろう。
三角形区画文は波頂部を起点とする弧状モチーフ
へと変化しており、接点に豚鼻突起を配する。
　３は帯縄文の弧状モチーフが巡る水平口縁で、
やはり安行３ｂ式であろう。４は砲弾形の深鉢で
ある。無文で、器面に輪積み痕を残す。口縁外面
には押圧を伴う貼り瘤を配する。天神原式に伴う
土器で、安行３ｂ～３ｃ式であろう。
　５・６は無文の砲弾形深鉢で、口唇断面肥厚し
て外面に段を形成する。７も無文の土器で、浅鉢
の可能性もある。いずれも晩期の土器であろう。
焼土跡15出土土器（第328図）
　１は加曾利Ｂ２式で、３単位波状口縁の深鉢に

付される突起である。２は安行１式の水平口縁深
鉢で、帯縄文の区画に縦瘤を配する。３は曽谷～
安行１式の粗製土器で、外反口縁で口端に刻みを
巡らせ、密な条線を施文する。
焼土跡19出土土器（第328図）
　１は加曾利Ｂ３～曽谷式の瓢形土器である。口
縁外面に押し引き文＋沈線の区画を巡らせ、胴上
半部を縄文帯とする。２は無文の口縁部で、頚部
屈曲し、胴部との境に凹線を巡らせる。口端上に
は２個１単位の小突起を配する。３は晩期安行式
の粗製土器である。内湾口縁で口唇断面肥厚し、
横位の条線を施文する。
　４～６は製塩土器である。４は口縁部で、口唇
断面は箆で切り落としたように水平に整形されて
いる。５は胴下半部で、極めて径の小さい底部か
ら緩やかに内湾しつつ立ち上がる。底面には木葉
痕の一部らしきものが観察される。６は底部で、
５に比べやや急角度で立ち上がる。胴部の器壁は
極めて薄く、底面には箆状工具の調整痕を残して
いる。
焼土跡20出土土器（第328図）
　１は堀之内２式である。口縁外面に刻み隆帯と
８の字状貼り付け文を配し、胴部に帯縄文のパネ
ル文を描く。２は加曾利Ｂ３～曽谷式であろう。
山形波状口縁で、波頂部に刺突を加えて双頭状に
しており、また、口端上に凹線を巡らせている。
胴部には斜行沈線文を描いている。
　３は安行１式の大波状口縁深鉢である。山形波
状口縁で、帯縄文の区画を重畳させ、上下２段の
縦瘤を配する。４は後期安行式の瓢形深鉢である。
胴部中段にくびれを持って押し引き文＋沈線の区
画を巡らせ、胴下半部には襷状の入り組み文を描
いている。
焼土跡21出土土器（第325図７～９）
　７は曽谷式の深鉢である。口縁部～胴部中段に
かけて残存する。緩やかに外反しつつ開き、口
縁直下で「く」の字に内屈する。８は無文の深鉢
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で、口縁部～胴上半部にかけて残存する。内湾口
縁で、口唇断面肥厚し、外面に段を形成する。９
は無文の胴下半部で底面丸底気味の不安定な器形
である。
焼土跡23出土土器（第328～329図）
　１は堀之内式である。口縁外面に指頭圧痕と沈
線を巡らせ、胴部には縄文を施文して蛇行沈線文
を垂下させる。２は水平口縁深鉢、３・４は砲弾
形深鉢で、いずれも安行１式であろう。
　５は安行３ａ～３ｂ式である。胴部がソロバン
玉状に張り出す浅鉢で、三叉文を基調とした文様
を描く。６は胴上半部が張り出す鉢で、加曾利Ｂ
３～曽谷式であろう。
　７は安行３ａ～３ｂ式で、丸底の浅鉢胴下半部
であろう。８は後期安行式の粗製土器で、口縁外
面に半裁竹管状工具の平行沈線を巡らせ、斜位の
条線を地文とする。
　９・10は晩期安行式の粗製土器である。内湾口
縁で、口唇断面肥厚する。９は口縁外面に段を持っ
て押し引き文を巡らせる。胴部には斜位の条線を
施文する。
　10は半裁竹管状工具の刺突を巡らせ、無文地に
平行沈線の弧状モチーフを描いている。
　11は製塩土器の胴部である。
焼土跡24出土土器（第329図）
　１は安行２～３ａ式の水平口縁深鉢である。口
端上に半円形の突起を配して刻みを持つ縦瘤を付
し、口縁外面に帯縄文の区画を描く。２は晩期安
行式の粗製土器であろう。口縁外面に鋭利な工具
の刺突文と沈線を巡らせ、胴部には斜位の条線を
施文する。
焼土跡25出土土器（第329図）
　安行３ａ～３ｂ式で、口縁に沿って弧状の区画
を巡らせて縄文を施文している。
焼土跡26出土土器（第329図）
　後期安行式の水平口縁深鉢で、口縁外面に刻み
隆帯の区画を巡らせている。

焼土跡27出土土器（第326図10～18、第329～330図）
　第326図10は安行１式の大波状口縁深鉢である。
口縁部～胴下半部まで残存する。口縁外面に帯縄
文の区画を重畳させ、縦瘤を配する。11・12は安
行１式の水平口縁深鉢で、口縁部～胴部中段まで
残存する。口縁外面に帯縄文の区画を持って縦瘤
を配し、胴上半部には半円形の擦り消しモチーフ
を描き、平行沈線＋押し引き文の区画を挟んで対
向弧線文を描く。
　13・14は安行式の瓢形深鉢である。13は口縁と
胴下半部が残存する。胴部中段にくびれを持って
沈線＋押し引き文の区画を巡らせ、上下に半円形
の擦り消しモチーフを描く。14は胴部中段のみ残
存する。平行沈線＋押し引き文の区画を巡らせ、
胴下半部に襷状入り組み文を描く。いずれも後期
安行式とみられるが、器形や文様構成が崩れてい
る。13はやや時代が下る可能性もある。
　15は後期安行式の精製深鉢胴下半部である。平
行沈線＋押し引き文の区画を巡らせ、半円形の擦
り消しモチーフを描く。16は深鉢底部で、立ち上
がりの角度が大きいため、瓢や注口土器など特殊
な器形になる可能性がある。横位の条線を施文す
るが、底部付近は無文で縦位の研磨が目立つ。
　17は後期安行式の粗製土器で、口縁～胴部中段
にかけて残存する。口縁直立して口唇断面肥厚し、
口端上面は平坦に整形している。口縁外面に押し
引き文＋沈線の区画を巡らせ、胴部中段にも同様
の区画を持つものとみられる。
　18は台付き土器の脚台部で、下端部に縄文帯を
持つ。安行３ａ～３ｂ式であろう。
　第329～330図は破片資料である。
　１は堀之内１式である。波状口縁で、波頂部に
上下一対の盲孔を伴う突起を配し、口縁外面に刻
み隆帯を巡らせている。２は堀之内２式で、口縁
外面に２段の刻み隆帯を巡らせる。
　３は加曾利Ｂ１式で、浅鉢である。口唇断面外
削ぎ状で、口縁直下に集約された横帯文を描いて
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いる。４は加曾利Ｂ式の半粗製土器で、胴上半部
に格子目文を描いている。
　５～８は曽谷・高井東式である。５は大波状口
縁深鉢で、口縁内屈して外面に平行沈線を巡らせ、
波底部に舌状の突起を配している。胴部には鋭利
な工具の矢羽状沈線を描いている。６もこれに類
似の口縁部である。
　７は無文の水平口縁深鉢で、口縁外面に軽微な
段を持ち、「ノ」の字状の貼り付け文を配している。
８は小型の壺ないし注口土器であろう。球胴状で、
口縁外面に平行沈線を巡らせて縄文を施文し、横
位の貫通孔を持つ小突起を配している。
　９～34は安行１式である。
　９～13は大波状口縁深鉢で、９は扇状突起と円
孔を持つ波頂部、10以下は波底部である。口縁に
沿って帯縄文の区画を重畳させ、縦瘤を配する。
14～22は水平口縁の深鉢である。口縁外面に帯縄
文の区画を巡らせて縦瘤を配するが、14のみ区画
が２段構成となっており、瘤も上下２段に貼り付
けている。
　15・17は胴上半部に半円形の区画を巡らせ、縄
文を充填している。21～24は瘤を持たないが、同
時期の土器であろう。23は浅鉢の可能性もある。
24は区画が２段構成で、胴部中段に横位の条線を
施文している。
　25～30は瓢形深鉢の口縁部である。口縁外面に
帯縄文＋押し引き文の区画を巡らせる。31は同じ
器形の胴部で、中段のくびれに沿って押し引き文
を巡らせ、胴上半部に襷状入り組み文を描いてい
る。32は精製深鉢の胴部で、大波状口縁深鉢に伴

うものか。
 　33・34は台付き鉢で、33は縦位の条線を施文
する口縁部である。34は胴部に刻み隆帯を巡らせ
て円形の貼り瘤を配する。
　35～39は紐線文の土器で、加曾利Ｂ～曽谷式に
伴う粗製土器である。口縁内傾する39は広口壺形
の遠部第三類、他は遠部第一類である。
　口縁外面に押圧隆帯を巡らせ、粗い地文縄文上
に条線を施文する。37～39は半裁竹管状工具を使
用する。39は縄文の条を上下方向に揃え、横位の
平行沈線文を等間隔に巡らせている。
　40～47は安行式の粗製深鉢である。外反口縁で、
口縁外面と胴部中段に押し引き文を巡らせる40・
41は安行１式、42・43も後期安行式に伴うもので
あろう。
　44以下は後期末葉～晩期前葉の土器である。
44・45は口縁外面に押圧隆帯を巡らせる。46は胴
上半部にも押圧隆帯の曲線文を描く。47は口縁部
と胴部中段に押し引き文＋沈線の区画を巡らせ、
胴上半部には丸棒状工具の太い沈線で対弧文＋列
点文を描き、地文条線を施文しない。
　48は口縁直下に凹線を巡らせ、胴部には櫛歯状
工具の非常に細かい条線を矢羽状に施文する曽谷
式であろうか。
　49～53は無文の口縁部である。後期前葉～晩期
にかけての各時期の土器が含まれるものと思わ
れる。49は箆状工具の非常に粗い調整痕を残す。
50・51は単純な外反口縁で、51は口唇断面やや肥
厚する。52・53は口縁内面に断面三角形の稜を巡
らせる土器で、加曾利Ｂ２～曽谷式であろう。
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第325図　焼土跡出土土器（１）
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第326図　焼土跡出土土器（２）
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第327図　焼土跡出土土器（３）
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第328図　焼土跡出土土器（４）
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第329図　焼土跡出土土器（５）
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第330図　焼土跡出土土器（６）
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（８）粘土塊出土土器

粘土塊１出土土器（第331図１・２、第332図）
　第331図１・２は無文の深鉢である。１は口縁
部～胴部中段にかけて残存する。胴部は直線的に
開いて、頚部屈曲し、口縁はほぼ直立する。２は
胴下半部まで残存する。胴上半部に最大径を持ち
口縁内湾する砲弾形の深鉢である。
　第332図は破片資料である。
　１は安行１～２式の砲弾形深鉢で、口縁外面に
帯縄文の区画と縦瘤を配する。２は安行３a式で、
双頭状の小波状口縁である。波頂部を起点として
弧状の区画を巡らせて縄文を施文し、間隙に三叉
文を描くものとみられる。

 ３は安行３ａ～３ｂ式の浅鉢とみられる。水平
口縁上に２個１単位の小突起を配し、外面に沈線
を巡らせる。
　４は安行式の粗製深鉢で、内湾口縁に押圧隆帯
を巡らせ、胴上半部に擦り消し文様を描く。安行
３ｂ式に伴うものであろう。
 ５は製塩土器の胴部で、外面に輪積み痕を残し、
内面は風化が著しい。
（９）グリッドピット出土土器（第334～336図）
Ｆ－５　Ｐ10（第334図）
　安行３ｄ式の深鉢胴上半部である。無文地に沈
線で三角形区画文由来の文様を描く。

第331図　粘土塊出土土器（１）

第332図　粘土塊出土土器（２）
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Ｆ－６　Ｐ４（第334図）
　堀之内１式の深鉢胴部である。地文縄文上に集
合沈線で弧状のモチーフを描いている。
Ｇ－５　Ｐ65（第334図）
　１は堀之内式であろう。水平口縁で、無文地
に横位の沈線を巡らせる。２は加曾利Ｂ２式で、
粗製土器の遠部第一類である。粗い地文縄文上に
半裁竹管状工具の条線を施文し、胴部中段に押圧
隆帯を巡らせる。３は無文の砲弾形深鉢で、晩期
安行式に伴う土器であろう。
Ｇ－５　Ｐ69（第334図）
　１は加曾利Ｂ２式である。無文の口縁部で内面
に凹線を巡らせ、口端上面は平坦に整形している。
２は同時期の粗製深鉢胴下半部で、粗い縄文を施
文した上に条線を描いている。
Ｇ－５　Ｐ79（第334図）
　１は加曾利Ｂ２式である。内湾する水平口縁で、
口縁外面に帯縄文を巡らせ、括弧状のモチーフを
配している。２は無文の口縁部で、胴部中段にご
く浅い縦位の条線がみられる。加曾利Ｂ～曽谷式
に伴うものか。
Ｇ－５　Ｐ85（第334図）
　１は加曾利Ｂ３式である。水平口縁で、口唇外
面に刻みを巡らせ、幅広の縄文帯を持って上下を
沈線で区画し、頚部には無文帯を持つ。２は粗い
縄文を施文する加曾利Ｂ式の粗製土器である。
Ｇ－５　Ｐ101（第334図）
　１は加曾利Ｂ２式で、３単位波状口縁の深鉢で
ある。胴部中段に平行沈線＋列点文の区画を巡ら
せ、胴上半部には上下対向する弧線文を描いて、
間隙に縄文を施文する。
Ｇ－５　Ｐ110（第334図）
　１は安行1式の水平口縁深鉢である。口縁外面
に帯縄文の区画を描いて縦瘤を配する。２は晩期
安行式に伴う粗製深鉢である。内湾口縁の砲弾形
深鉢で口縁外面に段を持ち、箆状工具の刺突を巡
らせる。地文条線は施文しない。３は無文の砲弾

形深鉢で、晩期安行式に伴う土器であろう。
Ｇ－５　Ｐ119（第334図）
　１は加曾利Ｂ～曽谷式であろう。口縁外面に縄
文を施文して、下端を横位の沈線で区画し、頚部
は無文帯とする。２は後期安行式に伴う粗製土器
であろう。胴部中段にくびれを持って平行沈線＋
刺突文の区画を巡らせ、上下で方向を変えた条線
を施文する。３も後期安行式の粗製土器で、内湾
口縁で口端に刻み目文を巡らせ、胴部に縦位の条
線を施文する。
Ｇ－５　Ｐ131・133（第334図）
　１は無文地に横位の平行沈線を描く口縁部で、
安行３ｂ～３ｃ式であろう。２は安行１式の瓢形
深鉢で、帯縄文と押し引き文の区画を巡らせる。
Ｇ－６　Ｐ42（第334図）
　地文縄文上に不規則な単沈線を描く深鉢胴部
で、加曾利Ｂ２式の粗製土器遠部第一類である。
Ｇ－６　Ｐ44（第334図）
　１は縄文のみの深鉢で、内面に沈線を巡らせる。
加曾利Ｂ１式の粗製土器であろう。２は安行1式
の波状口縁深鉢である。山形波状口縁で、帯縄文
の区画を２段に構成し、波頂部に縦長の貼り瘤を
配する。頚部は無文となる。立ち上がりが緩やか
で内面の調整が丁寧であることから、浅鉢や台付
き鉢である可能性も考えられる。
　３は安行３ａ～３ｂ式の大波状口縁深鉢であ
る。胴部中段に帯縄文を巡らせて、胴上半部には
擦り消し縄文による三角形区画文を描き、半円形
の擦り消しモチーフを巡らせて豚鼻突起を配す
る。
　４は堀之内２式の精製深鉢で、帯縄文のパネル
状区画文を描いて、区画内部に集合沈線による重
圏文を施文する。５は晩期安行式の粗製土器で、
口縁外面に縄文を施文して横位の沈線で下端を区
画し、胴部に斜位の条線を施文する。
Ｇ－６　Ｐ46（第334図）
　地文縄文上に格子目文を描く粗製深鉢胴部で、
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加曾利Ｂ２式の遠部第四類である。
Ｇ－６　Ｐ56（第334図）
　安行1～２式の水平口縁深鉢である。帯縄文の
区画を巡らせて、ごく浅い刻みを伴う縦瘤を配す
る。頚部は無文である。浅鉢や台付き鉢の可能性
もある。
Ｇ－６　Ｐ63（第334図）
　１は安行３ｃ式である。平行沈線＋列点文の区
画で器面を分割し、左右に平行沈線の弧状モチー
フを描くものとみられる。２は無文折り返し口縁
の深鉢で、晩期安行式に伴うものであろう。
Ｇ－６　Ｐ70（第335図）
　１・２は後期安行式の水平口縁深鉢で、帯縄文
の区画を巡らせる。３・４は加曾利Ｂ２式である。
３は内湾口縁で、胴上半部に横帯文を描く。４は
胴部破片で、多段化する横帯文の一部であろう。
　５は晩期安行式の粗製深鉢口縁部である。内湾
口縁で外面に段を持って箆状工具の刻みを巡ら
せ、胴上半部には斜位の条線を施文して、平行沈
線の括弧状モチーフを描いている。
Ｇ－６　Ｐ74（第333図１、第335図）
　第333図１は安行３ｂ式の浅鉢である。口縁を
欠失する。頚部と胴下半部に横位の沈線を巡らせ
て文様帯上下を区画し、単沈線の入り組み文を描
いて、下方の区画線との間に縄文を施文する。
　第335図は破片資料である。
　１は安行３ｂ式である。大波状口縁の波底部で、
円形の貼り瘤を配し、口縁に沿って弧線文を巡ら
せる。胴上半部には帯縄文の弧状モチーフを２段
に巡らせ、下端の区画線との接点に縦長の豚鼻突
起を配する。
　２は晩期安行式の粗製深鉢である。内湾口縁で
外面に段を持ち押し引き文を巡らせる。胴部には
ごく浅い条線を施文している。
　３は無文地に平行沈線文を描く土器で、安行３
ｃ～３ｄ式か。４は無文の口縁部で、晩期安行式
に伴うものであろう。

Ｇ－６　Ｐ88（第335図）
　堀之内1式である。口端上に平行沈線を巡らせ
て、胴部には縄文を施文する。
Ｇ－６　Ｐ117（第335図）
　１は縦位の条線を施文して押圧隆帯を巡らせる
深鉢胴部で、安行式の粗製土器であろう。２は後
期安行式の台付き鉢である。口縁外傾し、口唇断
面肥厚して口端外屈する。扁平な刻み隆帯を間隔
を置いて重畳させている。
Ｇ－６　Ｐ125（第335図）
　堀之内２式の浅鉢口縁部である。外面は無文で
良好に研磨され、内面には平行沈線を巡らせて縄
文を施文する。
Ｇ－６　Ｐ144（第335図）
　１は安行３ｂ式である。「く」の字に外反する
口縁部で、頚部の無文帯との境に段を持つ。口縁
外面に細密沈線文を施文する。２は無文の深鉢口
縁部で、晩期安行式に伴う土器であろう。
Ｇ－６　Ｐ156（第335図）
　１は加曾利Ｂ２式で、遠部第三類である。２は
無文の口縁部で、後期の土器であろう。
Ｇ－６　Ｐ158（第335図）
　内湾する水平口縁で、内面に稜を持つ。口縁直
下にごく浅い平行沈線を巡らせる。曽谷式であろ
う。
Ｇ－６　Ｐ168（第335図）
　外屈する水平口縁で、口端上に対をなす小突起
を配する。口縁外面に縄文を施文し、頚部は無文
である。安行３ａ～３ｂ式であろう。
Ｈ－５　Ｐ１（第335図）
　１は内湾する水平口縁で、粗い横位の縄文を施
文する。加曾利Ｂ式の粗製土器であろう。２は胴
部中段に無文帯を持ち、上下に斜行沈線文を描く。
加曾利Ｂ２式である。
　３は０段多条の原体を用いた横位の羽状縄文を
施文し、胎土に繊維を含む。早期末～前期初頭の
土器であろう。
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Ｈ－５　Ｐ15（第335図）
　無文地に横位の平行沈線を描く土器で、安行３
ｃ～３ｄ式であろう。
Ｈ－５　Ｐ60（第335図）
　無文の深鉢で、製塩土器であろう。外面に輪積
み痕と、成形時の指頭痕を残している。口唇断面
先細りで、口端上面は平坦に整形されている。
Ｈ－５　Ｐ61（第335図）
　外屈する水平口縁で、口端上に小突起を配する。
口縁外面には鋭利な工具による複列の列点文を巡
らせ、頚部に横位の沈線を巡らせている。安行３
ｂ～３ｃ式であろう。
Ｈ－５　Ｐ65（第335図）
　１・２とも紐線文の土器である。胴部中段に押
圧隆帯を巡らせ、上下に横位の条線を描いている。
縄文は施文しない。曽谷～安行１式の粗製土器で
あろう。
Ｈ－５　Ｐ71（第335図）
　１は外反する水平口縁で、口縁直下に横位の沈
線を巡らせ、胴部には幅広の平行沈線で粗雑なパ
ネル文を描く。口縁内面に凹線を巡らせている。
堀之内２式である。
　２は砲弾形の深鉢口縁部である。口唇断面肥厚
して折り返し口縁となる。口縁外面に縄文を施文
し、頚部は無文である。安行３ａ～３ｂ式であろ
う。
Ｈ－５　Ｐ84（第333図２）
　無文の深鉢で、口縁部と胴下半部を欠失する。
胴上半部に最大径を持つ砲弾形の深鉢で、晩期安
行式に伴う土器であろう。
Ｈ－６　Ｐ43（第335図）
　安行２式の台付き鉢で、緩やかに内湾しつつ立
ち上がる水平口縁である。口縁外面および胴下半
部帯縄文を巡らせ、胴部中段には上下対をなす貼
り瘤を配して、左右に紡錘文を描く。
Ｈ－６　Ｐ144（第335図）
　黒浜式である。水平口縁で、口端外屈し、口唇

断面先細りとなる。口縁直下から粗い縄文を施文
しており、胎土に多量の繊維を混入する。
Ｉ－６　Ｐ４（第335図）
　１は加曾利Ｂ式の粗製土器である。内湾口縁で、
口縁直下から横位の縄文を施文する。２はキャリ
パー形の深鉢である。水平口縁で、胴上半部は直
線的に開いて頚部で屈曲し、口縁直立する。口端
は外屈して内面に稜を形成する。口縁外面にはご
く浅い２段の凹線を巡らせている。胴部には斜位
の粗い調整痕を残している。曽谷式であろう。
Ｉ－６　Ｐ５（第335図）
　キャリパー形の深鉢である。水平口縁で、胴上
半部は直線的に開いて頚部で屈曲し、口縁は短く
直立する。口端は外屈して内面に稜を形成する。
口縁直下にごく浅い凹線を巡らせている。曽谷式
であろう。
Ｉ－６　Ｐ60（第336図）
　いずれも堀之内１式である。１は縄文施文の胴
部で、蛇行沈線文を垂下させる。２も全面に地文
縄文を施文し、胴部中段に平行沈線＋列点文の区
画を２段に巡らせて、胴下半部に集合沈線文を垂
下させる。
Ｉ－６　Ｐ96（第336図）
　１は丸く張り出す胴部で、加曾利Ｂ２式である。
地文縄文上に矢羽状沈線を巡らせ、横位の沈線で
下端を区画して、それ以下の縄文を擦り消してい
る。
　２は口縁直下の破片とみられる。半裁竹管状工
具の平行沈線を２段に巡らせ、胴部には縄文を施
文する。加曾利Ｂ３～曽谷式の水平口縁深鉢であ
ろう。
Ｉ－６　Ｐ102（第336図）
　１は横帯文を描く胴部で、左端に区切り文の一
部を見ることができる。
Ｉ－６　Ｐ149（第336図）
　１は３本沈線の横帯文で、括弧状の短沈線を上
下に重畳させる。いずれも加曾利Ｂ２式である。
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Ｉ－６　Ｐ163（第333図３・第336図）
　壺形土器とみられるが、頚部と底部を欠失する。
円盤形の扁平な器形で、胴部中段に平行沈線＋刺
突文の区画を巡らせる。晩期中葉の土器であろう。
　１は堀之内1式である。盲孔を起点として口縁
下に１条の沈線を巡らせ、胴部に縄文を施文する。
２は口縁下に３本沈線を巡らせ、胴部にも３本沈
線の弧状モチーフを垂下させている。やはり堀之
内１式と考えられる。
　３は斜行沈線文を方向を変えて多段に巡らせる
胴部で、加曾利Ｂ２式の遠部第二類であろう。
Ｉ－６　Ｐ244（第336図）
　いずれも堀之内２式である。１は外反口縁で、
口端部内屈する。胴部には幅広の平行沈線でパネ
ル文を描き、刻み隆帯を持たない。２はやはり幅
広の平行沈線によるパネル文の一部であろう。
Ｉ－６　Ｐ245（第336図）
　加曾利Ｂ２式である。１は３単位波状口縁の深
鉢とみられる。胴部中段にくびれを持ち、胴上半
部に弧線文を巡らせて縄文を施文する。２も胴上
半部の弧線文だが、縄文の施文がごく浅く、疎ら
である。
Ｉ－７　Ｐ22（第333図４、第336図）
　第333図４は台付き土器の脚台部で、体部との
接合部と下端部を欠失する。直線的に開く円錐形
の脚台で、文様・透かしを持たない。晩期安行式
に伴う土器であろう。
　第336図は破片資料である。
　１は加曾利Ｂ２式で、３単位波状口縁の深鉢で
ある。表裏に盲孔を持つ左右非対称の突起を配し、
胴部に弧線文を巡らせて、括弧状の短沈線文を重
畳させる。２は瓢形深鉢で、加曾利Ｂ３～曽谷式
である。口縁に沿って平行沈線＋刺突文の区画を
巡らせ、胴上半部に対向弧線文を描いて縄文を施
文する。
　３は加曾利Ｂ２式で、遠部第三類である。口縁
に沿って押圧隆帯を巡らせ、地文縄文上に平行沈

線文を巡らせて、半裁竹管状工具によるコンパス
文を２本一組で垂下させる。口縁内面には横位の
沈線を巡らせる。
　４も加曾利Ｂ２式である。水平口縁で、口唇断
面は外削ぎ状である。口縁外面に平行沈線を巡ら
せ、斜行沈線文を巡らせる。口縁内面には１条の
沈線を巡らせる。
　５は水平口縁の深鉢で、鋭利な工具によるごく
浅い集合沈線文を縦位に施文する。口縁内面には
１条の沈線を巡らせる。加曾利Ｂ３～曽谷式であ
ろう。６は縄文施文の深鉢で、加曾利Ｂ式に伴う
ものであろう。
Ｉ－７　Ｐ53（第333図５）
　曽谷式の瓢形深鉢である。胴部中段にくびれを
持ち、最大径が胴下半部に存在する。口縁外面に
刻み目文を巡らせて円孔を穿ち、胴上半部には２
段の横帯文を描いて縦瘤を配する。胴下半部には
対向弧線文を描いて縄文を施文し、沈線の接点に
円形の貼り瘤を配する。胴下半部は縄文帯として
いるが、底部付近は無文である。
Ｉ－７　Ｐ62（第333図６～９、第336図）
　第333図６・７はいずれも精製深鉢胴下半部で
ある。いずれも縄文を施文し、底部付近は縦方向
の研磨を施して地文を擦り消している。６は胴部
中段の無文部との境を横位の沈線で区画してい
る。曽谷～後期安行式の精製深鉢であろう。
　８は曽谷式の浅鉢である。やや縦につぶれた半
球形のプロポーションで、口縁がわずかに内湾す
る。口縁外面に平行沈線を巡らせて「ノ」の字状
の貼り付け文を配し、胴上半部と下半部を縄文帯
として、中段の無文部との境を横位の沈線で区画
している。
　９は注口土器で、胴上半部を欠失する。胴部中
段がソロバン玉状に張り出し、この部分に注口部
が作り出される。無文で、全体に入念な研磨を施
しており、底面には網代痕を残している。曽谷・
高井東式であろう。
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　第336図は破片資料で、いずれも安行式の精製
深鉢胴部である。
　１は胴下半部で、対向弧線文を描いて縄文を施
文する。２も胴下半部で対向弧線文を描き、底部
付近は縄文帯となって、上端を沈線で区画する。
Ｊ－６　Ｐ２（第336図）
　１は高井東式の大波状口縁深鉢である。口縁に
沿って刻み隆帯＋沈線文の区画を巡らせ、波底部
に対弧状の突起を形成する。胴部には鋭利な工具
による斜行沈線文を描いている。
　２は瓢形深鉢で、加曾利Ｂ３～曽谷式であろう。
口唇断面肥厚して、口端上を平坦に整形している。
口縁外面に平行沈線の区画を巡らせ、胴上半部は
縄文帯とする。
　３は晩期安行式の粗製土器である。内湾口縁で、
口唇断面肥厚する。口縁外面に押圧隆帯と沈線を
巡らせる。胴上半部には斜位の条線を施文し、対
弧状のモチーフを描いている。
Ｊ－６　Ｐ３（第336図）
　加曾利Ｂ２式である。水平口縁で、直線的に開
いた胴部が口縁直下で「く」の字に屈曲し、口端
外屈する。盲孔を起点として頚部に沈線を巡らせ、
胴部には多段の横帯文を描いて括弧状のモチーフ
を重畳させる。
Ｊ－７　Ｐ30（第336図）
　安行式の粗製深鉢で、口縁内湾して口唇断面肥
厚し、外面に押圧隆帯を巡らせて、胴部に斜位の
条線を施文する。
Ｊ－７　Ｐ36（第336図）
　１は堀之内２式である。外反口縁で口端内屈
し、波状口縁の波頂部に８の字状貼り付け文を配

する。胴部には帯縄文でパネル状区画文を描いて
いる。
　２は安行２式の大波状口縁深鉢である。胴上半
部に刻み隆帯で三角形区画文を描き、隆帯の接点
に豚鼻突起を配する。胴部中段には矢羽状沈線文
を巡らせる。
　３は安行式の粗製深鉢で、口縁内湾して口唇断
面肥厚し、外面に押圧隆帯を巡らせて、胴部に斜
位の条線を施文する。
Ｊ－７　Ｐ159（第336図）
　深鉢底部である。比較的径の大きい裾張りの底
部で、堀之内～加曾利Ｂ式であろう。底面に網代
痕を残している。
Ｊ－８　Ｐ11（第336図）
　曽谷式の水平口縁深鉢口縁部である。口縁外面
に帯縄文＋凹線の区画を巡らせて、「ノ」の字状
の貼り付け文を配する。頚部には若干の無文帯を
挟んで縄文を施文する。
Ｊ－８　Ｐ28（第336図）
　１は瓢形深鉢で、曽谷～安行１式である。口縁
外面に押し引き文＋沈線の区画を巡らせて、胴上
半部は縄文帯としている。
　２・３は紐線文の深鉢で、口縁外面に押圧隆帯
を巡らせている。２は外反口縁で、胴部に斜位の
条線を密に施文する。曽谷～安行１式であろう。
３は内湾口縁で、粗い縄文を施文する。加曾利Ｂ
式に伴う土器である。
Ｊ－８　Ｐ41（第336図）
　諸磯ｂ式である。刻みを伴う浮線文で地文縄文
上に三角形区画文を描き、内部も浮線文で埋めて
いる。
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第333図　グリッドピット出土土器（１）
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第334図　グリッドピット出土土器（２）
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第335図　グリッドピット出土土器（３）
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第336図　グリッドピット出土土器（４）
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２．土製品

（１）住居跡出土土製品

土偶（第337図～第341図）
　１はみみずく土偶で、第38号住居跡から出土し
た。右腕から右胸部にかけての部分である。胸部
前面に対向三叉文を描いて縄文を施文し、みぞお
ち付近から腕にかけて刻み隆帯を貼り付けてい
る。背面と肩の上面に同心円文を描く。赤彩され
ている。現存部分の高さ5.0㎝、幅8.2㎝、厚さ3.8㎝、
重さ66.0ｇである。
　２～８は第40号住居跡から出土した。
　２はみみずく土偶で、両脚を欠損する。前方お
よび左右に鰭状の結髪表現を配し、顔面を刻み隆
帯で囲繞する。眉は水平で、鼻は鼻腔の表現を持
つ。胸部から両肩にかけて、単沈線列を伴う鰭状
の隆帯を貼り付けている。背面には単沈線の入り
組み文を２段に描き、縄文を施文している。現存
部分の高さ12.4㎝、幅10.6㎝、厚さ4.4㎝、重さ31.5
ｇである。
　３・４はみみずく土偶の結髪である。３は前後
左右に山形の突起を配するが、すべて上向きに取
り付けられている。現存部分の高さ2.4㎝、幅8.0㎝、
厚さ4.2㎝、重さ40.5gである。
　４も前後左右に鰭状の突起を配するが、全体に
やや背面向きに取り付けられている。上額部には
横位の刻み隆帯を貼り付けている。赤彩されて
いる。現存部分の高さ4.8㎝、幅7.2㎝、厚さ3.8㎝、
重さ75.4ｇである。
　５はみみずく土偶で、胴部から右脚の一部が
残存している。胸部にV字状の刻み隆帯を貼り付
けて、これに沿って押し引き文を巡らせている。
背面には入り組み三叉文を配し、腰部に横位の沈
線を描いている。現存部分の高さ6.8㎝、幅6.6㎝、
厚さ3.0㎝、重さ112.6ｇである。
　６は山形土偶とみられる左腕である。なで肩
で、手首の外縁に刻みを施して外に反り返った指

先を表現している。肩部に粗雑な沈線文を描いて
いる。現存部分の高さ4.2㎝、幅3.0㎝、厚さ2.4㎝、
重さ23.7ｇである。
　７・８はみみずく土偶の左脚である。いずれも
横位の平行沈線文を描いて縄文を施文し、縦位
の短沈線による指の表現を持っている。７は前後
の隆起によって爪先とかかとを明瞭に表現してお
り、縦の平行沈線で指を表現している。足裏は平
坦である。現存部分の高さ3.2㎝、幅2.6㎝、厚さ3.0
㎝、重さ19.1ｇである。８は爪先側が軽微に突出
する。平行沈線で足指を表現する。現存部分の高
さ3.4㎝、幅2.4㎝、厚さ2.0㎝、重さ16.5ｇである。
　９～26は第43号住居跡から出土した。
　９はみみずく土偶で、結髪・右耳・左手・下半
身を欠損する。顔の輪郭は帯縄文で表現し、両眼
の間に刻み隆帯を配して鼻の表現としている。胸
部には逆三角形の区画を描いて入り組み文を配
し、みぞおちから両肩にかけて隆帯を貼り付けて
縄文を施文している。背面には菱形の区画を描い
て入り組み文を配する。
　現存部分の高さ7.2㎝、幅7.0㎝、厚さ2.0㎝、重
さ76.6ｇである。
　10は小型のみみずく土偶である。頭部と上半身
の一部が残存する。結髪を持たず、顔の輪郭は刻
み隆帯でハート形に形成しており、円形の貼り付
け文で両目と口を表現し、鼻の表現を持たない。
胸部に入り組み文を配し、後頭部から背面にかけ
て粗雑な入り組み文を重畳させている。縄文は施
文しない。
　現存部分の高さ4.4㎝、幅4.4㎝、厚さ1.6㎝、重
さ25.6ｇである。
　11はみみずく土偶で、胸部から右脚の一部まで
が残存する。胸部に入り組み文を描き、みぞおち
から両腕にかけて単沈線列を伴う鰭状突起を貼り
付けている。右腰表面に入り組み文を描き、背面
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中央に入り組み三叉文を描いている。
　現存部分の高さ6.4㎝、幅6.8㎝、厚さ3.0㎝、重
さ79.5ｇである。
　12は系統不明の土偶で、頭部を欠損する。なで
肩でがに股、左脚の爪先と右脚のかかとがやや上
がっており、左脚から前に一歩踏み出すか、踊っ
ているような表現となっている。円形の貼り瘤で
両乳房を、中央刺突を伴った貼り瘤で膨らんだ腹
部を表現し、また股間にも小突起を伴っている。
両脚付け根の側縁に隆帯を貼り付け、腰部背面に
も横位の隆帯を貼り付けている。
　乳房の下に横位の平行沈線を描き、背面中央に
菱形の区画を描いて中央に小渦文を配している。
現存部分の高さ10.6㎝、幅10.0㎝、厚さ3.4㎝、重
さ314.3ｇである。
　13はみみずく土偶で、右腰から右脚にかけて残
存する。腰は横に張り出して脚部との間に段を持
ち、平行沈線文を描く。腰部前面に三角形の沈線
によるパンツ状の表現がみられる。腰部側縁には
楕円形の区画文を描く。
　現存部分の高さ7.8㎝、幅3.8㎝、厚さ3.4㎝、重
さ85.3ｇである。
　14はみみずく土偶の左腰部である。側面・背面
に密な横位の集合沈線文を施文しており、内股部
分のみ縦位の集合沈線文を施文している。脚部前
面に縦位の刻み隆帯を貼り付け、背面は刻み隆帯
の三角形区画文を描いている。現存部分の高さ6.2
㎝、幅5.4㎝、厚さ2.8㎝、重さ63.7ｇである。
　15はみみずく土偶で、腰部から両脚が残存する。
腰部前面にはV字状の刻み隆帯を貼り付けてお
り、表裏・側縁ともに平行沈線＋円形刺突列の区
画を多段に巡らせている。足首にはくびれを持っ
て平行沈線＋円形刺突文を巡らせ、足指は表現し
ていない。
　現存部分の高さ8.4㎝、幅6.8㎝、厚さ4.2㎝、重
さ161.8ｇである。
　16はみみずく土偶で、右肩～右腕部分である。

胸部から肩にかけて単沈線列を伴う鰭状突起を貼
り付けている。腕は板状の肩部から下向きに張り
出す小突起として表現されている。現存部分の高
さ2.4㎝、幅2.4㎝、厚さ2.8㎝、重さ11.4ｇである。
　17は系統不明の土偶右腕である。なで肩で、上
下に横位の平行沈線文を施文する。背面側が磨滅
している。現存部分の高さ4.0㎝、幅3.6㎝、厚さ2.8
㎝、重さ21.8ｇである。
　18はみみずく土偶の右脚とみられる。腰部が外
に張り出し、爪先が前方に張り出して、単沈線に
よる足指の表現を持つ。脚の外側と内側に同心円
文を描くほか、足裏にも同心円文を配する。現存
部分の高さ3.6㎝、幅3.4㎝、厚さ2.4㎝、重さ21.2ｇ
である。
　19は山形土偶とみられる右腕である。なで肩で、
手首にくびれを持って手先が外に張る。肩部表面
に横位の平行沈線文を描く。現存部分の高さ5.0
㎝、幅2.6㎝、厚さ2.4㎝、重さ21.9ｇである。
　20はみみずく土偶の腰部～左脚である。腰部は
板状に張り出して平行沈線が巡る。脚部前面には
単沈線列を伴う鰭状の突起が垂下する。足首は軽
微にくびれ、足先が前面に張り出して、集合沈線
による足指の表現を持つ。現存部分の高さ6.8㎝、
幅4.4㎝、厚さ3.4㎝、重さ52.8ｇである。
　21はみみずく土偶の右脚であろう。内股以外に
横位の集合沈線文を描いており、爪先は突出して
足指の表現は持たない。足裏は比較的広く、平坦
である。現存部分の高さ4.2㎝、幅2.4㎝、厚さ3.2㎝、
重さ30.7ｇである。
　22はみみずく土偶の左脚先端部である。足首が
くびれて帯縄文を巡らせ、爪先と踵が突出して足
裏は丸味を持つ。現存部分の高さ3.6㎝、幅3.8㎝、
厚さ4.6㎝、重さ40.0ｇである。
　23はみみずく土偶の右脚である。表裏に縦位の
平行沈線文を描き、足首はくびれて１条の沈線を
巡らせる。爪先は突出して、短沈線で足指を表現
するものとみられる。現存部分の高さ3.4㎝、幅　
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2.4㎝、厚さ1.8㎝、重さ13.4ｇである。
　24～26は床面焼土上層からの出土である。
　24はみみずく土偶の右肩である。胸部から肩に
かけて単沈線列を伴う鰭状突起を貼り付けてい
る。背面には沈線により三角形区画文を描くもの
とみられる。現存部分の高さ4.6㎝、幅7.0㎝、厚さ3.6
㎝、重さ90.3ｇである。
　25は小型の土偶右腕～肩部である。肩が張り、
手首がくびれ、手先が外側へ水平に突出して、平
行沈線により指を表現している。現存部分の高さ
3.0㎝、幅2.6㎝、厚さ3.4㎝、重さ19.5ｇである。
　26はみみずく土偶で、左腰部～左脚部である。
内股を含むほぼ全面に縄文を施文し、腰部に平行
沈線文を巡らせる。足首には平行沈線文を巡らせ、
足先は無文で、爪先や踵・足指の表現は持たない。
足裏には網代痕らしきものを残している。現存部
分の高さ7.4㎝、幅4.2㎝、厚さ2.8㎝、重さ68.3ｇで
ある。
　27は山形土偶の左腕部であろう。第44号住居跡
から出土した。肩が張り、手首がくびれ、手先が
外側へ水平に突出している。上腕部には横位の平
行沈線文を施文する。肩部は前面に平行沈線文
の菱形モチーフを、背面に矢羽状沈線文を描いて
いる。現存部分の高さ5.2㎝、幅3.4㎝、厚さ3.2㎝、
重さ45.2ｇである。
　28・29は第44号住居跡から出土した。
　28は筒形土偶とみられ、頭部を欠損する。変化
に乏しい円柱～円錐形で、丸棒状工具により上方
から胴部中段に達する縦穴を穿っている。この縦
穴は筒形土偶本来の中空構造を模したものとみら
れる。胴上半部と下半部に横位の多条沈線を巡ら 
せ、胴部中段に平行沈線による粗雑なパネル文を
描いている。底面は丸底で、放射状の沈線文を描

いている。
　現存部分の高さ8.6㎝、幅5.8㎝、厚さ5.8㎝、重
さ221.4ｇである。
　29は床面焼土上層からの出土で、小型の土偶左
腕部とみられる。なで肩で、比較的外側へと張り
出す。手首にくびれを持ち、手先は外へと軽微に
張り出すが、指の表現は持たず、文様も施文して
いない。現存部分の高さ3.2㎝、幅4.0㎝、厚さ4.4㎝、
重さ33.2ｇである。
　30は第45号住居跡から出土した中空みみずく土
偶の左脚である。大腿部に眼鏡状隆帯を巡らせて
上下に三叉文と弧線文を描き、隆帯下部の外側に
円孔を穿つ。足首には帯縄文を巡らせて、円盤状
の足部に接続する。足部の周囲には放射状の沈線
文を描き、爪先側のみ２個の押圧で足指を表現し
ている。
　現存部分の高さ11.0㎝、幅6.4㎝、厚さ7.2㎝、重
さ276.3ｇである。
　31は第48号住居跡から出土した。系統不明の土
偶左脚とみられる。無文で、足先は円錐状に広が
り、爪先側を欠損するが刻みによる足指表現が存
在した可能性がある。足底には網代痕を残してい
る。上方から足首まで達する縦穴を穿っており、
芯材の痕跡か、中空構造を象徴的に模したもので
ある可能性もある。
　現存部分の高さ4.0㎝、幅3.8㎝、厚さ4.2㎝、重
さ52.7ｇである。
　32はみみずく土偶の左耳で、第65号住居跡から
出土した。全面に同心円文を描いて、中心部と周
縁部に小突起を巡らせている。これは本遺跡で出
土した土製耳飾りにも共通する文様である。背面
には同心円文を描く。現存部分の高さ4.4㎝、幅3.2
㎝、厚さ2.8㎝、重さ27.6ｇである。
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第337図　住居跡出土土製品（１）
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第338図　住居跡出土土製品（２）
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第339図　住居跡出土土製品（３）
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第340図　住居跡出土土製品（４）
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第341図　住居跡出土土製品（５）
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耳飾り（第342図～第349図）
　土製の耳飾りは、以下の分類に基づいて整理し
た。
Ⅰ：臼形
　Ａ：装着部が凹まないもの
　　ア：無文のもの
　　イ：有文のもの
　Ｂ：装着部が凹むもの
　　ア：無文のもの
　　イ：有文のもの
Ⅱ：栓形
　Ａ：貫通孔を持たないもの
　　ア：無文のもの
　　イ：有文のもの
　Ｂ：貫通孔を持つもの
　　ア：無文のもの
　　イ：有文のもの
Ⅲ：環状
　Ａ：断面長方形ないし丸棒状のもの
　　ア：無文のもの
　　イ：有文のもの
　Ｂ：断面三角形のもの
　　ア：無文のもの
　　イ：有文のもの
　C：断面「く」の字状ないし弧状のもの
　　ア：無文のもの
　　イ：有文のもの
　D：断面鉤状のもの
　　ア：無文のもの
　　イ：有文のもの
Ⅳ：台形
　Ａ：上面透かしを持たないもの
　　ア：無文のもの
　　イ：有文のもの
　Ｂ：上面透かしを持つもの
Ⅴ：「千網型」タイプ

　33～36は第38号住居跡から出土した。33は臼形
無文で装着部が凹まないタイプである。34～36は
臼形有文で、四方に工字文を配する共通の浮線文
を描く。
　37～58は第40号住居跡から出土した。
　37・38は臼形無文で、37は装着部にも上下面に
も凹みを持たない。39は臼形で、上面中央に突起
を持ち、その四方にも突起を持ったようだが剥落
している。
　40・41は環状無文で断面丸棒状であり、装着部
の凹みがほとんどみられない。
　42・43は環状で断面が「く」の字に反るタイプ
で、42は無文、43は上端に刻みを巡らせている。
　44・45は環状で断面三角形のタイプである。44
は無文、45は上端に刻みを巡らせる。
　46～50は環状で断面鉤状のタイプで、肥厚する
上端内面に文様を描くものが多い。46～48は肥厚
の度合いが小さく、文様はほとんど単調な沈線文
である。49・50は上端内面が大きく張り出すタイ
プで49は無文、50はわらび手状のモチーフを沈線
で連繋する。
　51は台形無文で、上面がドーム状に張り出す。
52は台形有文のタイプで、浮線文により３方向に
工字文を描く。53～56は台形で透かし文様を持つ
タイプである。54・55は共通の三つ巴文を描き、
サイズも近いことから対をなす可能性がある。
　57・58は床面焼土上層からの出土である。57は
環状・断面三角形で無文、58は環状・断面鉤形で、
上端に刻みを巡らせ、わらび手文に沿って鋭利な
工具の刺突列を描く。
　59は第42号住居跡から出土した。小破片だが、
台形で上面に透かし文様を持つタイプであると考
えられる。
　60～147は第43号住居跡から出土した。
　60～65は臼形で無文のタイプである。60・64は
装着部の凹みを持たない。62・63は直径に対し高
さの卓越する栓状に近いタイプである。66は臼形
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有文のタイプで、上面中央部に１箇所、円周上に
５箇所の突起を持つ。
　67～74は環状で断面丸棒状のタイプで無文のも
のである。装着部の凹みはほとんどみられない。
上端と下端で厚みに違いのあるものは、厚いほう
を上と考えた。
　75・76は環状で断面丸棒状かつ有文のものであ
る。75は環状というよりは貫通孔を持つ臼形、な
いし栓形と考えるべきかもしれない。装着部の凹
みは存在しない。上面・下面ともに刺突列を巡ら
せ、側面も上端と下端に刺突列＋沈線の区画を巡
らせている。
　77・78は環状・断面三角形で無文のものである。
79～86は環状・断面三角形で有文のものを一括し
た。文様は内面中段の稜線から上に位置している。
80は四方に豚鼻突起を配して、刻み＋沈線で連繋
する。
　81は四方に入り組み文を配して、対向三叉文で
連繋している。82はＵ字状の貼り付け文を刻み＋
沈線で連繋する。83は小渦文を対向三叉文で連繋
する。84・85は小破片だが、何らかの単位文を刻
み＋沈線で連繋するものとみられる。86は上面外
縁に配した小突起を刻み隆帯でＵ字状に縁取って
いる。
　87～93・95は環状で断面が「く」の字状、ない
し外反りの弧を描くもので、かつ無文のものであ
る。内面に稜線を形成するものは、稜線のある側
を上と考えた。
　94・96～102は環状・断面「く」の字状で有文
のものである。94は内面上方にごく浅い沈線を巡
らせるものである。
　96～99は豚鼻様の突起を配するもので、97・99
はこれを刻み目文で連繋している。100・101は刺
突・刻み目を持つ小突起を沈線で連繋するものと
みられる。102は小渦文を持つ小突起を刻み目＋
沈線で連繋する。突起の内面に剥落を持つことか
ら、透かし文様のタイプであった可能性もある。

　103～113は環状・断面鉤形で無文のタイプであ
る。104・105は全体に断面長方形で内面に段を持
つものだが、ここに含めた。
　114～126は環状・断面鉤形で有文のタイプであ
る。上端から内面の稜線に至る曲面に文様を描い
ている。
　114は完形品で、入り組み文を描く小突起を１
箇所に配し、内面に沈線を巡らせている。117・
123も三叉文を基調とする文様を描き、左右に「ハ」
の字状の沈線を置いて、菱形の区画を構成する。
　115・118・119は対向三叉文を基調とする文様
で、119は三叉文の間に生じた区画内を鋭利な工
具による刺突文で充填している。122は波頭文を
描く小突起を４箇所に配置し、対向三叉文によっ
て連繋する。
　125は刺突文を伴うＷ字状の貼り付け文の一部
か。126は４箇所の豚鼻突起を沈線で連繋する。
　127は台形無文のタイプと考えた。有文のもの
と比較して、天板部分の厚さが卓越している。
128は台形有文のタイプで、上面外周に刻みを持
つ貼り瘤を巡らせている。透かし文様を持たない
ものと考えたが、129のように貫通孔を持つ可能
性もある。
　129～140は台形有文で上面に透かし文様を持つ
タイプである。129は中央に貫通孔を持って、円
形の貼り瘤を二重に巡らせる。131は天板部分の
中央が円錐状に盛り上がり、四方から貫通孔を穿
つもので、全面に細かな刺突が施される。133は
扁平な臼形タイプに貫通孔を穿ったものとも解
される。中央に円錐形の突起を配して、周囲に４
箇所の楕円形の透かしを配し、豚鼻様の突起を巡
らせる。
　130・132・134～140は環状タイプの上端を橋梁
状に接続したものと解される。130は無文で、径
の小さい環状タイプの上端を１本の粘土紐でシ
ンプルに接続したものである。
　有文のものについては、環状部と橋梁部の接続
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部分に何らかの単位文を配するものが典型的であ
る。134は三叉状の橋梁部の付け根に豚鼻様の単
位文を配している。140も橋梁部の付け根に豚鼻
突起を配する。
　単位文を挟んで対向三叉文を描くものも多くみ
られ、135は刺突を伴う小突起を挟んで対向三叉
文を描く。139は十字文を挟んで橋梁部を含む３
方向に三叉文を描く。
　136・137は橋梁部に十字文を描く島状の小突起
を配するもので、138もこれに類似する。
　141～147は床面焼土上層からの出土である。
　141は臼形で装着部に凹みを持つタイプである。
無文で、全面に成形時の指頭痕を残す。142・143
は環状・断面「く」の字状で有文のタイプである。
142は刻みを持つ小突起を起点に刻み＋沈線を巡
らせ、143は内面上半部に区画文を描いている。
　144～147は環状で断面鉤形のタイプである。
144は無文である。145は入り組み文を起点に沈線
を巡らせる。146はわらび手文を起点に刻み＋沈
線を巡らせる。147は豚鼻突起を対向三叉文で連
繋するものであろう。
　148～163は第44号住居跡から出土した。148は
栓形で貫通孔を持たない。無文だが、上面中央に
凹部を持つ。
　149・150は環状・断面丸棒状で無文のタイプで
ある。装着部の凹みを持たないが、150は上端部
のみ軽微に外反している。
　151～153は環状で断面三角形・無文のもので
ある。152は貫通孔を持つ臼形とも解される。上
端外縁部に焼成後に生じた数箇所の刻みを持つ。
153は内面に平坦面を持つ断面台形ともいえるタ
イプだが、本群に含めた。
　154・155は環状で断面「く」の字状のタイプで、

いずれも有文である。154は平行沈線間に3本沈線
の単位文を配するが、これは小渦文の崩れたもの
であろう。155は豚鼻突起を挟んで対向三叉文を
配し、外縁に刻みを巡らせる。
　156・157は環状・断面鉤形で無文のタイプであ
る。158～161は有文のタイプで、158は何らかの
単位文を対向三叉文で連繋するものとみられる。
159は平行沈線によるシンプルな単位文である。
　160は刺突文を伴う小突起をワンポイント的に
配する。161は押し引き文の三叉状モチーフを平
行沈線で連繋し、外縁部に刻みを巡らせる。
　162・163は床面焼土上層からの出土である。
162は環状・断面鉤形で無文のタイプである。163
は環状・断面鉤形で有文のタイプで、天板部分に
透かしを伴っている。
　164～168は第45号住居跡から出土した。
　164～166は環状・断面「く」の字状で無文のもの。
167・168は環状・断面鉤状で有文のタイプである。
167は同心円を持つ楕円形の突起を上面に配する。
168は肉彫り風の小渦巻モチーフを対向させ、沈
線で左右連繋するものと思われる。
　169は第48号住居跡から出土した。完形品で臼
形無文のものである。装着部がＶ字に凹み、上下
面にもすり鉢状の凹部を持って、極めて軽量につ
くられている。
　170は第50号住居跡から出土した。完形品で臼
形無文のものである。臼形で装着部がＶ字に凹み、
上下面に凹部を持つ。
　171・172は第64号住居跡から出土した。いずれ
も環状で断面「く」の字状のタイプである。直径
に対し高さが卓越する171は、貫通孔を持つ臼形
とも解される。
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第342図　住居跡出土土製品（６）



― 492 ―

 

第343図　住居跡出土土製品（７）
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第344図　住居跡出土土製品（８）
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第345図　住居跡出土土製品（９）
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第346図　住居跡出土土製品（10）
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第347図　住居跡出土土製品（11）
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第348図　住居跡出土土製品（12）
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第349図　住居跡出土土製品（13）



― 499 ―

 

土製円盤（第350図～第359図）
　今回の発掘調査で出土した土製円盤について
は、大きく２つのタイプに分けることができる。

Ⅰ類：磨製タイプ
　　土器片を打ち欠いて円形に整形し、周縁部に
　研磨を施して、文字通りの円盤状に再加工した
　もの。
　　従来的な定義での「土製円盤」である。
Ⅱ類：打製タイプ
　　土器片の周縁部から中央部に向かう複数回の
　打撃が観察できるもの。
　　突起・隆帯などを打撃により人為的に取り除
　いたと判断できるものや、肥厚した口縁部の裏
　側を欠き取ったとみられるものも含まれる。
　　Ⅰ類とは異なり、必ずしも形態が「円形」で
　あることを認定基準としない。

　Ⅱ類の加工痕は、あたかも石器における剥離面
のような外観を呈している。
　また、明瞭な切り合いを持って重複しており、
土器片に対して執拗に打撃が繰り返されたことを
物語っている。
　このⅠ・Ⅱ類の土製円盤を、素材となっている
土器片の部位、その他の属性により以下のとおり
細分する。

　Ａ：口縁部
　　ア：突起を持つ口縁
　　イ：隆帯を巡らせる口縁・折り返し口縁
　　ウ：断面肥厚する口縁
　　エ：その他の口縁
　Ｂ：胴部
　　ア：突起を持つ胴部
　　イ：隆帯を持つ胴部
　　ウ：その他の胴部
　Ｃ：底部
　Ｄ：その他・部位不明

　掲載資料の法量と分類は第25～27表にまとめ
た。一見して、口縁部の破片を使用したⅡＡ類が
多数を占める傾向が見て取れる。
　また、ⅡＡ類ア～ウでは、突起や隆帯が存在す
る表面だけではなく、口端部内面の隆起に打撃が
集中する傾向も顕著である。
　こうした傾向は、Ⅱ類土製円盤の成因や用途に
密接に関わっている可能性が高い。
　使用する土器片の時期は、判別可能なものにつ
いては安行１式と思われるものが多く、安行２～
晩期安行式のものも若干目に付く。
　定量的な分析とその評価は、第Ⅵ章に1項を設
けて行うこととする。
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第350図　住居跡出土土製品（14）
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第351図　住居跡出土土製品（15）
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第352図　住居跡出土土製品（16）
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第353図　住居跡出土土製品（17）
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第354図　住居跡出土土製品（18）
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第355図　住居跡出土土製品（19）
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第356図　住居跡出土土製品（20）
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第357図　住居跡出土土製品（21）
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第358図　住居跡出土土製品（22）
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第359図　住居跡出土土製品（23）
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その他の土製品（第360図～第366図）
　462・463は第37号住居跡から出土した。
　462はミニチュア土器である。安行１式の台付
き鉢を模したもので、底部と脚台部を欠失する。
直線的に開く盃形の器形で、口端部がわずかに外
屈する。口縁外面に帯縄文の区画を巡らせ、上下
２段の貼り瘤を５単位配して、対弧状の短沈線で
上下連繋する。現存高4.1㎝、最大径10.2㎝、重さ
134.0ｇである。
　463は異形土器である。楕円形の浅鉢ないし蓋
で、長軸両端に一対、両側縁に３個ずつ、合計８
個の突起を配する。文様は描いておらず、成形時
の指頭痕が残っている。
　アカニシやサザエなど、突起を持つ貝類などを
イメージしたものと思われる。巻貝を模した異形
土器は東北地方の新地式にみられ、本資料も後期
後葉のものと考えられる。
　長径8.7㎝、幅5.2㎝、厚さ2.8㎝、重さ42.6ｇである。
　464は第38号住居跡から出土したミニチュア土
器である。安行２式の異形台付き土器を模したも
ので、底面を除く体部を欠損する。３方向に突出
する円口を持ち、間隙に鰭状の突起を配する。下
端部は円錐状に張り出している。全体に集合沈線
文を施文し、体部との境に横位の沈線を巡らせて
いる。現存高5.4㎝、最大径6.0㎝、重さ91.6ｇである。
　465は土錘である。縦断面楕円形・横断面円形
の棗形で、十文字に溝を巡らせている。時期は不
明である。長径3.3㎝、幅2.2㎝、厚さ2.1㎝、重さ
18.6ｇである。
　466～476は第40号住居跡から出土した。
　466・467は土版である。466は土偶的な人体表
現のある土版で、頭部側の一端のみ残存する。楕
円形の刻み隆帯で顔の輪郭を表し、横「３」の
字状の隆帯で眉毛を、刻みを持つ縦瘤で鼻を表現
している。目・口の表現はみられない。背面には
平行沈線による粗雑な入り組み文を描いている。
安行３ａ～３ｂ式期のものであろう。長さ5.1㎝、

幅6.1㎝、厚さ2.5㎝、重さ83.3ｇである。
　467は長方形の土版で、上端３分の１程度を欠
損するものとみられる。
　四辺が直線で構成され、厚さも一定な直方体で
ある。肉彫り風の陰刻で文様を描いており、前面
は正中線を挟んで対向三叉文を重畳させ、間隙に
弧線文を描いて、下端部のみ入り組み文を描いて
いる。背面と側面には粗雑な入り組み文と弧線文
を描いている。
　安行３ａ～３ｂ式のものであろう。長さ6.9㎝、
幅6.2㎝、厚さ3.3㎝、重さ197.0ｇである。
　468は手燭形土器である。口縁部と把手のほと
んどを欠損する。容器部分は平面観円形で、緩や
かに内湾しつつ立ち上がる。底面は周辺部が鍔状
に張り出しており、扁平板状の把手に接続する。
文様は施文しておらず、時期は不明である。
　長さ11.5㎝、幅8.6㎝、厚さ5.1㎝、重さ205.8ｇで
ある。
　469・470はミニチュア土器である。469は異形
台付き土器の口縁部である。口端上に刻み目を持
ち、上面および側面に鰭状の突起を配する。突起
間を刻み隆帯で弧状に連繋し、胴部には集合沈線
文を描いて、透かし文様を持つ。安行２式に伴う
ものか。
　470は砲弾形深鉢ないし注口土器を模したもの
と思われる。口縁外面と胴部中段に沈線を巡らせ
て文様帯を構成し、粗雑な弧線文を描く。上方の
区画線に沿って豚鼻突起を配して円孔を穿つ。胴
下半部には連続弧線文を巡らせるものとみられ
る。内面に輪積み痕を残すなど粗雑な造りだが、
安行３ｂ～３ｃ式期のものと考えられる。現存高
4.7㎝、最大径7.8㎝、重さ19.5ｇである。
　471は異形土器である。楕円形の浅鉢だが、長
軸側一端がやや幅広で、平面観水滴型に近くなっ
ている。
　幅広な側を「舳先」と仮定して、上下一対の貼
り瘤を舳先および両舷の前方寄りに配している。
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文様は描いておらず、成形時の指頭痕を残してい
る。魚など何らかの水生生物や、水鳥をイメージ
したものであろう。
　全体にオレンジ色に変色して白色の付着物を生
じており、二次的な火熱を受けている可能性があ
る。突起の特徴から、後期安行式のものと考えら
れる。
　長さ11.1㎝、幅5.5㎝、高さ2.3㎝、重さ61.9ｇで
ある。
　472～475は手づくね土器である。不整形・無文
で、全体に輪積み痕や成形時の指頭痕を残してい
る。472・473は鉢で、472は尖底。473は丸底である。
474・475は台付き土器で、474は１箇所に貫通孔
を伴う山形突起を配している。いずれも時期は不
明である。
　現存高（㎝）／最大径（㎝）／重さ（ｇ）は以
下のとおりである。
　472＝2.9／5.6／42.7
　473＝2.4／3.3／15.7
　474＝2.9／4.8／22.6
　475＝2.7／5.6／30.1
　476は漆塗りの竪櫛である。棒状の材を並べて
何らかの方法で固定し、漆で固めたものとみられ
るが、残存状態が悪く詳細は不明である。
　477～491は第43号住居跡から出土した。
　477は動物型土製品である。頭部と右前肢・後
肢の一部を欠損する。背中と後頭部にたてがみ状
の隆起を持つが、顔面の表現はみられない。背面
には粗雑な円文を描く。
　強い二次的な火熱を受けており、変形し、多数
の亀裂を生じている。また、還元により灰色に変
色している。
　たてがみの表現から、イノシシをかたどったも
のと考えた。時期は不明である。
　長さ8.4㎝、幅4.4㎝、厚さ3.9㎝、重さ87.8ｇである。
　478も動物型土製品と考えたが、破損しており
原形不明である。棒状の粘土を芯材として粘土板

を巻き付けて成形している。比較的精選した粘土
を用いており、表面は平滑に仕上げられており、
焼成も悪くない。
　顔の表現が残っておらず、具体的に何をかた
どったものかは不明だが、鰭を思わせる突起が存
在するため、イノシシか海獣の可能性がある。時
期は不明である。現存部分の長さ9.7㎝、幅5.0㎝、
厚さ3.1㎝、重さ108.4ｇである。
　479～482は手燭形土器である。
　479は容器部分の底部付近のみ残存する。胴部
の立ち上がりがほとんど残存していないが、沈線
文を描き、複数の円孔を穿っている。
　周囲に鰭状の突起を巡らせていたものとみられ
るが、すべて欠失しており、意図的に打ち欠い
ている可能性もある。底面には把手の短軸方向に
沿って入り組み文を描いており、把手部分にも連
続的に描かれていたものと考えられる。器面を入
念に研磨し光沢を生じている。安行３ｂ式に伴う
ものであろう。
　現存部分の長さ6.3㎝、幅7.9㎝、厚さ1.5㎝、重
さ77.1ｇである。
　480～482は把手である。480は平面観台形で、
容器部分に向かって末広がりに開く。横断面楕円
形でほぼ扁平だが、手元部分の左右の角がわずか
に上方に反っている。
　短軸方向の平行沈線をはさんで山形の沈線文を
描いている。表側のみごく浅い縄文を残し、平
行沈線間のみ入念に研磨して地文を擦り消してい
る。手元側の末端に一対の貫通孔を持ち、沈線で
半円形に囲われている。裏面は風化が著しいが表
面と同様の沈線文を描いており、縄文も施文され
ていた可能性がある。安行３ａ～３ｂ式に伴うも
のであろう。
　481は平面観楕円形で、比較的厚みのある把手
である。手元側に横方向の貫通孔を穿っている。
表面は粗雑な沈線文を描いて手元側の末端を横位
の沈線で区切って無文とし、裏面には稲妻状の沈
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線文を描いている。時期は不明だが、裏面の文様
から曽谷・高井東式に伴う可能性がある。
　現存部分の長さ5.3㎝、幅3.3㎝、厚さ1.6㎝、重
さ33.9ｇである。
　482は把手の末端で、一側縁を欠損している。
割れ口が摩耗して丸味を帯びており、砥石的に転
用している可能性がある。
　平面観台形で、手元側の末端は肥厚して反り返
り、一対の貫通孔を穿っている。表面には対向三
叉文と弧線文、裏面には平行沈線文を描き、ごく
浅い縄文を施文する。全体に入念な研磨を施し、
光沢を生じている。安行３ａ～３ｂ式に伴うもの
であろう。
　現存部分の長さ5.4㎝、幅4.8㎝、厚さ2.4㎝、重
さ45.0ｇである。
　483は異形土器である。両耳土器で、何らかの
生物をイメージしている可能性がある。
　円形の粘土板を底部として短い粘土紐を不規則
に継ぎ合わせて胴部を立ち上げており、側壁の両
端を縦に摘み出して穿孔することで左右対称の把
手としている。底面は平坦で、短軸方向に湾曲し
ている。
　一側面に菱形の区画文、別の側面には３個の同
心円文ないし入り組み文を描き、底面にも沈線文
を描くが、成形・施文とも非常に粗雑である。
　二次的な火熱による風化がみられるが、本来は
全面研磨されていたものとみられる。底面には木
葉痕とみられる筋状の圧痕を残している。
　時期は不明だが、側面の菱形区画文を姥山系の
文様と考えるなら、安行３ｂ式に伴う可能性があ
ろう。
　長径8.3cm、短径4.7cm、高さ3.3㎝、重さ49.3ｇ
である。
　484は異形台付き土器である。ほぼ同サイズの
体部と器台部を接続しており、中段がややくびれ
る円筒形の単調なプロポーションである。
　体部は口縁部と底部付近に眼鏡状隆帯を巡ら

せ、胴上半部に弧線文を巡らせて胴下半部に縄文
を施文する。また、２段の円孔列を交互配置して
いる。器台部には弧線文を組み合わせた波頭状の
モチーフを連続して描いて、接点に中央盲孔を伴
うボタン状の貼り付け文を配している。文様など
から安行３ｂ式に伴うものと考えられる。
　二次的な火熱を受けて淡紅色に変色して亀裂を
生じており、部分的に還元による青灰色の変色が
観察される。
　高さ10.0㎝、最大径7.6㎝、重さ217.6ｇである。
　485は床面下から出土したもので、ミニチュア
の台付き鉢である。盃状の体部に円錐形の脚台を
接続していたものとみられ、境に隆帯を巡らせて
いる。水平口縁で、外面に対弧状の突起を配する
ほかは文様を施文していない。突起の形態から曽
谷・高井東式に伴うものと思われる。高さ7.6㎝、
最大径8.9㎝、重さ70.3ｇである。
　486はミニチュアの台付き鉢脚台部である。半
球状のプロポーションで、体部との接点は風化に
より失われている。文様は描いておらず、成形時
の指頭痕を残している。下端部はナデ調整を施し
ているが、部分的に網代痕らしきものを残してい
る。時期は不明である。
　現存高2.8㎝、最大径5.2㎝、重さ60.8ｇである。
　487・488は手づくね土器である。いずれも無文
で、時期は不明である。
　487は高台を持つ鉢である。全体に成形時の指
頭痕を残している。高台部は底部の粘土を摘み出
して形成しており、体部に比較して器壁は極端に
薄くなっている。
　高さ4.7㎝、最大径4.9㎝、重さ65.5ｇである。
　488は丸底の鉢である。不整な半球状のプロポー
ションで、底面に指頭による凹孔を持つ。また、
繊維束とみられる圧痕が等間隔に並んでおり、制
作時の敷物の痕跡と考えられる。内外面とも丁寧
にナデ調整を施しており、光沢を生じている。
　高さ2.8㎝、最大径4.1㎝、重さ16.8ｇである。
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　489はボタン状の土製品である。手づくねでつ
くられており、平面観は不整な円形、表面に指頭
痕を残し、底面のみ平坦である。粘土塊を何らか
の平坦面に圧しつけたものとみられ、周縁部に焼
成前に生じた亀裂を残している。時期は不明であ
る。直径3.4㎝、厚さ1.5㎝、重さ17.5ｇである。
　490・491は床面焼土中から出土した。
　490は手燭形土器ないしスプーン形の土製品で
ある。長軸方向に断裂した把手と、容器部分の側
壁の一部が残存している。把手は平面観長方形で、
手元側の末端が上方に反っている。
　容器部分は底部が把手よりさらに下へと丸く張
り出しており、口縁側も把手上面より上に内湾し
つつ立ち上がっている。口唇断面は先細り状であ
る。
　全体に箆状工具のナデ調整を施しており、把手
部分および容器部分外面では長軸方向、内面では
横位に巡るような調整痕が顕著である。文様は施
文しておらず、時期は不明である。
　現存部分の長さ7.4㎝、幅3.8㎝、厚さ2.8㎝、重
さ27.7ｇである。
　491は異形台付き土器で、胴部中段～胴下半部
が残存している。胴部中段が「く」の字に張り出
すソロバン玉状の器形で、刻みを持つ横瘤を配し
て弧状の刻み隆帯を巡らせる。瘤の上下には円孔
を配する。胴下半部には縦位の集合沈線文を施文
している。安行２式に伴うものであろう。
　現存高3.7㎝、最大径8.5㎝、重さ34.4ｇである。
　492～499は第44号住居跡から出土した。
　492・493は手燭形土器である。492は容器部分
のみ残存する。水平口縁に４単位の山形突起を配
し、渦巻き文と入り組み文を描いて、弧状の擦り
消し帯で連繋する。底部周辺には刻みを持つ鰭状
突起を配して、１箇所で把手と接続する。
　底面には弧状の沈線による三角形の区画を構成
し、中央に入り組み文を描いている。安行３ｂ式
に伴うものであろう。

　現存部分の長さ6.8㎝、幅6.9㎝、高さ4.9㎝、重
さ106.0ｇである。
　493は把手である。平面観長方形で、手元側が
わずかに狭くなって一対の貫通孔を穿ち、また上
方に反っている。表裏および側縁部に縄文を施文
しており、容器部分との境に１条の沈線を巡らせ
る他は文様を持たない。
　裏面のみ顕著な磨滅がみられるが、これは使用
状況を反映するものであるかもしれない。時期は
不明だが、晩期前葉の可能性が高い。
　現存部分の長さ8.4㎝、幅5.2㎝、厚さ1.6㎝、重
さ67.3ｇである。
　494・495は性格不明の土製品である。粘土板の
上面内側に隆帯を巡らせ、その内側を浅いすり鉢
状に凹ませたものとみられる。形態的には手燭形
土器の容器部分に似るが、側壁をほとんど立ち上
げない点が異なっている。
　平面観は494が円形、495は胴張りの方形である
ものとみられ、494のほうが底面が分厚くなって
いる。文様を持たず、時期は不明である。
　496は異形台付き土器で、体部のみ残存する。
ソロバン玉状の器形で、胴部中段が「く」の字に
張り出して、平行沈線を巡らせ、横楕円形の透か
しを等間隔に配して、鋭利な工具の刺突文を施文
する。
　口唇断面は肥厚して、口端上面および外面に沈
線を巡らせ、刺突文を施文する。胴上半部は縄文
帯となっている。胴下半部は無文で、脚台部との
境には隆帯を巡らせる。安行３ｂ式に伴うもので
あろう。
　現存高5.2㎝、最大径7.2㎝、重さ41.8ｇである。
　497・498は小型の吊り手土器で、いずれも吊り
手部分である。
　497は頂部～体部への接続部分付近にかけて残
存する。吊り手は扁平な板状で、側縁部および外
面に刻み隆帯を巡らせる。頂部には盃状の突起を
配して、左右の吊り手方向に貫通孔を穿つ。また、
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側縁部の刻み隆帯が三角形に突出する。
　全面被熱して、部分的に灰色の変色がみられる。
曽谷・高井東式に伴うものであろう。
　498は吊り手頂部から体部に向かう中段付近と
みられる。扁平板状で、背面には長軸方向の凹線
が巡り、鋭利な工具の刺突文を施文している。凹
線を跨いで橋梁状の把手を配し、刺突文を施文す
る。時期は不明だが、後期中葉～後葉のものであ
ろう。
　499・500はミニチュア土器である。499は無文
の鉢である。半球状のプロポーションで、水平口
縁上に４単位の小突起を配するが、すべて欠失し
ている。底面は丸味を帯びるが、胴部との境界に
稜を持っている。
　文様は持たず、成形時の指頭痕や箆状工具の調
整痕を残している。時期は不明である。
　高さ3.4㎝、最大径5.8㎝、重さ68.3ｇである。
　500は尖底である。緩やかに内湾しつつ立ち上
がる紡錘形で、縦位の粗い集合沈線文を施文する。
これは安行式の深鉢の地文条線をイメージしたも
のと考えられ、後期後葉～晩期前葉のものと考え
られる。
　現存高2.7㎝、最大径4.1㎝、重さ21.6ｇである。
　501は土錘である。短軸側断面楕円形の、扁平
な棗形で、平坦面側に十文字に溝を巡らせている。
時期は不明である。長径4.6㎝、短径3.1㎝、厚さ2.3
㎝、重さ32.7ｇである。
　502は土玉である。断面ほぼ円形で中央に貫通
孔を持つ管状の玉である。時期は不明である。長
さ1.3㎝、幅0.8㎝、重さ0.9ｇである。
　503 は第45号住居跡から出土した。サイズを除
けば安行１式の水平口縁深鉢を忠実に再現してい
る。
　口縁外面に帯縄文の区画を巡らせて縦瘤を配す
る。胴部中段には平行沈線＋押し引き文の区画を
巡らせる。胴下半部には対向弧線文を描き、底部

付近には縄文を施文して、上端を沈線で区画して
いる。
　高さ11.2㎝、最大径11.9㎝、重さ277.9ｇである。
　504～508は、503の内部から出土した黒曜石で、
すべて未使用の転石とみられる。重量は、
　504＝15.4ｇ・505＝27.7ｇ・506＝25.3ｇ
　・507＝28.6ｇ・508＝16.7ｇである。
　509は第46号住居跡から出土した小型の吊り手
土器で、完形品である。体部の口縁上に１本の粘
土紐を橋梁状に渡して吊り手としている。
　体部は直線的に開く盃状で、円筒形の高台を付
している。文様は施文しない。
　吊り手は扁平板状で、背面に平行沈線文を描い
て縄文を施文する。頂部に盃状の突起、体部との
接続部とその中間部に鰭状の突起を配し、すべて
に対をなす貫通孔を穿っている。紐通しを意図し
たものとも考えられるが、紐擦れを思わせる痕跡
は観察できない。
　曽谷・高井東式に伴うものであろう。高さ7.1㎝、
体部の高さ3.3㎝、最大径9.5㎝、重さ158.5ｇである。
　510は第47号住居跡から出土した。棒状の土製
品の一部で、文様を持たず、時期は不明である。
　511はミニチュア土器で、第59号住居跡から出
土した。サイズを除けば堀之内１式の精製深鉢を
忠実に再現している。
　キャリパー形の深鉢だが、胴部のくびれの位置
が高く、胴下半部が紡錘形に張っており、器形的
には北陸の南三十稲葉式に類似する。水平口縁に
沿って横位の沈線と刻み目文を巡らせ、１箇所に
横８の字状の突起を配して、上下二対の貫通孔を
穿っている。胴部には縄文を施文し、集合沈線の
懸垂文を垂下させて、間隙には集合沈線による波
状や倒卵状のモチーフを描き、同心円文を配して
いる。光沢を帯びた黒色の器壁で、焼成は良好で
ある。
　高さ8.3㎝、最大径5.5㎝、重さ90.8ｇである。
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第360図　住居跡出土土製品（24）
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第361図　住居跡出土土製品（25）
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第362図　住居跡出土土製品（26）
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第363図　住居跡出土土製品（27）
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第364図　住居跡出土土製品（28）
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第365図　住居跡出土土製品（29）
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第366図　住居跡出土土製品（30）
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（２）土壙出土土製品（第367図）
耳飾り

　分類基準についてはⅤ－２．－（１）を参照さ
れたい。また、法量は第24表にまとめた。
　１は第47号土壙から出土した。環状・断面三角
形で有文のタイプである。
　内面上半部に段を持ち、紡錘文を挟んで半肉彫
り状の対向三叉文を巡らせている。安行３ｂ式の
土器に共通の文様であり、同時期のものと考えら
れる。
　２は第282号土壙から出土した。千網型の耳飾
りである。
　精選した粘土を用い、薄手かつ精緻な造りであ
る。器壁は暗黄褐色で、焼成は良好である。
　内外面ともに赤色顔料が付着しており、本来は
全体が赤彩されていたものと考えられる。安行３
ａ～３ｂ式期のものであろう。
　３は第296号土壙から出土した。台形で上面に
透かし文様を持つタイプである。
　外面上端部が折り返し状となって、ここに肉彫
り風の文様を描き、鋭利な工具の刺突文を施文し
ている。
　全体に赤色顔料が付着しているが、特に上半の
文様施文部で顕著である。
　安行３ａ～３ｂ式期のものであろう。
　４は第329号住居跡から出土した。台形で上面
透かし文様を持つものである。
　環状の断面「く」の字の耳飾りの上端部を、橋
梁状の粘土帯で十文字に連繋しており、中央に貫
通孔を持つ。
　環状部と橋梁部の接続部分には豚鼻様の突起や
わらび手状モチーフを配している。安行３ａ～３
ｂ式期のものであろう。
　５は第331号土壙から出土した。環状・断面鉤

状で有文のタイプである。
　工字文の左右に対向三叉文を配した肉彫り風の
単位文を内面上段１箇所に配する。内面下半部に
微量の赤色顔料が付着しており、本来は赤彩され
ていたものと考えられる。安行３ｃ～３ｄ式に伴
うものか。
　６は第338号土壙から出土した。臼形で装着面
が凹む無文のタイプである。
　上下面に凹みを持ち、中央が平坦となっている。
全体に成形時の手づくねの凹凸を残している。時
期は不明である。
土製円盤

　磨製・打製の各タイプが出土している。法量・
使用部位などは第27表に示した。
　８・９がⅠ類の磨製品、10～12がⅡ類の打製品
である。
　10は安行1式の大波状口縁深鉢で、口縁部文様
帯の一部を使用している。表面の縦瘤や隆帯を打
ち剥がし、裏面の両側縁にも執拗に打撃を加えて
いる。
　11は後期安行式の粗製深鉢口縁部を素材とし、
口端裏面の隆起を打ち欠いて剥ぎ取っている。12
は安行1式の水平口縁深鉢口縁部を使用し、口縁
外面の縦瘤を打ち剥がしている。
その他の土製品

　12はミニチュア土器である。尖底の深鉢形で、
底部～胴部にかけて内湾しつつ立ち上がる。水平
口縁で、口端はわずかに内屈して、内面に段を持
つ。
　器面は平滑に整形されており、鋭利な工具によ
る縦方向の条線を全体に施文している。安行式の
粗製深鉢をイメージしたものと考えられ、後期後
葉～晩期前葉のものと考えられる。
　高さ4.4㎝、最大径4.0㎝、重さ30.9ｇである。
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第367図　土壙出土土製品
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第368図　遺物集中出土土製品

（３）遺物集中出土土製品（第368図）
　掲載したものは、すべて遺物集中12から出土し
たものである。
土偶

　小型のみみずく土偶で、頭部と左脚を欠損す
る。手足に比べ胴の短い寸詰まりのプロポーショ
ンで、肩と大腿部が横に大きく張り出す。
　胸には縦位の刺突列を挟んで対向三叉文を描い
ており、みぞおちから腕にかけて刻み隆帯を貼り
付けている。肩の上面には入り組み文を描き、手
先は下向きの小突起として表現している。
　脚には横位の平行沈線を描いており、足は踵と
爪先が張り出し、縦位の沈線で足指を表現してい
る。爪先をやや前方に上げた状態であり、失われ
た右脚と合わせて、何らかの所作を表している可
能性がある。背面には渦巻き文を描いている。

　晩期前葉のものと考えられる。現存部分の高さ　
6.2㎝、幅6.4㎝、厚さ2.8㎝、重さ58.8ｇである。
耳飾り

　分類基準についてはⅤ－２．－（１）を参照さ
れたい。また、法量は第24表に記した。
　台形で上面に透かし彫りを持つタイプである。
中央に貫通孔を持つ円文を配し、四方から伸びた
わらび手文がこの円文を支持する構成となってい
る。透かしは上面の粘土板を切り抜いてつくられ
ており、環状部の内面に痕跡を残している。晩期
前葉のものであろう。
土製円盤

　いずれも打製品で、３は縦瘤を持つ安行１式の
口縁部を使用している。詳細は第44表を参照され
たい。
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第369図　掘立柱建物跡出土土製品

第370図　柱穴列出土土製品

（４）掘立柱建物跡出土土製品（第369図）
土偶

　１は第２号掘立柱建物跡のＰ４から出土した。
山形土偶の右腕とみられる。なで肩で、腕はほぼ
真横に伸び、肘で下方に屈曲する。手先は欠損す
るが、外側へと反っている。

　表面の腋部に沈線がみられるほかは、文様を持
たない。後期～晩期の土偶であろう。現存部分の
長さ3.9㎝、幅4.1㎝、厚さ2.1㎝、重さ27.0ｇである。

（５）柱穴列出土土製品（第370図）
土偶

　１は第４号柱穴列のＰ23から出土した。みみず
く土偶の結髪であろう。丸みを帯びた板状で両面
に集合沈線文を描くが、扁平な側を背面と考えた。

後期末葉～晩期前葉の土偶であろう。現存部分の
長さ3.0㎝、幅3.0㎝、厚さ1.1㎝、重さ9.0ｇである。
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第371図　焼土跡出土土製品

（６）焼土跡出土土製品（第371図）
土偶

　焼土跡27から出土した。系統不明の土偶で、右
腕から肩部にかけての部分とみられる。肩が張り、
腕が大きく横に張り出して、手先は下向きの小突
起として表現している。
　表面に横位の平行沈線、裏面に横Ｕ字状の沈線
文を描いて、内部に円形の刺突文を施文する。現
存部分の高さ3.4㎝、幅5.0㎝、厚さ2.6㎝、重さ38.7

ｇである。
耳飾り

　分類基準についてはⅤ－２．－（１）を参照さ
れたい。また、法量は第24表に記した。
　焼土跡３から出土した。断面鉤形で無文のタイ
プである。時期は不明である。
土製円盤

　磨製・打製の各タイプが出土している。詳細は
第27表を参照されたい。
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（７）グリッドピット出土土製品（第372図）
　すべてＪ－７Ｐ36から出土した。
不明土製品

　１は性格不明の土製品である。四方に窓を持つ
中空構造で、吊り手土器の吊り手部分に類似する。
断面観察では、やや湾曲した凸面に取り付けられ
ていたものが剥離したものと思われる。
　土器の突起の一部か、土偶の結髪部分の可能性
がある。時期は不明だが、後期～晩期のものと考
えられる。現存高4.3㎝、最大径3.4㎝、重さ32.2ｇ
である。
耳飾り

　２は環状・断面鉤形で無文の耳飾りである。内

面への突出は小さく、装着部にごく弱い凹みを持
つ。
　時期は不明だが、後期～晩期のものと考えられ
る。
　３は台形で上面に透かし文様を持つ。直径に対
し高さが卓越し、装着部に凹みを持つ。
　天板に２箇所の楕円形の透かしを切り出して、
橋梁部を形成している。環状部と橋梁部の接点に、
左右で方向を変えた波頭状の浮線文を配し、橋梁
部の中央にも浮線文を配する。
　時期は不明だが、後期～晩期のものと考えられ
る。

第372図　グリッドピット出土土製品
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３．石器

尖頭器（第373図１）
　１は第43号住居跡から出土した。基部側の大半
と先端部を欠損する。柳葉形の尖頭器で、裏面に
主要剥離面を残し、主に表面の細かな剥離によっ
て紡錘形のプロポーションをつくりだしている。

石鏃（第373図２～22）
　２～９は凸基有茎の鏃である。
　２は基部を欠損する。両側縁が緩やかな外反り
のカーブを描き、先端は鈍角である。３は甲高で、
裏面に広く主要剥離面を残す。４は逆刺の直上に
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くびれを持つ。５は茎と先端を欠損する比較的大
型の鏃である。
　６は鏃身と茎の大きさが拮抗した十字形のプロ
ポーションである。７は裏面右側縁がほぼ無加工
で、主要剥離面を残している。８・９も茎に対し
鏃身が比較的短い。８は両側縁が丸みを帯び、９
は側縁直線で左右がやや非対称である。
　10～12は平基有茎の鏃である。
　10は二等辺三角形の鏃身で、茎を欠損する。11
は茎が短く鈍角で、左側縁の逆刺との境が不明瞭
である。12は端正な左右対称のプロポーションで、
裏面に主要剥離面を残す。
　13・14は円基の鏃である。13は全体に丸みを帯
びた水滴形の鏃で、先端部は鈍角かつ肉厚である。
14は左逆刺部を広く欠損する。裏面に広く主要剥
離面を残して、両面からの細かな調整剥離で鏃身
を形成している。残存する右逆刺部表面に細かな
剥離が集中しており、破損後に茎を再生しようと
した可能性がある。
　15は平基の鏃で、非常に小型の正三角形の鏃身
である。
　16～22は凹基無茎の鏃である。
　16は先端部を欠損する非常に肉厚の鏃である。
基部の抉入が緩やかで、鏃身の左側縁がほとんど
無加工であり、未成品の可能性もある。
　17も基部の抉入が緩やかである。鏃身は左右対
称の端正なプロポーションを持ち、先端は鋭角で
ある。18は先端部および右逆刺部を欠損する。
　19・20は基部に浅いV字の抉入を持つ。19は完形、
20は先端部を広く欠損し、両側縁にくびれを持つ。
　21は基部がV字に深く抉入する。逆刺は鈍角で、
鏃身も左右非対称である。
　22は残存状態が悪いが、凹基の鏃と考えた。右
逆刺部側の鏃身の大半と、左逆刺部を欠損する。
背面に広く主要剥離面を残している。

石錐（第373図23～28）
　23は逆水滴形の石錐である。錐部は鈍角かつ肉
厚、つまみ部は薄身で、末端部左右側縁に抉りを
持つ。24も逆水滴形だが、右側縁中段のみ直線的
である。先端部は鈍角となっている。
　25はつまみ部が不明瞭な棒状の石錐で、断面台
形、先端部のみ裏面からの細かな剥離で刃付けを
している。
　26はＴ字型の石錐であったとみられるが、つま
み部の右側縁を欠損する。裏面に主要剥離面を残
し、表面のみの調整剥離により成形している。非
常に肉厚で、錐部も鈍角である。
　27はつまみ部のみ残存する。やや末広がりの楕
円形で、右側縁に抉りを持つ。28はT字形の石錐
である。つまみ部は横楕円形で左右対称、棒状の
非常に長い錐部を持つ。
スクレイパー（第374図29～33）
　29は縦長の剥片の下方両側を簡易に片面加工し
て刃部を作り出している。裏面に主要剥離面を残
している。30は楕円形のスクレイパーであったと
みられるが、短軸方向に折損している。表面に自
然面を残し、裏面を中心に細かな剥離を加えて刃
部をつくり出している。
　31はやや縦長の６角形で、下縁および右側縁に
細かな調整剥離を施して刃部としている。32は二
等辺三角形ないし水滴形で、表面に自然面、裏面
に主要剥離面を残す。刃部は左側縁上方を中心に
両面加工でつくられている。
　33は裏面からの加工でいびつな三角形のプロ
ポーションをつくり出し、下縁のみ両面加工で刃
部としている。
二次加工剥片（第374図34～第375図42）
　34～37は、いずれも縦長の剥片を使用し、裏面
に主要剥離面を持つ。
　34は薄身で全体に裏面側への反りを持ち、下端
および右側縁を中心に加工を持つ。35は上面およ
び右側縁に自然面を残し、左側縁に両面加工の刃
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部を持つ。
　36は断面三角形で、右側縁下方裏面に刃こぼれ
を生じている。37は台形の剥片であったとみられ
るが、左側縁下方を欠損している。破断面にも細
かな剥離が生じており、破損後も使用が続けられ
たものと考えられる。
　38・39は上端を欠損する。いずれも裏面からの
細かな調整剥離で楕円ないし水滴形のプロポー
ションをつくり出している。刃部は下端および左
側縁下方に存在する。
　40は横長の剥片を縦置きに使用している。不整
な長方形で、右下方に抉りを持つ。左上コーナー
部分に片面加工の刃部を持つほか、下縁部にも刃
こぼれを生じている。
　41は横長の剥片を横置きに使用する。水滴形の
プロポーションで、表面に節理面、裏面に主要剥
離面を残し、表面の剥離で下縁部と右側縁を刃部
としている。
　42は横長の剥片を使用したものとみられる。小
破片であり全容を知り得ないが、残存する両側縁
に剥離と刃こぼれが存在する。
礫器（第375図43・44）
　43は楕円形の扁平礫を使用している。裏面の長
軸側両端に剥離が集中しており、側縁部には叩打
痕を、また表裏面に擦痕を残している。多用途石
器の一種と解される。
　44は長方形の扁平礫の長軸一端に両面加工の刃
部をつくり出したものである。
打製石斧（第375図45～第378図74）
　45～50は不定形の石斧を一括した。
　45は小型楕円形の石斧である。基部側左側縁を
欠損する。刃部は裏面側の一回の剥離と、表面側
の細かな数回の剥離で形成しており、刃部欠損し
た石斧からの再加工品とも考えられる。
　46は楕円形の石斧で、基部側左側縁を欠損する。
両側縁に細かな剥離を施して成形する一方、刃部
の加工は比較的簡素である。47は破損した石斧の

基部とみられる。
　48は長楕円形の石斧で、表面に自然面を残す。
調整剥離は基部側両側縁にほぼ限定され、刃部は
無加工で使用している。49は不整楕円形で、表面
に自然面を残している。丸く張り出した右側縁に
細かな叩打が集中しており、刃部の加工は簡素で
ある。表面の自然面から剥離面にかけて擦痕を残
している。
　50は三角形の小型の石斧で、表面に自然面を残
す。刃部以外はほぼ裏面のみの加工で、大型のス
クレイパーとも解される。
　51～64は短冊形の石斧である。51～53は長楕円
形の礫を素材としたものとみられる。51は棒状の
石斧で、表面は無加工の自然面である。
　52は表側に自然面を残し、裏面からの調整剥離
によって刃部をつくり出している。53は裏面がほ
ぼ無加工の自然面で、表面のみ周縁からの打撃で
形成した亀の甲形の石斧である。54は小型扁平の
石斧でスクレイパーと考えるべきかもしれない。
　55～59は板状節理の扁平礫を素材とする。55は
表裏に節理面を残し、裏面には擦痕と複数の円孔
を持つもので、石皿片からの再生品とみられる。
56は刃部を欠損する。表面に自然面と節理面、裏
面に節理面を残す。両側縁両面に剥離を、基部末
端に叩打痕を残す。
　57は表面に節理面を残している。剥離は表面の
両側縁に集中し、刃部の加工は簡素である。58も
表面に節理面、裏面に打割面を残し、刃部を欠損
する。
　59も表裏に節理面を残している。両側縁は表面
側、刃部は両面加工で形成している。節理面に擦
痕を残す。
　60は刃部右側縁を欠損する。左右対称、末広が
りのプロポーションで、両側縁と基部に細かな叩
打による潰し加工を施している。61は表面の一部
に自然面を残す。両側縁の中段にわずかにくびれ
を持つ。62は基部側の三分の一程度を欠損する。



― 534 ―

 

角形の石斧で、基部末端が三角形に突出する。
　79は小型扁平なくさび状の石斧で、基部を欠損
する。80～85は定角形の石斧で、80は刃部のみ、
81は刃部右側縁部のみ、82は胴部中段のみが残存
する。
　83は刃部のみ残存する。表面中央部に叩打痕が
集中しており、敲石として再使用されているもの
とみられる。84は完形品だが、基部に叩打が集中
し、原形が失われている。柄への装着に伴うもの
か、あるいはくさび的な使用方法を示すものであ
ろうか。85は刃部右側縁のみ残存し、刃こぼれが
著しい。
　86～88は小型の石斧である。86は完形品で、定
角形の精緻なつくりである。基部に叩打が集中し
ている。87・88は断面長方形の扁平な石斧で、刃
部欠損する。
砥石（第380図89～第383図132）
　主として砂岩系の石材を使用しており、石器や
骨製品、玉類の制作に使用したと思われる。また、
敲石や凹石に転用される例も多く、多用途石器と
しての性格も強い。
　89～95は原礫をそのまま、あるいは荒割りする
などして使用するものである。89は原礫をほぼそ
のまま使用するもので、溝状の使用痕を残す。90
は扁平な礫の両面に石皿に似た片減りの使用痕を
持つ。
　91は打割した礫の表裏２面を使用し、１面を凹
石としても使用している。92は板状の石材を荒割
りして表裏２面使用しており、特に表面は徹底し
た使用により光沢を生じている。
　93～95はスタンプ形石器に似る。93は板状の原
礫を荒割りしたもので、１面のみ使用する。94は
三角錐状の石材の長軸側２面を使用しており、徹
底した使用により光沢を生じている。95は多孔質
の安山岩を使用し、片面を凹石としても使用して
いる。
　96は、母岩から板状にはぎ取った礫を整形して

小型扁平な石斧だが、両面とも細かな調整剥離を
施す精緻なつくりである。
　63はやや寸詰まりの石斧で、両側縁部の調整剥
離に比べ刃部の加工は簡素で、基部に叩打痕を持
つ。再生品であるかもしれない。
　64は両側縁中段がくびれ、基部の左側縁が大き
く張り出す。分銅型の石斧の刃部を破損したため
に基部側を刃部として再生した可能性がある。表
面に自然面を残している。65は撥形の石斧である。
基部から胴部中段にかけては細身で、刃部のみ大
きく楕円形に張っている。
　66～74は分銅形の石斧である。
　66は刃部のみ残存する。表面に打割面、裏面に
自然面を残し、両側縁が深くくびれている。67は
刃部右側縁を欠損する。刃部表面に自然面を残し
ている。また、胴部中段の表裏に装着痕と思しき
擦痕がみられる。
　68・69は基部側二分の一程度を欠損する。68は
表面に自然面を残している。70は表面に節理面を
残し、胴部中段がくびれて細かな潰し加工を残し
ている。
　71は基部側三分の一程度を欠損する。薄身の石
斧で、表裏に打割面を残す。72は基部を欠損する。
表面に自然面を残し、両側縁が深く抉入する。
　73は表裏に打割面を残す薄身の石斧である。74
は表面に自然面、裏面に打割面を残す。基部側か
ら１回、両側縁に２～３回の剥離で成形した簡素
なつくりで、刃部はほとんど無加工である。
磨製石斧（第379図75～第380図88）
　75は完形品だが、刃部と胴部が割裂した状態で
出土した。断面丸棒状で、刃部は楕円形、全体に
成形時の叩打痕と擦痕を残す粗いつくりである。
76は刃部および左側縁部を欠損する。断面丸棒状、
基部を中心に叩打痕を残している。
　77は定角形の石斧であったとみられるが、胴部
中段右側縁のみ残存する。78は刃部欠損し、裏面
刃部側から中段にかけて広く欠失する。やはり定
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使用しており、側縁部中段に抉入をつくりだして
いる。
　97～113は薄板状の石材を使用するものである。
97は板状節理の片岩を整形して両面使用するもの
で、石皿片を転用した可能性がある。
　98・99は扁平な円礫を両面使用するもので、一
側縁を敲石として使用している。99は粗い線状の
擦痕が顕著である。
　100は長方形の礫を両面使用するが、長辺側の
中段に抉りをつくり出しており、編み物などの石
錘に転用した可能性がある。
　101は節理に沿って剥ぎ取った石材を台形に整
形して両面使用する。102は扁平な円礫を両面使
用し、長軸一端を敲石に転用している。103はご
く粗粒かつ硬質の石材を整形して両面使用してお
り、表面は徹底した使用による光沢を持つ。
　104～112は断面紡錘形の石包丁様石器と呼ばれ
るものである。104は硬質の石材を使用し、表裏
に光沢を持つ。
　105・106は小破片である。105は三味線胴形の
砥石であったとみられるが、コーナー部分のみ残
存する。106は棒状の砥石の中段部分のみが残存
したものであろう。
　107～110は扁平棒状の砥石である。107は表裏
面のほか、長軸側両端も使用している。また、両
側縁の中段に抉りをつくり出しており、石錘とし
ても使用している。108も長軸末端を使用してい
るが、一端を折損している。
　109は硬質かつ緻密な石材で、石棒・石剣類を
転用した可能性がある。裏面に側縁方向からの剥
離を残すが、この剥離面も使用により磨滅してい
る。110は裏面に浅い溝状の使用痕を残す。また、
両側縁に浅い抉入を持っており、石錘としても使
用された可能性がある。
　111は棒状の砥石の破片とみられるが、長辺側
の側縁中段に抉りをつくり出し、この部分から折
損したものであろう。裏面を凹石として使用して

いる。112は水滴形の礫を使用し、敲石として転
用している。
　113～132は有溝砥石である。骨角器や玉類の製
作に使用したものであろう。113は敲石に転用し
ており、すべての側縁に剥離と叩打痕を生じてい
る。114は小破片だが、棒状の砥石であったもの
とみられる。
　115は石皿風の片減りの使用面を持つもので、
表面に２条の溝を持つ。
　116～131は扁平棒状の砥石で長軸に沿った溝を
持つものである。大半が石包丁様石器を転用した
ものである。116は片面にごく浅い溝を持つもの
で、長辺中段に抉入を持つ。石錐としても使用し
たものか。
　117は両面に単独の明瞭な溝を持つ。118は硬質
な礫岩を使用する。表裏とも長軸中段の使用面に
著しい磨滅がみられ、それぞれ複数の溝を持つ。
　119は両面とも砥石として使用が徹底され、中
段から折損した状態で出土した。両面とも明瞭な
溝を持つ。120・121は一端折損し、120は一側縁
に抉入を持つ。
　121は粗粒の石材を使用し、両面に複数の溝を
持つ。122・123は小破片で両面に溝を持つ。124
は非常に粗粒の石材を使用し、長辺中段に抉入を
持つ。126～128は小破片である。
　129・130は細身の撥形で、両面に非常に深い溝
を持つ。130は一端を折損する。131もこれに類似
した破損品の可能性がある。
　132は楕円形の軽石製品の一面に溝を持つもの
で、特異な砥石である。長軸一端に叩打痕を残し
ている。
敲石（第384図133～第385図159）
　硬質かつ緻密で重量のある石材を使用する傾向
にあり、磨石・凹石・石斧など他の石器からの転
用が頻繁に行われている。磨石からの転用は特に
頻繁で、大半が一部に磨面を残している。
　使用痕には、大小の剥離を繰り返すものと、あ



― 536 ―

 

ばた状の叩打痕が密集するものの二通りあり、前
者は大きな振り幅の力強い打撃に伴うもの、後者
は至近距離の細かな接触を繰り返す動作の結果で
あろう。また、剥離を伴う打撃については、石器
の長軸に平行するものと、これと直交するものが
存在し、石器の持ちかたと動作方向の違いを反映
するものであろう。
　使用痕にみられるこうしたバリエーションは、
打撃の所作の違いを反映するものであり、敲石と
呼ばれる石器群にいくつかの異なった用途が存在
したことを示すものと考えられる。
　133は楕円形の磨石を転用したもので、すべて
の側縁に叩打痕を持ち、表裏に磨面を残している。
134は棒状の磨石からの転用で、残存するすべて
の側縁に剥離や叩打痕を残している。141は棒状
の礫の長軸末端と側縁部に剥離を残す。
　135・136・138～140・142～145などは棒状の磨
石の長軸側一端または両端を使用面とするもので
ある。139は反対側の長軸末端の側縁部に細かな
叩打痕が集中する。
　137・146・147～149は礫の側縁に細かな叩打痕
を残すものである。150～157は断面定角形のカツ
オブシ形の磨石を転用したもので、長軸側一端ま
たは両端を使用面とする。150・151・154・156は
磨製石斧を転用した可能性がある。150は凹石と
しても使用している。
　153は小判形の磨石の両端および側縁部に細か
な叩打が集中する。158・159は小型の敲石で、棒
状の礫の末端に叩打が集中する。
凹石（第386図160～第387図181）
　石材の平坦面に凹孔を持つもので、掲載したも
のはすべて磨石からの転用、または共用である。
２種類の石器を用いた作業そのものの親和性を示
すものであろう。
　また、使用痕についても、明瞭な凹孔となるも
のから、凹孔の形成過程を示すとみられる細かな
叩打痕の集中まで幅があり、この種の石器を磨石

と完全に分離することは不可能といえる。
　使用する石材も多孔質のものを含む安山岩が
主体で、この点でも磨石と共通している。
　160～165・167・168・171・175・176・179～181
は円形の磨石の片面ないし両面に凹孔を持つも
ので、大半が両面使用している。長径と短径の差
が少ない、真円に近い石材が好まれる傾向が見て
取れるが、176・179・181は磨石としての使用面
が側縁部にも存在するためにいびつなプロポー
ションとなっている。
　160は表裏以外に側縁部にも複数の凹孔を形成
し、161は表裏にそれぞれ複数の凹孔を形成して
いる。いずれも多孔質の安山岩であり、他の単孔
型の凹石にはあまり使用されない石材である点
は注目される。
　166・169・170・173・177・178は扁平な礫を長
方形に整形した磨石に凹孔を伴うものである。長
軸一端を敲石として転用する例がしばしばみら
れるが、この場合の使用痕はあばた状の叩打痕が
密集するタイプにほぼ限定される。
　172・174は楕円形の自然礫を整形せず使用する
タイプの磨石の表裏２面に凹孔を持つ。
磨石（第387図182～第391図231）
　前項で述べた通り、敲石や凹石との境界は極め
てあいまいである。敲石として使用される場合の
使用痕は凹石と同様、あばた状の叩打痕が密集す
るタイプが大半であるが、183・184は複数の剥離
を伴っている。
　石材は大半が安山岩で、砂岩系の石材や閃緑岩
がこれに次ぐが、182は硬質の緑色岩を使用する。
194は大量の金雲母結晶を含む特異な深成岩であ
る。
　182～190・194などは不整楕円形の自然礫を整
形せずに使用する。191～193・195・196・200～
202・212・214・221・223などは原礫を長方形に
整形して両面用いるもので、断面長方形や定角形
となる。
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　203～206などは扁平礫の両面を使用面とする。
220・222・224～231は原礫を円形に、211は三角
形に整形して両面使用するもので、断面長方形と
なる。
スタンプ形石器（第392図232・233）
　長楕円形の石材を短軸方向に打割して、打割面
を使用面とし、残る一端に側面からの打撃を繰り
返して「握り」をつくり出すものである。早期前
半の撚糸文系土器や、中期後半の加曾利E式期に
特徴的にみられる石器である。
　232は典型的なもので、扁平な礫の両側縁に打
撃を繰り返して握りを形成し、下方の打割面を磨
石としている。磨石を転用している可能性がある。
233はさらに徹底した剥離によって棒状の握りを
つくり出し、下面のみ平滑な磨面となっている。
石皿（第392図234～第397図263）
　ほとんどが自然礫を特に整形せずに片面ない
し両面使用するものである。表裏に凹孔を形成す
るものがしばしばみられ、使用時における凹石と
の親和性が伺われる。
　234は楕円形の扁平な原礫の表裏に凹面を形成
するもので、全体の三分の一程度が残存するもの
とみられる。整形は行っていない。235は扁平な
板石の表裏両面を使用する。整形はしておらず、
凹面も形成しない。表裏に複数の凹孔を持つ。
　236は扁平な板石を表裏使用するもので、表面
のみごく浅い凹面を形成するものとみられる。側
縁部に複数回の打撃が加えられていることから、
台石に転用された可能性が考えられる
　237は楕円形の礫の表裏を使用するもので、成
形はしていない。全体の三分の一程度が残存する
ものとみられる。表面のみ非常に深い凹面を形成
しており、表裏に凹孔を持つ。
　238は楕円形の礫の表裏を使用するもので、成
形はしていない。全体の四分の一程度が残存する。
表裏とも明瞭な凹面を形成し、小規模ながら多数
の凹孔を持つ。

　239は小破片で原形は不明だが、自然石の表裏
使用したものであろう。両面にごく浅い凹面を形
成し、表面に明瞭な凹孔を持つ。
　240・241は全形不明ながら、比較的小型の石皿
であったとみられる。240は表面のみ平滑な凹面
を形成し、裏面は多数の凹孔が密集するいわゆる
蜂の巣石となっている。241は両面使用するが凹
面を形成しない。
　242は楕円形の礫を整形せずに使用し、表を凹
面、裏面を蜂の巣石とするタイプである。凹面に
も１箇所の凹孔が存在する。243は小破片で全形
不明だが表裏にごく浅い凹面を形成している。
　244は表面に深い凹面を形成し、裏面は蜂の巣
石とする。側縁を平坦に整形しており、長方形の
石皿であった可能性がある。245は非整形の礫の
表裏を使用するもので、表面のみごく浅い凹面を
形成する。両面に明瞭な凹孔を持つ。
　246は非整形の礫の表裏にごく浅い凹面を形成
している。247は扁平な礫の表裏を使用するもの
で、成形はしておらず、両面とも緩やかな凸面と
なっている。
　248は自然礫の両面を使用するもので、表裏に
ごく浅い凹面を形成している。裏面に赤変がみと
められ、顔料が付着している可能性がある。
　249・250は完形資料で、扁平な礫の両面を使用
する。整形はしておらず、両面とも緩やかな凸面
である。249は裏面に２箇所の凹孔を持つ。251は
全形不明だが表面のみ深い凹面を形成する。
　252～254は側縁を平坦に整形しており、長方形
の石皿であったと考えられるものである。252は
有脚の石皿のコーナー部分で、表面に浅い凹面を
形成し、裏面に低い脚を持つ。また、表裏に凹孔
を持つ。
　253は表面に側壁を持つ凹面を形成しており、
裏面も浅い凹面となっている。254は表裏両面に
ごく浅い凹面を形成する。
　255～259は板状節理の礫を使用する。255は表
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裏に浅い凹面を形成し、側縁を平坦に整形してい
る可能性がある。256は小破片で表面に凹面を形
成し、裏面は剥落している。
　257は風化が著しく擦痕が不明瞭だが、片面使
用した石皿と考えた。258は全形不明で、表裏使
用し、表面のみ凹面を形成する。凹面に赤変がみ
とめられ、顔料が付着している可能性がある。
　259は表面に使用面を残し、裏面は剥落してい
る。使用面に赤変がみとめられ、顔料付着の可能
性がある。
　260は表面に明瞭な凹面を形成する。裏面は節
理面で、剥落している可能性がある。261は表面
に浅い凹面を形成し、裏面にも擦痕を持つ。
　262は周縁を荒割りしていびつな平行四辺形に
整形したものとみられる。凹面は形成しないが表
裏使用しており、表面には粗い線状の擦痕が顕著
である。263は被熱による風化が激しいが表裏使
用し、表面に明瞭な２箇所の凹孔を持つ。
台石（第398図264・265）
　264は平坦な表裏を使用面としている。両面と
も極めて平滑で光沢を生じている。磨製石器の製
作時の作業台として使用したものか。
　265は枕状の石材の一部に平滑面をもつもので、
やはり作業台と考えた。
軽石類（第399図266～277）
　遺跡から出土した軽石を一括した。石材の性質
上、人工的な穿孔などと見分けがつきにくいが、
自然礫の可能性もあるものも含め掲載している。
　266・268は円礫の両面に凹孔を持つものである。
非常に脆弱な素材であるため、凹石としたものと
は用途が異なる可能性が高い。
　271は側縁の一部に擦痕を伴う平坦面を持つ。
276は断面紡錘形に整形しており、一端に貫通孔
を持つ。277は楕円形の礫の一面に舟状の深い凹
孔を形成している。
石錘（第400図278～288）
　278・279は礫の長軸両端に擦り切りによる抉入

を設け、表裏に擦り切りによる溝を切って両者
を連繋する。280・282・285は長軸両端に細かな
剥離を加えた後に擦り切りで抉入を設けている。
280は右側縁部にも複数回の打撃を加えており、
左右のバランスを取ろうとする意図が伺える。
　281は長軸上端に表裏各一回ずつの剥離を加え
た後に擦り切りの抉入を設けている。下端は原礫
の凹みをそのまま利用して擦り切りの抉入を設
けており、加工に適した形状の礫を選択している
ことが伺われる。
　283は上下とも擦り切りによる幅広の抉入で、
上側のみあらかじめ打撃を加えている。
　284・286・288は下半を欠失する。284・286は
上端部に剥離→擦り切りの順序で抉入を形成し
288は剥離で生じた凹みをそのまま使用している。
286・288は裏面が剥落している。
　287は長辺側の左右に数回の剥離による凹みを
持つ。また、長軸下端には細かな剥離の凹みが、
上端には摩耗による凹みが存在することから、十
字に紐を掛けていたものと考えられる。
石棒（第400図289～第401図301）
　289・290は完形品である。289は両頭の石棒で
ある。上下にごく浅いくびれを設けて頭部の表現
としている。両側縁に緩やかな稜線を持つ。
　290は扁平板状の石材を紡錘形に加工し、上方
の一側縁のみ細かな叩打でくびれを設けて頭部
を表現している。比較的簡略な造りの石棒といえ
る。
　291・292は石棒頭である。291は胴部との境に
明瞭な段を持ち、入念に面取りして球状の頭部を
つくり出している。292は大型の石棒頭で、両側
縁のみ叩打と研磨による緩やかな段を形成して
おり、裏面が剥落する。
　293も大型の石棒で、胴部から頭部の境付近が
残存する。節理に沿って長軸方向に剥離しており、
全周の四分の一程度が残存しているものとみら
れる。叩打・研磨によるごく緩い段を持つ。
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　294～297は胴部の断片である。294・295は緻密
な石材を用いた精製品で、294は強い火熱を受け
て風化し、下端部は表面が溶解し発泡している。
296・297は板状節理の石材を用いている。296は
接合資料で、破断面が磨滅している。
　298～301は基部およびその周辺である。298は
緻密な石材を用いた精製の石棒で、残存する下端
部に３条の沈線を巡らせており、石棒基部の装飾
と考えた。表面中央部に若干の平坦面を残す。
　299・300は片岩製の石棒で、下端に原礫の凹凸
を残している。301は精製品とみられ、胴部中段
から基部付近にかけて残存する。残存する上端か
ら10㎝位までは叩打整形の後に入念な研磨を施し
ているが、それ以下ではあばた状の叩打痕を残し
ている。使用時に人目に触れる部分と触れない部
分の境界を示す可能性がある。
石剣（第401図302～第402図312）
　石棒のうち、両側縁に稜線をつくり出している
もの、胴部著しく扁平なものを石剣とした。
　302～304は完形品である。302・303は紡錘形の
胴部を持ち、明瞭な段によって頭部を表現してい
る。表面は良好に研磨している。302は長方形の
頭部で、裏面は被熱により赤変している。303は
胴部と頭部で断面の長軸方向が直交している。基
部付近に強い被熱の痕跡がみとめられる。
　304は表裏に平坦面を残し、側縁部の稜線をほ
とんど持たない。頭部は両側縁からのごく弱いく
びれによりかろうじて表現している。胴部中段以
下が被熱により風化しており、それ以外の部分に
も煤とみられる黒色の付着物が存在する。
　305・306は頭部に線刻文を持つ石剣である。
305は基部欠損し、裏面が剥落している。表裏に
若干の平坦面を残すが、胴側縁部の稜線は存在し
ない。頭部と胴部は明瞭な二重の段によって区分
しており、半球状の頭部の頂部に円文、左右に三
角文を描いている。全面にわたり良好に研磨して
いる。また、全体に被熱による風化が生じている。

　306は頭部～胴部中段まで残存する。全体に扁
平で、側縁部の稜線は存在しない。頭部と胴部は
両側縁の緩やかなくびれで区分し、１条の沈線を
巡らせている。楕円形の頭部には鋸歯文を巡らせ、
上下を沈線で区画している。全面を良好に研磨し、
頭部は光沢を持つ。胴部は被熱により赤変してお
り、頭部に黒色の付着物が存在する。
　307は頭部～胴部中段まで残存する。扁平で、
裏面に広く平坦面を残している。頭部と胴部の境
は側縁からのごく緩いくびれで表現しており、頭
部は菱形に成形している。
　308～310は胴部の断片である。308は裏面が節
理に沿って剥がれており、全周の三分の一程度が
残存するものとみられる。扁平で、表面に平坦面
を残している。残存部分の上端に若干のくびれが
存在し、頭部へと移行していた可能性がある。
　309は断面レンズ状で、両側縁に明瞭な稜線を
持つ。310 は断面楕円形でほとんど稜線を持たな
い。断面を含め全体が被熱により赤変する。
　311は胴上半部～基部にかけて残存している。
断面紡錘形だが、両側縁はやや丸みを帯びている。
裏面に若干の平坦面を残し、基部は緩やかに先細
りして集束している。全体に被熱により赤変して
おり、裏面に黒色の付着物が存在する。
　312は基部の断片で、節理に沿って裏面が剥落
し、全体の四分の一程度が残存する。
独鈷石（第403図313～317）
　313は完形品である。長楕円形のプロポーショ
ンで、中段からやや上方に偏って明瞭な抉入が胴
部全周する。断面は楕円形である。下端部には石
斧の刃部を思わせる鋭角な稜線を持つ。全体に叩
打整形に伴うあばた状の瘢痕を残しているが、抉
入部から上端にかけて表裏に原礫面に由来する平
滑な面を残しており、本資料が扁平な川原石を素
材としていることがわかる。全面が被熱により赤
化している。
　314は長軸一端を三分の一程度欠損するものと
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じている。
　321は勾玉である。ややいびつなプロポーショ
ンだが良好に研磨しており、一方向から穿孔して
いる。表面に細かな亀裂が多く走っており、被熱
している可能性がある。白い斑紋の入った緑色の
石材を使用している。
　322は異形の玉である。扁平で、左側縁は緩や
かなカーブを描き、下端は抉入する。上端は二叉
に突出し、右側縁には二叉の突起を上下２段つく
り出している。一方向からの貫通孔を穿つ。白色
半透明の石材で、部分的に暗緑色の斑紋が入って
いる。
　323は異形の勾玉である。丸みをおびた半円形
で、垂直な右側縁の上方に１本、下方に２本の抉
入を設け、長軸中央に一方向から穿孔している。
ヒスイとみられる緑色の石材を用いているが、著
しく被熱して白化し、亀裂を生じている。
　324・325は「ノ」の字状の玉である。棒状でご
く緩やかなカーブを描いており、両端に二方向か
らの貫通孔を穿っている。324は両端を四角く面
取りしており、325は上端を面取り、下端は破断
面を残している。環状や弧状の装飾品が破断した
ため穿孔して紐で綴り合せたか、あるいはそのま
ま紐を通して着用したものであろうか。324は飴
色半透明、325は青黒色の縞を持つ灰色半透明の
石材を使用する。
　326は水滴形の玉で、一端を剣先状にとがらせ、
もう一端を二方向から穿孔している。全体が緑色
の、ヒスイらしき石材を使用している。
　327も水滴形の玉で、右側縁のみ上方に２本、
下方に１本の線刻を施している。長軸やや上寄り
に二方向から穿孔している。ヒスイとみられる緑
色の石材を用いているが、著しく被熱して白化し、
亀裂を生じている。

みられる。長楕円形のプロポーションで、中段に
明瞭な抉入が表面を除き全周している。また、抉
入部の上下がわずかに左右に突出している。上端
にはやや丸みを帯びた稜線を持ち、これと直交方
向に走る線状の擦痕を残している。裏面側の破断
面に下方から数度の打撃を加えており、再生を試
みた可能性がある。裏面が被熱により赤化し、表
面には煤と思われる黒色の付着物が存在する。
　315は板状節理の棒状礫の長辺中段に抉入を持
つものである。粗製の独鈷石とも解することがで
きるため、掲載した。
　316は胴部中段部分の砕片である。全形を知り
得ないが、抉入が胴部を全周し、それ以外の部分
には入念な研磨が施されて光沢を生じている。複
雑に切り合う破断面から、多方向から繰り返し打
撃を加えて破砕していることがわかる。敲石への
転用か、あるいは破壊・分割すること自体に意味
があった可能性もある。
　317は胴部と抉入部の境の小片で、鍔状の突起
が巡っている。
石冠（第404図318）
　無頭の石冠である。両端丸みを持つ半月形で、
底面に反りを持つ。全体を平滑に研磨しており、
両端部付近にそれぞれ４条の沈線を巡らせる。
岩版（第404図319）
　線刻を持つ軽石製品である。原礫を楕円形に整
形して米字状の線刻を施し、さらに左右それぞれ
の線刻の末端を結ぶようにして弧状の線刻を巡ら
せている。遮光器土偶の顔面表現を簡略に表現し
たものとも解される。
垂飾（第404図320～327）
　320は異形の勾玉である。原礫を逆台形に整形
して一側縁に２段の抉入を設け、二方向から貫通
孔を穿っている。ヒスイとみられる緑色の石材を
用いているが、著しく被熱して白化し、亀裂を生
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第373図　遺構出土尖頭器・石鏃・石錐
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第374図　遺構出土スクレイパー・二次加工剥片
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第375図　遺構出土二次加工剥片・礫器・打製石斧



― 544 ―

 

第376図　遺構出土打製石斧（１）
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第377図　遺構出土打製石斧（２）
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第378図　遺構出土打製石斧（３）
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第379図　遺構出土磨製石斧
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第380図　遺構出土磨製石斧・砥石



― 549 ―

 

第381図　遺構出土砥石（１）
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第382図　遺構出土砥石（２）
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第383図　遺構出土砥石（３）
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第384図　遺構出土敲石（１）
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第385図　遺構出土敲石（２）
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第386図　遺構出土凹石
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第387図　遺構出土凹石・磨石
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第388図　遺構出土磨石（１）
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第389図　遺構出土磨石（２）
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第390図　遺構出土磨石（３）
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第391図　遺構出土磨石（４）
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第392図　遺構出土スタンプ形石器・石皿
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第393図　遺構出土石皿（１）
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第394図　遺構出土石皿（２）
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第395図　遺構出土石皿（３）
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第396図　遺構出土石皿（４）
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第397図　遺構出土石皿（５）
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第398図　遺構出土台石
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第399図　遺構出土軽石類
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第400図　遺構出土石錘・石棒



― 569 ―

 

第401図　遺構出土石棒・石剣
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第402図　遺構出土石剣
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第403図　遺構出土独鈷石
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第404図　遺構出土石冠・岩版・垂飾
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28 １ 373 376
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29 ２ 376 381
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30 ３ 381 385
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31 ４ 385 389
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32 ５ 389 395



― 578 ―

 

33 ６ 396 401
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34 ７ 401 404
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４．骨製品（第405・406図）

　南盛土の遺構から出土した骨製品は、合計39点
である。
　第43号住居跡のものがもっとも多く、ヤス状刺
突具や鏃、管状垂飾が出土している。第40・47号
住居跡にも同様の器種が伴っている。笄は、第
282号土壙にまとまってみられる。第37号住居跡
では、弭形製品と垂飾が出土している。
　以下、器種ごとに記載する。なお、素材の同定
は、中村賢太郎氏によるものである。詳細は、第
35表を参照されたい。
　１は、ヤス状刺突具である。表面に骨稜、裏面
に髄腔がみられる。断面形は、扁平な三角形状で
ある。先端の両側縁を抉り込むように加工し、非
常に先鋭である。
　２～10は、鏃である。４～６・９・10は鹿角製
である。３以外は、器体部と茎部の区別が明瞭で
ある。２・４～７・９は両者を区別する部分が段
となり、８・10はくびれる。３は、基部が緩やか
に窄まる。断面形は、２・３が楕円形、４～９が
三角形状である。４・８・10の茎部に黒色の付着
物が観察される。７は被熱により黒色化している。
　11は、刺突具の先端部の破片と考えられる。
　12は、弭形製品である。上部が欠損し、縦に割
れている。短型で、中央の穿孔が貫通し、溝は下
段寄りに位置する。
　13～19は、笄である。すべて頂部の破片で、先
端部を欠損している。15は、くびれにより頭頂部、
頭部、棒状部に区画している。頭頂部に横方向の
線刻を２条施している。頭部は十字形状に加工し、
穿孔している。孔の下方にV字状の切れ込みが表
裏面ともに観察される。棒状部にも２条の線刻が

みられる。16は、くびれにより、頭頂部と頭部に
区別している。頭頂部の中央に穿孔している。右
側の円形部に横方向の線刻が４～５条みられ、欠
損している左側も同様であったと推測される。頭
部は、三角形状の区画に線刻している。17は、く
びれにより頭頂部、棒状部、頭部に区画している。
頭頂部と頭部の中央に穿孔している。それぞれ左
側の円形部に横方向の線刻を４条ずつ施してお
り、欠損している右側も同様であったと推測され
る。頭頂部直下の棒状部にも横方向の線刻が３条
みられる。18は、くびれにより、頭頂部と棒状部
に区別している。頭頂部は十字形状に加工し、穿
孔している。棒状部に３～４条の横方向の線刻が
みられる。19は、くびれにより、円形の頭頂部も
しくは頭部を作り出している。穿孔、線刻はみら
れない。
　20～26は、管状垂飾である。20は、上部に穿孔
している。その下の部位は、横方向の２条の線刻
により区画し、その間を縦方向に線刻している。
21は、横方向の線刻が４条みられる。22～26は、
研磨による加工のみ施し、穿孔、線刻はみられな
い。25・26は研磨痕が顕著である。
　27は、垂飾である。27は鹿角製で、頂部に穿孔
している。
　28は、穿孔品である。裏側が欠損しているが、
歯冠の上端に穿孔がみられる。
　29～33は、加工のある骨角である。主に縦と斜
め方向に研磨している。29・30は鹿角製である。
　34～39は、細部加工のない骨角である。装身具・
刺突具の未製品と考えられる。39は鹿角の破片で
ある。
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第405図　遺構出土骨製品（１）
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第406図　遺構出土骨製品（２）
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Ⅵ　調査のまとめ
　長竹遺跡の調査区は堤防の拡幅工事に伴い、細
長い帯状の調査区となっている。そのため環状盛
土遺構の全容を解明することは不可能であるが、
全体の５分の１の調査を行い、一定の成果を上げ
ることができた。そこでこの成果を基に、南盛土
の集落の変遷と「大形竪穴建物址」について総括
する。　

１．集落の形成と住居跡の変遷（第
407図）
　長竹遺跡南盛土からは、縄文時代早期末から遺
物が出土したが、当該期の遺構は検出されなかっ
た。長竹遺跡Ｃ区に当該期の遺構が検出されてい
るので、活動範囲に入っているか、または、後期
以降の遺構によって壊されたものと推察された。
　調査の結果、集落の開始期は第Ⅰ期とした４軒
の住居跡があたる。第59・62号住居跡からは、後
期前葉の堀之内２式土器が出土しており時期を特
定できたが、第50・58号住居跡は出土遺物量が少
ないため他の住居跡との重複関係と住居跡プラン
から推定した。後期前葉に属する合計４軒の住居
跡は、互いに近接または重複しており、特に第59
号住居跡は建て替えが行われていた。環状盛土内
での位置は、環の内側からやや内縁側にかけて纏
まっていた。また、円形プランを基調とし、入り
口方向は内側（西側）に向いていた。
　第Ⅱ期は７軒があたり、前時期よりやや増加し
ていた。第41・49・60号住居跡は加曽利Ｂ式期の
遺物が出土し、時期を確定できたが、その他の住
居跡は、住居跡の重複と上層覆土中の出土遺物、
住居跡プランから推定した。後期中葉に属する７
軒の住居跡は大きく３グループに分かれていた。
但し、第57号住居跡は方形プランであるので時期
に疑問が残る。これらの内、第44ｃ・49号住居跡は、
第Ⅲ期まで継続する建て替え住居跡であった。環
状盛土内での位置関係は、内縁側から中央にかけ

て纏まり、全体として外縁側へ範囲が拡張してい
た。住居跡のプランは、円形基調と「Ｄ」字型の
タイプが構築されるようになった。また、入り口
部は内側（西－南西）と外側（南－南東）を向く
ものとの２種類に分かれていた。
　第Ⅲ期は６軒があたり、前時期とほぼ軒数は平
衡状態であった。すべての住居跡から曽谷式（高
井東式）土器が出土し、後期後葉前半にあたる。
合計６軒の住居跡は、大きく３グループに分かれ、
第44ｂ・49号住居跡は前時期からの建て替え住居
跡であった。環状盛土内での位置は、中央に纏まっ
ていた。住居跡のプランは「Ｄ」字型、隅円方形、
方形の３形態が認められ、第Ⅳ期への移行期的な
様相を示していた。また、入り口方向は第Ⅱ期と
同様に内側（西－南西）と外側（南－南東）を向
くものの２種類に分かれていた。
　第Ⅳ期は７軒があたり、前時期と軒数は同じで
集落内では隆盛期にあたる。すべての住居跡から
後期安行式土器が出土し、後期後葉後半にあたる。
　合計７軒の住居跡は大きく３グループに分か
れ、「大形竪穴建物址」に属する第43号住居跡は、
第44a・55号住居跡廃絶後短期間のうちに建てら
れたものと推察された。また、第44a・47a・55号
住居跡は前時期からの建て替え住居跡であった。
環状盛土内での位置関係はやや内縁側から外縁側
にかけての最も高い場所に占地し、各住居跡とも
かさ上げが行われた。特に、第43号住居跡は第Ⅴ
期まで継続し、２回以上の拡張建て替えが行われ
ていた。住居跡の入り口方向は、環の等高線方向
に並行（南西）と環の外側（南）を向くものの２
種類に分かれていた。
　第Ⅴ期は住居跡５軒と掘立柱建物跡２棟があた
り、住居跡は減少し、代わりに掘立柱建物跡が
建てられていた。すべての住居跡から晩期安行３
a式土器が出土し、晩期前葉前半にあたる。合計
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５軒の住居跡は大きく２グループに分かれ「大形
竪穴建物址」である第43ａ号住居跡と第38号住居
跡廃絶後、短期間のうちに第二の規模となる第40
号住居跡が建てられたものと推察された。第40号
住居跡は第43号住居跡を埋め立てて建てられてお
り、同様に第Ⅵ期まで継続する建て替え住居跡で
あった。これとは別に第51号住居跡と掘立柱建物
跡２棟が離れて建てられた。住居跡廃絶後に掘立
柱建物跡は重複して建てられ、短期間に連続して
建て替えられたものと推察された。環状盛土内で

の位置関係は内縁側からやや内縁側にかけての１
グループと中央から外縁側にかけての１グループ
に分かれていた。入り口方向は環の等高線に並行
（南西）と環の外側（南東）方向の２種類に分か
れていた。
　第Ⅵ期は住居跡３軒と掘立柱建物跡１棟、円形
の柱穴列２基があたり、集落の縮小期に入ってい
た。第40号住居跡は時期を確定できたが、第64・
65号住居跡は他の住居跡との重複関係と層位的状
況から推定した。第40号住居跡建て替えに伴うと

第407図　南盛土縄文時代後・晩期集落変遷図
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考えられる晩期安行３b式土器が出土し、晩期前
葉後半にあたる。これとは別に、掘立柱建物跡及
び、柱穴列からは安行３c・３ｄ式土器が出土し
ており晩期中葉に属すると考えられる。合計３軒
の住居跡と掘立柱建物跡、円形柱穴列で、大きく
３グループに分かれていた。第40号住居跡は入り
口方向を変え、前時期から継続して建て替えられ
た住居跡であった。第64・65号住居跡は小形の住
居跡で、柱穴配置、炉跡も不明瞭であった。これ
とは別に、前時期から引き続き重複して亀甲型の
第４号掘立柱建物跡と円形柱穴列２基が離れて建
てられた。円形柱穴列は重複しており、規模の大
きなものから小さなものへ縮小していた。環状盛
土内での位置関係は内縁側傾斜面の柱穴列グルー
プとやや内縁側に位置する掘立柱建物跡、中央か
ら外縁側に位置する３軒の住居跡に分かれてい
た。入り口部は外側（南東）から内側（南西）方
向であった。
　以上Ⅵ期に分けた住居跡等の変遷を後期前葉か
ら晩期中葉にかけて集落の開始から収束までを提
示したが、晩期中葉以降弥生時代中期に至るまで
の土器が盛土包含層中から出土している。当該期
にあたる明確な遺構は検出されていないが、盛土
遺構の内縁側傾斜面に多くの小形のピットが検出
された。これらのピットの中には晩期中葉の遺物
も出土している。また、ピットの掘り込み面が晩
期前葉の包含層を切っている状況も確認された。
例示としては積極性に欠けるが、晩期中葉以降の
生活範囲として内縁側が使用された可能性も否定
できない。
　土壙との位置関係では、馬場小室山遺跡や井野
長割遺跡のような大形土壙は検出されなかった。
唯一後期前葉の袋状土壙である第326号土壙が径
1.84ｍで最大であった。この土壙は第Ⅰ期住居跡
群の北側に隣接していた。土壙墓との関係は、晩
期の土壙墓群がＡ区北盛土内縁側緩斜面で纏まっ
て検出されたが、南盛土においてはその延長線

上の内縁側傾斜面で、第310・311号土壙の２基が
検出された。第37号住居跡上層から検出された第
277号土壙は、晩期前葉から中葉にかけての埋葬
土器と共に人骨が出土し、埋葬状況が明確な例と
して特筆される。また、中央から外縁側にかけて
の第43号住居跡内から検出された５基の土壙は住
居跡の奥壁側に一部重複して検出された土壙で
あった。楕円形を呈し、第５号土壙からは後期安
行式の深鉢形土器破片が出土した。土壙は本住居
跡の床面を切って構築されており、住居跡廃絶時
期との整合性はとれていないが、廃絶に伴う土壙
墓の可能性が想定された。
　この他、第Ⅲ期の第61号住居跡と第47b号住居
跡との間で埋設土器を伴って検出された第３号埋
甕、Ｉ－７グリッドＰ53・62とその中間に位置す
るＩ－７グリッドＰ40は列状の配置となり、住居
跡間のグループを区画していたことが想定された。
　集落全体の変遷については『長竹遺跡Ⅲ』のま
とめで北盛土の住居跡等の遺構を踏まえたうえで
改めて提示したい。

２．「大形竪穴建物址」について（第
408・409・410図）
　第43号住居跡は南盛土で一辺12ｍをこえる最大
規模の遺構で、遺構内から出土した遺物や付帯施
設にも特異性が認められた。所謂「大形竪穴建物
址」と呼ばれる遺構であった。
　以下この呼称に従って、遺構の内容を他の類例
と比較検討したい。本大形竪穴建物址は方形プラ
ンで主柱穴は４本、壁柱穴が周囲に廻り炉跡は主
炉を中心として補助炉を２基付設し、三角形の配
置となっている。また、入り口部は対ピットと周
溝を「コ」の字状に張り出す構造となっている。
遺物は、通有の土器・石製品と共に、耳飾りや土偶、
動物形土製品、石棒、独鈷石、骨製品などの装飾
品や祭祀用具が小・中形の住居跡と比べて多く出
土した。また、大形竪穴建物址特有の出土遺物で
ある異形台付土器、手燭形土器も出土した。さら
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に本大形竪穴建物址は、２ないし３回の建て替え
が行われており、継続期間も後期安行１式から晩
期安行３ａ式まで長期間に及んでいる。
　さらに、本大形竪穴建物址最大の特徴として床
面全体に焼土が敷き詰められていた。焼土床面は
最終段階に伴い、最終的には焼失によって廃絶さ
れている。床面の主炉周辺や壁際の一部には敷物
が敷かれていたことも判明した。また、焼土敷き
の下層には、被熱による床面構土の赤色化も認め
られた。これらの状況から床面は建て替えに伴い
随時張り替えられた可能性を指摘できる。
　なお、本大形竪穴建物址廃絶後に構築された第
40号住居跡は規模は一辺８ｍ級であるが、内部施
設や遺物の出土状況に多くの類似点が認められ
た。
　それでは、本大形竪穴建物址について周辺遺跡
の類例をあたり比較検討を加えたい。
まず、大形竪穴建物址の立地とプランについてで
あるが、立地は南盛土南東側の台地縁辺部の環状
盛土中央の最も標高の高い部分に位置している。
開口部は北盛土との境界を示す窪地の北東側延長
上で北西から南東方向に湾曲する支谷に向かって
開口すると推定されるので、建物址は開口部付近
に位置している。また中央窪地に向かっては南東
側に面している。後期曽谷式の第44号住居跡、晩
期安行３b式の第40号住居跡など、後期後葉から
晩期前葉までやや大形の住居跡で一区画を占めて
いた。
　大形竪穴建物址の立地について他の遺跡例にあ
たると、佐倉市宮内井戸作遺跡第118号住居跡は、
台地崖線上から南東部に向かって開口する先端部
の景勝地に大形竪穴建物址が位置している。同市
吉見台遺跡は３箇所に分かれて分布するが、第84
号住居跡は北東側開口部の先端部の景勝地に位置
している。また、市原市祇園原貝塚第49Ａ・Ｂ・
50号住居跡は台地西側に湾入する崖線端部の景勝
地で、台地崖線方向の左側端部である。鎌ヶ谷市

中澤貝塚第25号住居跡は大柏川最上流部の舌状台
地の東側崖線末端部のやや張り出した景勝地に位
置している。我孫子市下ヶ戸宮前遺跡第６・11号
住居跡は北西方向に突出した舌状台地の中央部に
位置し、第14号住居跡は東側崖線開口部付近に位
置している。この他、流山市三輪野山遺跡は、舌
状台地崖線に向かう道路状遺構の左側に貫入する
谷部正面（環状盛土遺構左側末端部）の景勝地に
位置している。これらの大形竪穴建物址は後期中
葉から晩期前葉にかけて建てられた建物址であ
る。
　他遺跡の立地と比較した結果、大形竪穴建物址
の立地は、台地崖線末端部の一角を占め、纏まっ
て建てられている例が多い。また、開口部付近の
景勝地で南東側から北東側にかけて選地する傾向
が窺える。本遺跡ともおおむね符合することに
なり環状盛土遺構を含む大規模集落に一定の規範
が働いていることが推察される。また、大形竪穴
建物址が集落でも景勝地に建てられていることか
ら、モニュメント的性格を備えた建物址としてと
らえることも可能であろう。
　大形竪穴建物址のプランについては、金子直行
が長瀞町中野遺跡（金子2006）で晩期の住居跡と
出土遺物をまとめている。それによると、晩期初
頭を中心とした住居跡のプランは、４本主柱穴
と入り口部をもつ安行系方形住居構造と、それと
は系統を異にする柱穴配置が不明瞭な円形構造の
２種類が併存し、それぞれの遺跡で異なった在り
方を示しているとしている。その要因として、円
形構造の住居跡が東北地方や山間地に多く分布す
ることから、寒冷地に対応するための上屋葺き下
ろし構造に対応し、安行系方形構造が主に大宮台
地を中心とした台地部や低地部に分布することか
ら、上屋を葺き下ろさず、壁立ち構造に対応する
とする環境要因を挙げている。但し、円形プラン
でも安行系土器が出土しており、遺物からの差異
は認められないとする見解を示している。
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　本大形竪穴建物址は、４本主柱穴で「コ」の字
状張り出しの入り口部を設ける方形プランである
ので安行系方形構造に属する。但し、壁面は浅
いが立ち上がっており竪穴建物址である。大形竪
穴建物址としての安行系竪穴方形建物址は県内に
は所在しないが、さいたま市岩槻区にある真福寺
貝塚で検出された晩期前葉（安行３ａ式主体）の
方形の住居跡は一辺８ｍ級であるが、４本主柱穴
で「コ」の字状張り出しの入り口部がもうけられ、

中央の主炉の周縁に複数の焼土跡が伴い、多量の
耳飾りと土偶、土版、石剣、岩版、垂飾製品など
祭祀的な性格を持つ特殊遺物が出土し且つ、住居
跡の立地が北西側開口部北側先端部付近の盛土上
部に位置していることから、本遺跡と同様の大形
竪穴建物址と同様の性格を有する建物址として位
置付けることが可能であろう。
　この他、安行系方形構造の住居跡は、桶川市高
井東遺跡、伊奈町本上遺跡、さいたま市東北原遺

第408図　各地域の大形（竪穴）建物址
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跡、蓮田市久台遺跡、久喜市地獄田遺跡、北本市
宮岡氷川神社遺跡（一辺11ｍ級の大形住居跡）な
ど大宮台地を中心として分布している。一方金子
も指摘しているように、長瀞町中野遺跡では隅円
方形に近い円形プランとなる。小鹿野町下平遺跡
では方形と円形プランの併存、深谷市新屋敷東遺
跡では円形プランとなる。他県では、東北地方が
主に円形プランを基調としているほか、長野県戸
倉町円光房遺跡は円形プランとなる。群馬県月夜
野町矢瀬遺跡第７号住居跡は、四隅突出型の特徴
ある炉跡もつ住居跡であるが方形構造である。ま
た、房総地域は、千葉市内野第１遺跡、我孫子市
下ヶ谷戸宮前遺跡など方形ないしは隅円方形構造
の住居跡も検出されているが、松戸市下水遺跡第
20号住居跡など後期中葉から晩期にかけては大形
竪 穴建物址の多くが円形プランを踏襲するよう

である。この他、神奈川県横浜市華蔵台遺跡では、
後期中葉以降円形プランから隅円方形プランを経
て後期後葉には方形プランへ移行し、晩期前葉末
から中葉に入ると不正円形の不明瞭なプランに変
化するようである。
　このように大宮台地を中心とする地域には、安
行系方形構造の住居跡が分布し、その周縁部には
円形プランを主体とする遺跡や併存する遺跡が分
布する状況が窺える。但し、土器型式との密接な
つながりはつかめない状況である。
　なお、長竹遺跡第44号住居跡のように後期中葉
から後葉にかけての時期変遷のなかで建て替え住
居跡のプランが「Ｄ」字型または、円形プランか
ら隅円方形、方形へ移行する状況は多く認められ 
るが、蓮田市久台遺跡第４・５号住居跡のように
晩期前葉の方形構造の住居跡を縮小建て替えして

第409図　県内の縄文時代晩期前半における方形プランと円形プラン、折衷型住居跡・プラン変更住居跡
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隅円方形に変更していたり、山間地の秩父市入波
沢西遺跡の加曽利Ｂ１式の住居跡のように1軒の
住居跡で外側を方形構造とし、内側を一段掘り下
げて円形プランとする住居跡なども検出されてい
る。集落内での円・方形の併存とは別に、住居跡
構造としての折衷的な住居跡も少数であるが検出
されていることは、単に地域的な相違や環境要因 
だけでとらえきれない複雑な状況を呈している。
　次に焼土敷き床面が検出された住居跡である

が、栃木県栃木市藤岡神社遺跡の後期安行式の第
496号住居跡から焼土敷き床面が検出されている。
我孫子市下ヶ谷戸宮前遺跡第14号住居跡は安行２
式から３ａ式の隅円方形プランの住居跡で、床面
に被熱粘土層が1㎝の厚さ（粘土が土器のように
変化）で密着した状態で検出されている。また、
時期は遡るが、春日部市神明貝塚遺跡の史跡整備
に伴う発掘調査で、後期堀之内式期の住居跡から
被熱赤化した床面が検出されている。（註１）
　一般にこの時期の住居跡には壁周囲に焼土と灰
の三角状の堆積層が多く検出されている。また、
住居跡の防湿目的や、廃絶に伴う焼失によって、
床面が焼土化する例は認められている。但し、本
大形竪穴建物址や、下ヶ戸宮前遺跡のように粘土
化した焼土が広範囲、且つ比較的均一に敷かれた
状況を示す事例はまれである。
　焼土敷き床面を検出する住居跡は大形竪穴建物
址に限らず、藤岡神社遺跡のように一般的な住居
跡からも検出されているので、特別な用途（儀礼
的空間の場の創設）として限定することには無理
がある。防湿効果など遺跡の環境条件などを含め
総合的に検討して行く必要がある。
　なお、分布については、検出例は少ないものの
現利根川流域に分布している状況が窺える。
　最後に内部施設と出土遺物についてであるが、
「縄文時代後晩期における大形竪穴建物址の機能
と遺跡群」（阿部2001）と題して阿部芳郎が関東
地方の縄文時代後期中葉から晩期中葉の集落遺跡
に検討を加えている。それによると、この時期の
大形の竪穴構造の家屋の内部には、周縁炉が主炉
を囲むように構築され、石棒や異形台付土器など
の特殊遺物を用いた祭祀空間としてとらえてい
る。また、集落内における占地の特異性と長期継
続且つ、集中型の集落と関連付け、複数集団の統
合的な祭祀空間として大形竪穴建物址が機能した
としている。
　そこで、本大形竪穴建物址の各部施設と出土遺第410図　藤岡神社・下ヶ戸宮前遺跡の焼失住居
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物について改めて概要を述べる。
　最終段階の内部施設は、入り口部が南東辺側住
居内に入る状態で「コ」の字状のピット列配置と
なる。主炉は中央やや南側で中央軸線上に1基設
けられ、４本の主柱穴間に２基の周縁炉（補助炉）
が主炉と三角形を成す状況で配置されている。ま
た主炉の周囲と主柱穴間の一部には炭化した敷物
の痕跡が検出された。その下には焼土敷き床面が
もうけられている。なお、焼土敷き床面は、全体
では均一であるが、主炉の周縁部が最も厚く盛り
上がった状態で、壁際にかけて薄く下がる状態で
検出された。
　遺物は、混入等が認められるが、いずれも最終
段階の住居跡の床面付近に伴っていた。出土遺物
は土器、土製品、石器、骨製品と多種にわたって
出土した。出土状況は４本の主柱穴を結んだ炉跡
を囲む方形区画より外側から壁際にかけて多く出
土した。
　炉跡４と炉跡８の間に位置して深鉢形土器２個
体がつぶれた状態で出土した。また、入り口部周
囲で纏まって出土した。耳飾りは北側コーナーか
ら北西辺壁寄りにかけて、東側コーナーから南東
辺壁寄りにかけて出土した。土偶、動物形土製品
は、炉跡９の北側と北側コーナー寄り、南側コー
ナーから南東辺壁寄りにかけて出土した。
　石棒、石剣は北側コーナーから１本、南側コー
ナー寄りから１本、北東・南東辺壁際寄り、Ｐ４
脇寄りから欠損してそれぞれ１本ずつ出土した。
石鏃は主炉奥側で２点が出土した。垂飾は北東辺
壁際、南東辺壁際からそれぞれ１点が出土した。
北西辺北側壁際からは、灰と焼土の盛り上がり層
中から、２次焼成を受けた異形台付土器１点、磨
石３点、石皿１点が纏まって出土した。最終段階
の住居跡の焼失に伴う焼土・灰層で覆われていた
ことから、最終段階の住居跡に確実に伴う資料で
あった。骨製品につても焼失に伴う灰層から出土
した。骨製刺突具は、北東辺壁際中央から３点が

並んで出土した。また、南東辺壁際から１点、南
西辺入り口脇から２点出土した。
　このほか覆土中から、早期から晩期中葉にかけ
ての注口土器・台付鉢・鉢・深鉢形土器、土偶、
異形土製品、耳飾り、土製円盤、手燭形土器、ミ
ニュチュア土器等の土製品、石鏃、二次加工剥片、
打製石斧、磨製石斧、砥石、敲石、磨石、石皿、
軽石類、石錐、独鈷石等の石器が出土した。また、
焼土を含む床面及び直上からは、後期後葉から晩
期前葉にかけての鉢・深鉢形土器等が出土した。
　各遺物の出土傾向は、耳飾りが南東辺と北西辺
の主柱穴と壁の間から間隔を開けて出土した。但
し対では出土しなかった。土偶、動物形土製品は
奥壁側の柱穴２・４周囲と、柱穴２・３の間から
出土している。石棒類は北側コーナー寄りと西側
コーナー寄り、柱穴２・３間から出土している。
　全体の出土状況は、主炉を中心とし、主柱穴４
本を結ぶ方形の内部空間からは希薄で、その外側
から壁際に分布する。特に入り口側に深鉢等の容
器類が纏まり、奥壁側に石棒、土偶等の祭祀用具
が纏まる傾向が窺える。また、異形台付き土器は、
北西辺北側壁際で石皿、磨石とセットで出土して
いる。
　内部施設は本大形竪穴建物址と類似する建物址
例で方形プランと円形プランの相違はあるが、佐
倉市吉見台遺跡第84号住居跡が円形プランの８本
柱穴で炉跡が３基設けられている。同一建て替え
住居跡で時期は後期中葉加曽利Ｂ式から晩期前浦
式まで継続している。
　千葉市加曽利貝塚第112号住居跡は楕円形プラ
ンで４列の壁柱穴配置となり、周縁炉が５基設け
られている。加曽利Ｂ式の異形台付土器３点、石
棒、石皿等が壁際から出土している。
　鎌ヶ谷市中澤貝塚第25号住居跡は円形プランで
６本柱穴の建て替えの大形竪穴建物址で、周縁炉
が２基設けられ、本大形竪穴建物址と同じく３角
形の配置である。時期は安行２式である。
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　市原市祇園原貝塚第49号住居跡は「Ｄ」字形プ
ランの拡張住居跡で、５ないし６本柱穴である。
炉跡は中央に１基設けられており北壁側中心に15
㎝の厚さで焼土が堆積し、住居跡内から２点の異
形台付土器が出土している。時期は後期中葉加曽
利Ｂ３式から後葉安行１式が中心となる。
　周辺遺跡の大形竪穴建物址との比較検討から、
方形と円形プランの相違にかかわりなく主炉と周
縁炉との配置の類似性が認められた。また、遺物
は、祭祀関連遺物、特に異形台付土器や石棒等の
祭祀関連特殊遺物が多く出土するなどの類似点も
認められた。これらのことから、継続期間や占地
の特異性など総合的に解釈して、阿部氏の指摘す
るように、屋内共同祭祀・儀礼空間としての場と
して使用された可能性が高まったと言えよう。但
し、複数集団との関係については、遺物の種別や
出土状況を詳細に検討していく必要がある。
　註　　１　春日部市教育委員会の御教示による。　

３．関東地方中西部の中央窪地型
集落跡にみる諸属性と地域性
　環状盛土や環状貝塚に代表される中央窪地型の
集落の発掘調査で検出された諸事象については、
第Ⅱ章３で略述した。これらを東関東一帯の大ま
かな地形区分ごとにまとめたのが第36・37表であ
る。
　ほぼ悉皆に近いかたちで調査を行った遺跡があ
る一方で、調査例数が少なく内容がほとんど明ら
かにされていない遺跡では今後項目が追加される
可能性もあろう。また、調査成果が未報告である
故の遺漏も存在しよう。
　不完全なデータであることを前提にせざるを得
ないが、それでも興味深い偏りを指摘することが
できる。
　例えば、低地包含層や水場遺構、さらには谷の
埋め立てといった低地経営に関わる事象は、大宮
台地に特に濃密に分布している。これは集落の立
地や地形的な制約によるものが大きいものとみら

れる。
　祭祀遺物集中地点や完形土器集中地点といっ
た、特定の遺物を集積する物送り場的な施設も大
宮台地の個性とみることができよう。
　また、長竹遺跡で観察された集中的な墓域の形
成と、土壙内への完形土器の副葬行為は下総台地
に濃密で、さらに大宮台地南端部にも飛び火し、
現江戸川～鬼怒川筋を経由して館林台地の乙女不
動原遺跡にも出現している。
　大宮台地にあってこれに対応する可能性がある
のが、馬場小室山遺跡で検出された「積層墓」と
考えることができ、現在の中川低地を挟んで、葬・
墓制をめぐって異なる系譜が存在したものと考え
ることができる。
　なお、大宮台地北東部に位置する高井東遺跡で
も集落の切れ目において土壙群が検出されたが、
形態や副葬品等、相違点が多い。
　これと似た分布を示すのが大型住居跡、さらに
は長竹遺跡第43号住居跡に代表される焼土住居で
ある。
　住居跡の床面で焼土を検出する例は広く縄文時
代後から晩期の集落遺跡でみとめられるところで
あるが、ここまで執拗な「火」へのこだわりは稀
有といえる。石神貝塚や寺野東遺跡には焼土遺構
が存在し、石神貝塚のものは住居床面への焼土の
供給源と目されている。
　長竹遺跡第43号住居跡や第536号土壙からは極
度の火熱により器面が発泡・変形した土器が出土
したが、これと同じものが祇園原貝塚でも出土し
ている。また、長竹遺跡では石棒や石皿、玉類、
玉斧等、特定の石器で強い被熱の痕跡を示す例が
観察できた。
　こうした火をめぐる儀礼の系譜はやはり中川低
地の東岸を軸として南北に長く連なっているもの
と考えられる。
　以上のように、現中川低地を挟んで中央窪地型
集落跡を構成する諸要素において、地域性らしき
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ものの存在が指摘できた。
　長竹遺跡の集落跡は、地形的には大宮台地本体
と地続きでありつつも、北の館林台地や、そこか
ら渡良瀬川水系～中川低地東岸を介して接続する
下総台地により近い様相を持っている可能性があ
る。

４．動物型土製品について
　長竹遺跡出土の土製品の中で注目されるのが一
連の動物形土製品である。
　現在整理中の包含層出土遺物を含めると非常に
バリエーションに富んだ多数の動物形土製品が存
在するが、今次報告においても遺構出土の動物型
土製品および関連資料を報告した。なかでも第43
号住居跡からは比較的纏まった資料が得られてお
り、注目される。
　第411図１・２は第43号住居跡から出土した２
体の動物形土製品である。いずれも不整形だが、
１は背鰭状の突起等の特徴からイノシシ、２はイ
ノシシないし海獣と考えた。住居跡のからは安行
２から３ａ式の土器が纏まって出土しており、本
資料も同時期のものと考えられる。
　イノシシ形の土製品は縄文時代の動物形土製品
としては最もポピュラーなもので、東北地方の縄
文時代後晩期を中心に多数の類例が報告されてい
る。
　形態やサイズは多岐にわたるが、頭と胴体の境
界があいまいで、背鰭状の突起を持ち、短い四肢
を持つ点が共通している。
埼玉県内の出土例としては、白岡市入耕地遺跡第
２号住居跡出土の第411図３が知られている。共
伴する土器は堀之内から加曾利Ｂ１式で、本資料
も後期のものと考えられる。
　同遺跡からは他にも４の顔面や５の胴体が出土
している。３は「海獣」と推定されているが、背
鰭状の突起と短い脚と思われる部分を持ってお
り、イノシシと考えて良いのではないか。
　このほか、未報告であるが吉見町三の耕地遺跡

からも３体のイノシシ形土製品が出土している。
うち２体は後期中葉から晩期初頭の水場からの出
土である。大きさは6.5～８㎝程とのことで、比
較的小型の個体であり、イメージとしては後出の
藤岡神社のものに近いかもしれない。
　下総台地の佐倉市吉見台遺跡からは２体のイノ
シシ形土製品が出土した。第411図７は無文で不
整形であり、長竹遺跡の１・２に類似する。６は
有文品で、上半身のみ残存する。やや細身で、弓
なりに反った特徴的な胴部で、平行沈線や列点文
が巡る。胴と頭の間にはごく緩やかな段を持ち、
背鰭状の突起に加え頭部にたてがみ状の表現を
持っている。
　なお、同遺跡からは後出の犬形土製品も出土し
ている。
　長竹遺跡の北の館林台地に位置する栃木県栃木
市藤岡神社遺跡からは第411図８～11の４体のイ
ノシシ形土製品が出土した。６～７㎝と比較的小
型であるが、無文で、顔の表現を持たない点は長
竹例に類似する。10は細身かつ弓なりの胴体が吉
見台の６に類似する。
　このように、動物形土製品は特定の遺跡から複
数点が集中して出土する傾向がみられ、長竹遺跡
もまた動物形土製品を他出する遺跡のひとつとみ
ることができる。
　第411図12は『長竹遺跡Ⅰ』で既報告の犬形土
製品で、小型ながら写実的な表現を持った優品で
ある。犬形の土製品は、イノシシ形のものと比べ
ると出土点数も少なく、地域的にも偏りを持って
いる。
　同図15は藤岡神社遺跡から出土した犬形土製品
である。長い耳とピンと丸まった尻尾、尻尾の下
に盲孔を持つ点が長竹例に類似する。
　四肢を踏ん張り、顔を突き出して激しく吠えた
てる動的な表現が特徴的である。
　13は霞ケ浦南岸の稲敷市椎塚貝塚から出土した
犬形土製品である。ずんぐりしたプロポーション
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第411図　動物形土製品集成１
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であるが耳の表現を持ち、巻き上がった尻尾と、
なにより口を大きく開いて激しく吠えたてる表現
が藤岡神社例に類似している。
　14は下総台地の佐倉市吉見台遺跡出土の犬形土
製品とされたものである。胴部に擦り消し文様を
持ち、首と腰に平行沈線文を巡らせる。眼の表現
を持たず、鼻と口を頭部の下面に配置する等、写
実的な表現とは言い難いが、頭部の左右に突き出
した突起を耳と考えるなら、犬を象ったものと考
えるのは妥当であろう。踏ん張った前肢、低く下
げた頭、大きく開かれた口は、藤岡神社例に似る。
　同遺跡は加曾利Ｂ式から安行１・２式を主体と
する集落跡で、本資料も後期中葉から末葉のもの
であろう。
　16はさいたま市真福寺貝塚出土の犬形土製品で
ある。ずんぐりした胴体に太い四肢、細い首に逆
三角形の頭部が付く。上部に突起で耳を表現する
ものの、平坦な顔の前面に目鼻が集中するありか
たは人面の表現に近い。17はさいたま市黒谷田端
前遺跡から出土した頭部で、16に類似するとされ
たものである。
　以上、関東地方の犬形土製品について管見に触
れた範囲で見てきたが、館林台地から現中川低
地東岸を介して下総台地に至り、一部大宮台地の
南端に侵入するという分布のありかたは、前段で
触れた中央窪地型集落の一方の類型と重なってい
る。
　藤岡神社例に代表される、四肢を踏ん張り、口
を大きく開いて吠え立てる表現は多くの犬形土
製品に共通しており、当時の家犬の狩猟犬として
の性格をあらわにしている。この点、長竹例は前
肢を踏み出しているものの顔の表現を持っておら
ず、どちらかというと静的な、やや異質なものと
なっている。
　また、16・17のように人面に近い顔面表現を持
つものは大宮台地南端部に分布が限られ、この地
域に特有のものであろう。

　第412図１は蓮田市久台遺跡第４号住居跡から
出土した中空の動物形土製品である。平面観楕円
形、断面紡錘形の中空の胴部に鰭状の前肢を持ち、
頭部と後肢を欠失している。
　この種の土製品はそのプロポーションから「亀
形」と表現される一方で、左右に突き出した鰭状
の前肢と、腹面後方に揃った短い後肢の特徴から
水鳥を象ったものとする説も根強く存在する。
　同住居跡からは安行３ａから３ｂ式の土器が出
土しているが、本資料はその文様構成から安行３
ａ式に比定されている。
　類似の土製品は破片ながら長竹遺跡でも出土し
ているが、すべて包含層中からの出土であるため、
今回の報告には含めなかった。
　２はさいたま市東北原遺跡第２号住居跡から出
土した。北海道千歳市美々４遺跡出土のものと並
んで著名な中空動物形土製品で、久台例もこれに
酷似する。
　長く突き出した首に逆三角形の頭部を配し、左
右に離れた眼と平たい口を表現する。前肢は胴部
中段の真横に配し、後肢は胴部下面に寄って、久
台例にない踵の表現を持つ。背面に安行３ｂ式に
共通の三叉文を描く。
　３はさいたま市馬場小室山遺跡第３号住居跡出
土の中空動物形土製品である。接合関係にはない
が、同一個体とされている。前面に円孔を持つ中
空の下半身を中心に、上半身の腹側、前肢等が出
土している。後肢と尻尾が平坦面を構成して直立
するポーズは、美々４遺跡のものに近い。縄文を
持たず、沈線のみで粗雑な三叉文や弧線文を描い
ている。
　同住居跡からは後期から晩期にかけての安行式
の土器が出土しているが、上層の主体を占めるの
は安行３ｃ式である。
　４も同じ住居跡の下層から出土したもので、上
半身から頭部にかけて残存する。胴部は中空で断
面楕円形、胸に円孔を持ち、顔を腹側に突き出す
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等、一連の中空動物形土製品と似た造りを持つが、
無文である。
　頭部の先端に刺突と単沈線により小作りな眼・
口・耳を配しているため、亀や水鳥というよりは
イタチのような小動物を想起させる。
　５は藤岡神社遺跡出土の頭部で、東北原例に類
似する。藤岡神社出土資料は多種多様な動物形土
製品を含んでいる点に特徴があり、この点で長竹
遺跡と非常に近いありかたを示している。 

　中空動物形土製品の分布は、犬形土製品のそれ
とはある意味対称的な様相を持っているというこ
とができる。
　それは大宮台地を中心として、藤岡神社遺跡や
長竹遺跡のような動物形土製品を多出する遺跡に
おいて、館林台地側でも若干の出土をみる。
　これは中空みみずく土偶とも共通の傾向を示し
ており、その成因には後期中葉以来の異形台付き
土器の伝統や、東北地方からの大型遮光器土偶の

第412図　動物形土製品集成２
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製作技法のインパクトが想定される。一方で、美々
４遺跡例との関係性は今後の課題となろう。 
　このように、後期中葉から晩期初頭にかけての
時期に、関東地方中～東部にかけて、動物形土製
品の量的な増加と多様化がみられた。
　それはこの地域における中期大環状集落の解体
と後期初頭の退潮期を経て、新たな秩序のもとで
地域集団が再編と復興に向かった時期と重なって
いる。中央窪地型集落の出現は、その象徴といえ
よう。
　また、これらの動物形土製品は、特定の遺跡か
ら集中して出土する傾向がみられ、さらに形象す
る動物の種類において、地域性が存在する可能性
が指摘できた。
　動物形土製品の主流を占めるイノシシ形土製品
は地域を問わず普遍的に存在するのに対し、犬形
土製品は中川低地東岸から下総台地、さらに北の
館林台地にかけて分布し、中空動物形土製品は大
宮台地を中心に出土している。また、大宮台地南
端部では両者が混在する状況が見て取れる。
　これは、前段で述べた中央窪地型集落の地域性
とも呼応し、その一部をなすものと考えることが
できよう。

５．土製円盤について
　今次報告（第440・441集）に係る遺構出土の土
製円盤は、合計877点。その内訳は第413図のとお
りである。
　北盛土・南盛土とも、Ⅱ類＝打製品がⅠ類＝磨
製品の約４～５倍と、量のうえで圧倒している。
使用する土器片の時期は、時期判断可能な精製土
器については安行１式が多く、粗製土器について
も後期後葉から晩期初頭と考えられるものが大半
である。
　使用部位に関しては、磨製品では突起・隆帯等
を持たない胴部破片＝ⅠＢウ類が70％を超えるの
に対し、打製品では各種の口縁部＝ⅡＡ類が90％
に迫っている。

　本文事実記載中でも述べたように、今次報告に
係る土製品、特に土偶・耳飾りの中で、結髪や耳
等の突出部分、突起・隆帯等を故意に取り除いた
とみられるものが目についた。このため、当初は
打製の土製円盤についても突起・隆帯を取り除く
行為に意味を持つものと考えられた。
　確かに、集計の結果をみると、ⅡＡイ類の隆帯
を持つ口縁部を使用するものが南盛土で約60％、
北盛土で約50％となって、圧倒的多数を占めてい
る。
　しかし、これに次ぐのが突起を持つⅡＡア類で
はなく、単純な肥厚口縁であるⅡＡウ類であり、
特に北盛土では後者が25％と、前者の約15％を大
きく上回っている点に注意したい。
　粗製の紐線文系土器と精製土器とのそもそもの
個体差を考慮するとしても、これは突起等の装飾
を持つ破片を選択的に使用しているとは必ずしも
言えない数字なのではないか。
　また、隆帯を持つⅡＡイ類にあっても、外面の
隆帯そのものよりも肥厚し突出した口唇裏面に執
拗に打撃を加える例が目立っている。
　第414図は、Ⅰ類・Ⅱ類それぞれの土製円盤の
最大径と重量の分布を示したものである。
　サイズの面では磨製品であるⅠ類が最小２㎝・
最大７㎝の範囲に収まっており、９㎝前後のイレ
ギュラーなものが北盛土に３点存在する。
　これに対し、打製品であるⅡ類では最小３㎝・
最大９㎝と、Ⅰ類より一回り大きくなっている。
分布の中心は、Ⅰ類では４㎝台前半に存在するの
に対し、Ⅱ類では６㎝弱により広範に分布してい
る。手に持ったときに、磨製品が指数本で支持す
る程度のサイズを中心に２㎝とさらに小さなもの
まで存在するのに対し、打製品は手に握り込む程
度の大型のものまで存在していることがわかる。
　さらに、最大径／重量の分布の傾斜をみると、
磨製品よりも打製品のほうが重量寄りに急な傾斜
を描いていることがわかる。これは、サイズが同
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第413図　土製円盤のタイプと比率
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じであれば、打製品の土製円盤は隆帯や突起を取
り去ってもなお磨製品にくらべ「重たい」破片を
使用していることを意味している。
　要約するに、打製土製円盤の使用方法は、
・多数の土器片のなかから比較的重量と厚み、隆
帯や突起等の突出部を持つ破片を選んで、
・複数の指、ときに掌で握り込むように支持し、
・周縁部から破片の中心部に向かって剥離を伴う
ような衝撃が加わる
　ものであると推定することができる。これはあ
きらかに「叩打具」の特徴である。
　縄文時代の叩打具にはいわゆる敲石が存在し、
使用目的としては堅果等の食物加工や石器（骨角
器）等の道具類の製作が挙げられる。
　また、明確な証拠を残さないものの、抜歯や動
物供犠等の儀礼的な行為においてもある種の叩打
具が使用されたことは疑いない。
　食物加工に関わる敲石（石皿・磨石・凹石とセッ
トとなる）の使用痕はあばた状の細かい叩打が集
中するもので、打撃＝剥離を繰り返す打製土製円
盤のそれとは異なっている。したがって、使用法

についても上記に挙げたなかで食物加工以外のも
のを想定すべきだろう。
　打製土製円盤は土器片を特に整形することなく
使用しており、その点でも円形を志向する磨製品
とは明らかに異なっている。そこには使い捨て・
大量消費的な性格が伺える。
　つまり、通時代的に存在する恒常的なツールと
しての叩打具（敲石や骨製品など）を使用できな
いような用途が、後期後葉に極めて短期間存在し
ており、打製土製円盤はそのために使用され、使
用後すみやかに廃棄されたのではないか。
　一般的な叩打具を使用しなかった背景にはある
種の禁忌が推察される。ここでは、打製土製円盤
はなんらかの儀礼行為に用いられた使い捨ての叩
打具である可能性を指摘しておきたい。
　それがなぜ後期後葉、とりわけ安行１式期とい
う限られた時期に高い頻度で出現したのか。現状
ではその理由にまで踏み込む材料を持たないが、
一連の焼土住居跡に象徴されるような火にまつわ
る儀礼の高揚との関りを想定することもできるか
もしれない。 

第414図　土製円盤の重量分布
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集落跡 縄文時代 住居跡 29軒
掘立柱建物跡 3棟
土壙 68基
柱穴列 3基
埋甕 3基
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ピット 1293基
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　縄文時代後・晩期に形成さ
れた環状盛土南側を調査し
た。盛土遺構の遺存状況は極
めて良好であった。盛土の径
は190ｍに及び、関東地方有
数の規模である。第43号住居
跡は一辺12ｍの「大形竪穴建
物址」で床面が焼土で覆われ
ていた。また多くの祭祀遺物
が出土した。

要　　　約
　長竹遺跡は利根川沿いの埋没台地上に立地し、縄文時代から近世にわたる複合遺跡である。本書では縄文時代（第
二面）後期から晩期にかけて形成された環状盛土遺構の南側から検出された遺構・遺物に関する報告書である。
　盛土外径は想定190ｍにおよび、環の内側から外側に向かって形成されていた。環の内側の窪地は基盤土壌のロー
ム層が削平されたような状況であった。後期前葉から晩期中葉にかけての遺構は、盛土の最も標高の高い範囲か
ら集中して検出された。住居跡のうち、開始期にあたる後期前葉では環のやや内側から１軒のみ検出され、後期
中葉から後葉にかけては環の外側に拡張し、軒数も増加していた。各住居跡は、同一地点内での拡張建て替えが
頻繁に行われ、床面のかさ上げも行われていた。
　最大規模を誇る一辺12ｍ級の第43号住居跡は、後期後葉から晩期初頭まで継続して営まれた長期継続型の所謂
「大形竪穴建物址」であった。最低２回の拡張建て替えを行っていた。最終段階では複数の炉跡が備えられ、床面
が焼土で覆われていた。また、遺物は一般の住居跡とは異なり、装飾品や祭祀用具、狩猟用具等が主に壁寄りか
ら出土した。
　晩期に入ると規模が小形化し、軒数も減少していた。住居跡のプランは、後期前葉の円形から後期中葉の「Ｄ」
字型へ変化し、さらに後期後葉前半の隅円方形、後葉後半から晩期前葉までの方形へ変化するなかで、晩期では
プランが崩れ、不整形で柱穴や入り口部の配置も規則的配置とならない住居跡が検出された。晩期中葉に入ると
住居跡は検出されず、環の内側から検出された掘立柱建物跡や、円形柱穴列等が当該期の遺構として検出された。
また、内縁側傾斜面から、多数の小形ピットが晩期包含層から掘り込まれて検出された。
　土壙は住居跡が密集する地域よりやや環の内側から検出され、袋状で貯蔵穴が想定される土壙も検出された。
また、土壙墓が３基検出された。北盛土で検出された土壙墓群の延長線上に位置していた。第277号土壙は長方形
で壮年女性の全身骨格が仰臥伸展葬で検出された。頭位左上からは、晩期の注口土器が完形で置かれていた。
　遺物は、縄文時代早期から晩期中葉にかけての膨大な量が出土し、祭祀遺物、狩猟用具、加工具、装身具、日
用雑器等に至るまで幅広く出土した。
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